














異世界で魔王の花嫁（未定）になりました。
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　私、弓ゆ月づき絵え瑠る奈なは、都内の大学病院で看護師として働いている。

　年ねん齢れいは三十四歳さい。独身、彼かれ氏しなし。私の心の看護をしてくれる人、募ぼ集しゆう中ちゆうです！

　異業種との飲み会ではテッパンで笑ってもらえる自己紹しよう介かいだが、一人で言ってもひたすらむなしい。

　新卒で入にゆう棟とうして十二年目、気づけば師し長ちようと主任など数人を除いて、ほとんどの同どう僚りようが後こう輩はいだ。シフト表の順位も年々上がってきてるし、責任が増えていくのを実感してる。

　今勤務している急性期外げ科か病びよう棟とうは、院内でも激務で有名な病棟だった。定時で上がれることなど皆かい無むに等しくて、日勤なのに終電上がりになることだってある。

　看護師の仕事は好きだ。

　もともと病弱だった私は、小学校の頃ころ、風か邪ぜをこじらせて何度か入院した。子どもの私に優やさしく丁てい寧ねいに接してくれる白衣の天使に憧あこがれて、看護大へ進学し、順調に夢を叶かなえた。

　特に、今の病棟での仕事は、私に合っていると思う。日々慌あわただしく過ごす中でも、一日一日が充じゆう実じつしていた。

　だから……私は、自分に忍しのび寄よる病びよう魔まに気づくのが遅おくれてしまった。

「はあ……」

　最近、なんか調子悪いなぁ。

　そう思いながら、その日も日勤で早朝から出勤した。

　このところ、特に激務が続いていた。二年先せん輩ぱいの香か織おりさんが、妊にん娠しん九か月で産休に入ったのと、三年目の真ま鍋なべちゃんが、突とつ然ぜん倒たおれた親の介かい護ご離り職しよくで田舎いなかに帰ってしまった時期が重なった。十一月のことで、新人の補てんもまだ先だし、病気が増える冬に向けて最悪のタイミングだった。

　勤務スケジュールの大おお幅はば変へん更こう。休みも減らされ、三日勤夜勤が続くのも日にち常じよう茶さ飯はん事じになった。そんな矢先のことだ。

「……ん？」

　駅までの道のりを歩きながら、ふと胸が苦しくなって立ち止まった。

「不整脈かな……？」

　動どう悸きがする。自分で脈を測ってみると、異常に速いことがわかって驚おどろいた。

「これは病院行かなきゃマズイかも……」

　このところ、夜勤明けの日は寄り道する気力もないほど疲つかれ、たまにある休みの日は、ぐったりしていて、家を出る気すら起きなかった。

　さすがに倒れたらシャレにならないし……と、通勤電車の中、よさそうな病院をスマホで調べた。知り合いの医者だったら気を遣つかうし、上司や同僚に病気を知られたら面めん倒どうなので、自分が勤務する病院では診みられたくないという看護師あるあるだ。




「あ、弓月さん、おはようございます！」

　病院のロッカールームで着き替がえ終わったとき、後ろから声をかけられた。一年後輩の真ま奈な美みちゃんだった。

「弓月さん、再来月のシフト、まだ休み希望出せそうですか？」

「えっ？」

　いやな予感がした。この入りで同僚の独身看護師が口にすることといえば……！

「私、結けつ婚こんするんです。弓月さんにはお世話になってるし、ぜひ披ひ露ろう宴えんに来てもらいたくて」

　で、出たーっ、結婚！

　固まる私に、真奈美ちゃんは「あっ」と慌てた顔をする。

「安心してください！　妊娠するまでは仕事辞やめたりしないので」

「あ、そう、それは助かる～……おめでとう！」

「ありがとうございます」

　真奈美ちゃんは嬉うれしそうに笑った。

「弓月さんの方は、結婚の予定ってあったりするんですか？」

「予定も何も、相手がいないからね～……アハハ」

「それでも、最近は結婚相談所とかでサクッと決めちゃう人もいますよ？　私の友達にもそういう子、何人もいるし」

「そうだね～まあ、三十五過ぎて彼氏いなかったら考えようかな～」

　なんてことを言ってみてるけど。

　実は私、生まれてこの方、男の人と付き合ったことがない。

　結婚しなくても生きていけるこのご時世、恋れん愛あいもしたことがないのに、結婚なんて考えられない。なまじ、一生独身でも生計を立てられる職に就ついてるので、余計にそう思う。

「弓月さん、理想が高いんじゃないですか？」

「いやいや、そんなことはないよ？」

「いつもテキパキしてるし、なんでもできそうで隙すきがないっていうか」

「いや～……仕事以外ではできないことも多いっていうか」

　できないことだらけというか……。

　夜勤で一いつ睡すいもできずに疲れ切ったときなんか、帰るなり玄げん関かん先で寝ねてしまって、還かん暦れき近い母に靴くつを脱ぬがせてもらったこともあります……反省。

「今度、彼の同僚紹介しましょうか？　広告代理店なんですけど、興味ありません？」

「そ、そうだね～いいね～……」

　ノリで言ってしまってから、行く気もないのにどうしよう、と急に心臓がドキドキしてきた。

　そのとき。

「……！」

　気持ちのせいじゃない。突とつ如じよ、激しい痛みに、胸を突つき上あげられた。

「うっ……」

　まともに立っていられなくなって、足元がふらついた。

　苦しい。胸が痛い……！

「弓月さん!?　弓月さん……!?」

　真奈美ちゃんの声が急速に遠のき、私はその場に倒れたのだった──。
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　美しい声が聞こえる。男の人たちの澄すんだ歌声だ。

　なんだっけ、こういうの……聞いたことある。

　聖歌隊……？

「我らが月星姫メルテイヤーの御み霊たまが、安らかに眠ねむらんことを……」

　近くから、男の人の話し声も聞こえる……なんだろう……。

　目を開けて、自分が横たわっていることに気づいた。天てん井じようは石造りで、やたらと高い。その下に、金属の輪でできたシャンデリアが下がっている。

「え……？」

　ここ、どこだろう。うちの病院にはこんな場所ない。そう思って横を見ると。

「……!?」

　私の全身は、花で埋うもれていた。赤、ピンク、黄色、白……色とりどりの花が、私の横たわった身体からだを優やさしく包むように、咲さいていたときのままの形で並べられている。

　え、やだ、高そう！

　誰だれがなんの目的で敷しき詰つめたのか知らないけど、潰つぶしても弁べん償しようできない！

　そう思って身を起こしたとき、さらなる事実に気がついた。

　私がいたのは、教会のような場所だった。それも、大学の卒業旅行で行ったイタリアで見たような、中世ヨーロッパの本格的な教会だ。

　私の背後には、鮮あざやかな光を透すかすステンドグラスが、前方には、花はな嫁よめさんが結けつ婚こん式しきで歩くバージンロード……左右に木の長なが椅い子すが並んだ通路があって、その奥おくに扉とびらが見える。

　間ま違ちがいない、教会だ。

　妙みようだなと思ったのは、私がいるのは、普ふ通つうなら祭さい壇だんが置かれるべき場所で……なんと、棺かん桶おけの中だった！

「噓うそでしょ!?」

「エルナ様……！」

　棺桶の周りには、私を囲むようにして数人の男性が立っていた。最初に聞いた声は、彼かれらの誰かが発したものだろう。彼らはローブのようなゆったりした服を着て、その上から黒いケープを着けていた。

　神父とか、司教……という言葉が浮うかぶ。そんな雰ふん囲い気きの人たちだった。

　彼らは、信じられないといった顔つきで私を見て、顔を見合わせた。

「エルナ様が…………！」

　誰だろう？　この人たち。私を知ってるみたいだけど、私はこの人たちを知らない。みんな西洋人みたいな顔をしてるし。

「エルナ様が、生き返られた！」

　その「様」って何？　それに……「生き返った」？

　ああ、そうか。もしかして、私、死んだことになってたのかな？　倒たおれる寸前の苦しさは、絶対に死ぬって思ったし。

　だとしたら、なんで私のお葬そう式しきが、こんな教会で？　うちの親はお寺に墓を持ってるはずだけど……？

「奇き跡せきだ……！」

　疑問の洪こう水ずいが押おし寄よせる中、棺桶の周りにいた一人が、私の前に跪ひざまずいた。

「エルナ様は、一度お亡なくなりになったのです。今夜は、魔ま王おうへの輿こし入いれの日……。そんなときに、幼い頃ころより患わずらわれていた心臓が、急な発ほつ作さで止まってしまわれたのです」

　ん？　あれ？　なんか話がおかしい……？

　私は勤務中に倒れた。確かに心臓が発作を起こしたみたいだけど、どう考えても過労の末の急性心疾しつ患かんだ。持病なんかじゃない。

　それに「輿入れ」って、結婚のことよね!?

　彼かれ氏しいない歴、三十四年。結婚の予定などない。ましてや魔王なんかと……。

「えっ、魔王って!?」

　私が尋たずねると、男の人たちは痛ましいという表情で目を見み交かわし合う。

「エルナ様は、仮死の衝しよう撃げきで、記き憶おくが曖あい昧まいになられているのですね」

「エルナ様は月星姫メルテイヤーとして、魔王の強大な魔ま力りよくから人間を救うため、魔王と結婚することになっていたのです」

「メ、メルティヤー？」

　何この展開、頭がくらくらする……と棺桶に寄りかかったときだった。身体が揺ゆれて、髪かみの毛が顔にかかった。それを見て、目が点になる。

　私の髪は、外国人みたいなウェーブのついた、見事なブロンドだったのだ……！

「ちょ、ちょっと待って！　鏡！　鏡、持ってきてくれる!?」

「えっ……？　は、はい」

　周りにいた人の一人が、私のただならぬ雰囲気に圧あつ倒とうされたように、どこかへ走って手鏡を持ってきてくれる。

「え───っ!?」

　鏡の中には、金きん髪ぱつの美少女がいた。どう見ても私じゃない。どんなにカメラアプリで盛っても、こんな美少女にはなれない。うっとりするほど美しい顔が、そこには映っていた。

　純日本人では考えられない、真しん珠じゆのように白い肌はだに、薔ば薇ら色いろの形のいい唇くちびる。アーモンド形のパッチリした目は、人形のようなまつ毛で魅み力りよく的に縁ふち取どられている。丸みを帯びた額といい、きゅっとつまんだような顎あごといい、それはもう完かん璧ぺきに、西洋の美少女だった。

　年の頃は、十代後半だろうか……？　外国人の顔立ちは大人びて見えるけど、シーツの痕あとも一いつ瞬しゆんで取れそうなはちきれんばかりの肌の弾だん力りよくから見て、二は十た歳ちにはなっていないような気がする。羨うらやましいなぁ、くそう。

「…………」

　こういうの、知ってる……漫まん画がで見たことがある。

　もしかして……もしかしてだけど、私、転生した……？　弓ゆ月づき絵え瑠る奈なは死んだけど、魂たましいだけが生まれ変わった……っていう。

　国も人種も違う、この「エルナ」さんの身体で。

　国といえば……ここはどこの国なんだろう？　昔のヨーロッパのような気がするけど、ちょっと何かが違うような……？　魔王とか、魔力とか、まるでファンタジーの世界みたいな単語が飛び交っているし。

「……こ、この教会は、キリスト教？　カトリック？　……プ、プロテスタントとか……？」

　なけなしの知識で、手て掛がかりになりそうなことを尋ねると、周りの人々はまたも怪け訝げんそうに顔を見合わせる。

「おお、まさかそこまで混乱されているとは……」

「こちらはアテーリエ教の教会ですよ。思い出されましたか？」

　知らない……そんな宗教は知らない……！

「そ、そうだ、思い出した。それって、この世界ではけっこう有名な宗教……でしょ？」

「当然でございます。このセーレン大陸でアテーリエ教を信しん仰こうしていない者は、魔物と未開の蛮ばん族ぞくを除いておりません」

　はい、確定しました！　ここは異世界です！

　私、ほんとに生まれ変わったんだ……。

　どういう因果かわからないけど、異世界の、同じ「エルナ」という名前を持つ、この女の子に。

　この身体の持ち主のエルナさんは持病の心臓発作で死に、どういうわけか私（たぶん元の世界で過労死した）の魂が宿って、生き返ってしまったんだ……！

「……エルナ様？」

　顔を上げると、神父のような人たちが、心配そうに私の顔をのぞき込こんでいた。

　しばらく放心状態だった私は、やっとのことで口を開いた。

「な、なんでもない」

　いろいろなことが相当ショックだけど、死んでしまったものはしょうがない。元の世界に未練もあるけど、こうなった以上、第二の人生を歩むしかない！

「ちょっと待ってね。私、とても混乱しているの……。月星姫メルテイヤー……？　とか、魔王との結婚とかについて、もう少し詳くわしく聞かせてくれる？　記憶を確かく認にんしたいの」

「もちろんです。わたくしたちがお助けいたしましょう」

　そうして、彼らは私が理解するまで説明してくれた。




　話はこうだ。

　この世界の人間は、長い間、魔物からの侵しん略りやくに耐たえてきた。魔物は知性を持たぬ獣けもののような存在で、話が通じる相手ではない。

　しかし、八年前、魔物たちの間に王が現れた。その「魔王」は、かつてヴァンテンブルクという人間の国のものだった城を占せん拠きよし、そこを魔物の領地とした。

　魔王には、他の魔物と違って知性があった。魔王は、人間の国に使いを出し、魔物の領域や生息権を認めることなどを条件に、人間の生活圏けんを守る約束をするなど、人間との交こう渉しように応じるようになった。

　そして先日、ついに人間と魔物の間に和平が結ばれた。平和の印に、人間の娘むすめが魔王の妃きさきになることになった。

　それがこの私……の身体の前の持ち主、エルナさんだった。

　エルナさんは十八歳さいの少女で、「月星姫メルテイヤー」だった。

　月星姫メルテイヤーというのは、アテーリエ教の経きよう典てんである預言書に預言された「救世主」で、大皇節と重なる星ほし影かげの宵よいが明けた日に、祈いのりの山の湖に現れるという。

　十二年前の、まさにその日。普通の村娘だったエルナさんは、前日、祈りの山で木の実を採取している最さ中なか、崖がけから足を滑すべらせて湖に落ち、怪け我がをして動けなくなった。浅い湖で溺おぼれることはなく、翌朝、アテーリエ教の司教たちに発見され、以来、この権けん威いある教会で司教たちに月星姫メルテイヤーとして、いつか現れる魔王から人類を救うために育てられてきたという。私に話をしてくれている彼らは、その司教さんだ。

　月星姫メルテイヤーは、アテーリエ教の中では教皇に次ぐ高位だという。

「それにしては、お葬式、地味じゃなかった？」

　素そ朴ぼくな疑問を述べると、司教さんたちは慌あわてたように首を振ふった。

「いいえ、あの……エルナ様が亡くなったと思われたのは、今朝のことでした。人間の希望であるエルナ様の死は、まだ民たみには知らされておらず……我々司教のみで、とりあえず昇しよう天てんの儀ぎを行わせていただいたのです」

　要するに、救世主である月星姫メルテイヤーの死は、民衆をパニックにさせるかもしれない。だから、発表のタイミングをうかがってたってことか。

「それで、月星姫メルテイヤーは、どうやって人間を救うんでしたっけ……？」

　探さぐり探りの質問に、司教さんの一人が厳おごそかに答えた。

「月星姫メルテイヤーは、魔王と契ちぎることで、魔王の魔力を失わせることができます」

　なるほど、なるほどね……って、ええっ!?

「ち、契る!?」

　それって、男女がいい感じになって、えーっとその……つまり、夜の生活的な行こう為いをすることよね？

「な、なんてことを……！」

　彼氏いない歴三十四年の末、初めての相手が魔王ってひどくない!?

　まあ考えてみたら、結婚ってそういうことだけど……！

　ああそっか、だから人間は魔王と月星姫メルテイヤーの結婚を望んでいるのね……って、ちょっと待った。

「……魔王は、妃になるのが月星姫メルテイヤーだと知ってるんですか？」

　だって、契ったら魔力がなくなっちゃうんでしょ？　知っていたら、月星姫メルテイヤーとの結婚なんて受け入れるはずがないと思うんだけど……？

　案の定、司教さんたちは目を伏ふせて首を振った。

「アテーリエ教の預言を、神を信仰しない魔物の王が知るはずもないでしょう。魔力がなくなったあとで知っても、魔力のない魔王の怒いかりなど、恐おそれるに足りません。魔物が統とう率そつ力を欠いて混乱している隙すきに、討とう伐ばつするのです」

「つまり、魔物と和平を結ぶっていう約束は、月星姫メルテイヤーを妃として送り込むための噓だったってこと？」

　痛いところをつかれたのか、司教さんたちは苦々しい顔で私から目を逸そらした。

「仕方ないのです。いくら和平を結んだところで、魔物の脅きよう威いが去るわけではありません。人間が真の平和を得るには、これしかないんです……」
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「はぁ……」

　その日の夜、私は馬車の中でため息をついた。

　人間がどんなに魔物に虐しいたげられてきたか、異世界から来た私にはわからない。苦く渋じゆうの決断で月星姫メルテイヤーに望みを託たくしたであろう司教さんたちの顔を見たら、騙だまし討うちを責める気にはなれなかった。

　そして、私は月星姫メルテイヤーとして、予定通り魔王の城へ向かうことになった。

「それにしても……夜に嫁入りだなんて」

　車内には護衛や使者の男性も乗っているので、口の中で小さく呟つぶやいた。

　魔物は夜しか活動しないらしいので、輿入れは夜と決まったそうだ。私はあのあとすぐに、教会から魔物の領地近くにある人間の村へ移され、そこを昼過ぎに出発した。そうして馬車に揺られること数時間。

　馬車の周りには、魔物が嫌きらうという木に火を点つけた松明たいまつが赤々と燃えている。その火を消さないようにするため、馬車は思うようにスピードを出せない。車内の様子は、結婚の高こう揚よう感といった雰囲気とは程ほど遠とおい。

　私は、司教さんたちに用意された紺こん色いろのドレスを着ていた。裾すそが長く、袖そでが広がったデザインは、確かにフォーマルに感じるけど、花嫁っぽくは思えない。聞くところによれば、この辺りではこれが一いつ般ぱん的な貴族の花嫁衣い裳しようなのだそうだ。

　月星姫メルテイヤーの立場は、少し独特みたいだ。神職でありながら国王にも敬われる存在で、王家の人間とも対等に接することができるという。王おう侯こう貴族には敬けい虔けんなアテーリエ教の信者が多く、彼らはこぞって月星姫メルテイヤーを自宅へ招いたそうだ。その暮らしぶりは、王女とも変わらなかったとか。

　だったらもうちょっと派手に着き飾かざってもいいと思うんだけど、嫁とつぐ相手が、彼らが言うところの「蛮族以下の魔物」であるので、この装よそおいなのだそうだ。

　持参金などもなく、持ち物は替えの肌着など必要最小限しかない。

「これじゃまるで……」

　生いけ贄にえのようだ、と思ったが、ぞっとして口には出せなかった。

　そんなことを考えているうちに、辺りの雰囲気が変わった。鬱うつ蒼そうとした森に、獣道……禍まが々まがしい空気の向こうに、城のようなものが見えてくる。

　宵よい闇やみに浮かび上がる、いくつもの尖せん塔とうらしきシルエット。堅けん牢ろうな石造りの城は、どちらかといえば城じよう塞さいのような暗い雰囲気だ。

　馬車は吸すい込こまれるように跳はね橋ばしを渡わたり、落とし扉の前で止まった。

　御ぎよ者しやに手を取られて城の玄げん関かんに降り立ってみると、落とし扉は上がっていた。使者の男性が、その奥の扉を叩たたいて呼びかける。

「魔王殿どの！　花嫁様をお連れいたしました」

　中からの応答を待っている間、使者は振り返って声をかけてきた。

「本当にありがとうございます。これで我々に真の平和が訪おとずれます」

　そう言って、私の手を取る。その目には涙なみだすら浮かんでいるように見えた。

「なんとお礼を言っていいか……」

「……いえ、そんな……」

　本当は、逃にげたい気持ちもあった。でも、こんなふうに感謝されると、いやだとはとても言えない。

　ここへ来る前の村でも、私は大変なもてなしを受けていた。人々は口々に感謝の言葉を述べ、人類の最後の希望だと崇あがめてくれた。

　今さらジタバタしてもしょうがない。私は「月星姫メルテイヤーのエルナ様」として生まれ変わってしまった。この世界で生きるためには、エルナさんが辿たどるはずだった運命を受け入れるしかないと腹をくくった。

　そこでガチャリと音がして、私たちは前に向き直った。

　内側の閂かんぬきが外れた音だったのか、扉がゆっくりと、こちら側に開かれる。

　そして現れたのは……。

「……!?」

　月明かりに照らされた顔を見た瞬しゆん間かん、恐きよう怖ふで声も出なかった。

　そこには、真っ白な顔があった。すぐにそれが仮面であることに気づく。

　目の部分だけが小さく開いて、先せん端たんが鼻のように尖とがって長く垂れ下がった……何かの絵で見た、中世ヨーロッパのペストマスクのような不気味な面だ。

「……置いていけ」

　仮面の奥から、くぐもった低い声が聞こえてきた。

「は、はい！」

　使者は返事をして、一瞬私を見つめる。

「どうかお元気で……！」

　そして、城から去っていった。

「…………」

　私は魔王の仮面を見つめて絶句していた。

「……あなたが魔王？」

　どうか違いますように、と祈いのりながら訊きいた。

「そうだ」

　仮面の奥から無む慈じ悲ひな声が返ってきて、再び言葉を失った。

　こんな人と結婚するなんて……。素す顔がおがどんなかは知らないけど、わざわざ仮面で隠かくすからには、これよりマシだとは思えない。

　そうよね。考えてみたら、魔王は魔物の長なんだ。きっと仮面の下には、恐ろしいバケモノの顔があるに違いない……。

　首から下は、人間と同じように見えた。肩かたから黒いマントを羽織り、全体的に黒っぽい装しよう束ぞくをまとった身体の細部はよくわからないけれども。

「……どうした。入れ」

　魔王は怯おびえる私を見下ろして言った。魔王の身長はとても高く、仮面の顔を見ようとすると私はかなり見上げなければならない。感覚的に、エルナさんの身体は、生前日本人の平均的体型だった私と大差ない気がするので、魔王は普通の人間と比べても高身長だ。

「行くぞ」

　魔王はくるりと背を向けた。マントが音を立てて翻ひるがえり、私を威い嚇かくした。

「お前の部屋へ案内する」

　そう言って、廊ろう下かを歩き始めた。

　辺りには、所々にろうそくの明かりが揺れているけれども、初めての場所でスタスタ歩けるほどには明るくない。戸と惑まどいつつも、置いていかれないように魔王について進んだ。

　ようやく目が慣れて遠くの方を見ると、廊下の向こうに人影のようなものがいくつも見える。この城にも人間が……？　と思って目を凝こらすと、彼らは人間とは少し違う風ふう貌ぼうをしていた。

　魔王と同じで、胴どう体たいは人間のようだったけれども、頭部は動物だった。シルエットは一見すると人間なので、なんだか不気味だ。

　服を着ているのも、人間と同じだった。短めの上着の腰こしの位置に革かわベルトを締しめ、ゆったりした半ズボンの下から長なが靴くつ下したがのぞいている。

「あれが魔物だ」

　私が目を向けている方に気づいたのか、魔王が振り返って言った。

「奴やつらは人間を喰くう。命が惜おしかったら、夜は部屋を出るな」

「えっ……」

　ぎょっとするのと同時に、違い和わ感かんを覚えた。

　──奴らは人間を喰う。

　あなたは？　あなたも魔物なんじゃないの？　あなたは人間を食べないの？

　けれども、本人には訊けなかった。下手なことを言って、そんなに言うなら喰ってやるよ～、なんて襲おそいかかられたら藪やぶ蛇へびってもんだ。




　案内されたのは、廊下の突つき当あたりにあった円えん筒とう状の建物の三階だった。おそらく、外から見えていた尖塔の一つだろう。

「ここがお前の部屋だ」

　ドアを開けて、魔王が中へ促うながす。明かりはないが、窓からの月明かりで、ぼんやりと部屋の様子がうかがえた。

　ベッドと、クローゼットのような調度品があるだけの、シンプルな部屋。決して広くはないが、一人で暮らすなら充じゆう分ぶんすぎる空間のように見えた。

「わかりました。案内ありがとうございます」

　だが、魔王は部屋から出ていく様子はない。

「……そして、今夜は俺おれとお前の初夜になるわけだが……」

　そう言うと、魔王は私に近づいてきた。

「……！」

　そうだ……そもそもの月星姫メルテイヤーの目的は「魔王と契って魔力を失わせること」。

　でも、よりによって、こんな恐ろしい人と……！

　あとじさりしていると、背中にトンと壁かべが当たった。魔王はさらに近づいてきて、私は壁かべ際ぎわに追おい詰つめられる。

「ちょ、ちょっと待って……！」

　パニックになりつつも、なるようになれと目を閉じたときだった。

「……お前の正体はわかっている、月星姫メルテイヤー」

　それを聞いて、目を開けた。仮面の奥の瞳ひとみが、射い抜ぬくように私を見つめていた。

「図星だな。……とんだ『和平の証あかし』が来たものだ」

「いえっ、違います、私……！」

　慌てて言い訳しようとするが、魔王は私に背を向けて部屋を出ようとする。

「これは政略結婚だ。俺とお前は、名目上は夫ふう婦ふになった。だが……」

　ドアの手前で立ち止まって、魔王はこちらを振り返った。

「俺はお前に指一本触ふれない。お前はこの城で、妃ではなくメイドとして暮らせ」

「えっ……？」

　メイド!?

　契らないで済むのは幸いだけど、それはそれで困る！

「今夜はもう休むがいい。明日から、早朝より働き、陽ひが落ちたら部屋を出るな」

　呆ぼう然ぜんとしている私に、魔王は続けた。

「もっとも、お前は俺にとって厄やつ介かいな花嫁だ。魔物の餌えさになって片づいてくれれば、世話がないがな」

　そう言うと、踵きびすを返かえして部屋を出ていこうとする。

「えっ、ちょっ……ちょっと待ってください！」

　慌てて声をかけると、魔王の足が止まった。

「なんだ」

「……あの、メイドって……何をするんですか？」

　混乱しながら訊くと、返事はすぐに返ってきた。

「家事全ぜん般ぱん、特に城内の清せい掃そうだ。炊すい事じは料理番がいるからしなくていい。自分の食事は、厨ちゆう房ぼうで適当に調達しろ」

「……どなたか、掃そう除じの指示をくださる方が？」

「いない。すべてお前の裁量に任せる」

「あの、私、自じ慢まんじゃないけど家事が全然できなくて……」

「噓を言うな。いい歳としして、そんな娘がいるはずがない。花嫁修しゆ業ぎようくらいしただろう」

　いや、こっちの世界ではそうなのかもしれないけど！　コンビニ文化に全自動家電のおかげで、現代日本人の家事能力はどんどん下がってるんだからね!?　私の料理スキルなんか、いい歳してＴＲＹ娘並みよ!?

　大きな声では言えないけど、実家暮らしのブラック勤務看護師は、ここ数年、炊すい飯はん器きや洗せん濯たく機きのスイッチすら入れたことがない。

「魔物というのは、人間に比べて不潔で大おお雑ざつ把ぱだ。家事には向いていない。気になるところがあれば、自分の判断で仕事をしろ」

　顔面蒼そう白はくになる私にかまわず、魔王は今度こそ部屋を出ていってしまった。

「なんてこった……！」

　かくして、私のダメダメメイド生活が始まった。
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「何よ、これ!?　掃除って、何をどこからすれば……!?」

　早朝の城の廊下で、私は啞あ然ぜんとして立たち尽つくした。

　朝になって明るくなったら、城の中は本当に汚きたなかった。廊下の隅すみのあちこちに汚お泥でいのような真っ黒いものが溜たまっていて、ボロ布でちょっとこすったくらいでは落とせないほどこびりついている。きわめつきに生なま臭ぐさいような悪あく臭しゆうまでする。

「……見なかったことにしよう！」

　最後に真面目に掃除した記憶は、小学校まで遡さかのぼる。業者でも手を焼きそうなこんな現場、頼たのむ相手を間違えてるって！

「そうだ、窓でも拭ふこう！」

　窓も相当埃ほこりっぽいが、床ゆかよりはだいぶヘビー度が下がる。

　そうして、その日の日中、目についた窓を適当に拭いて過ごした。




　その夜。

　自室のベッドで就しゆう寝しんしていた私は、荒あらっぽいノックで目を覚ました。

「ん……？」

　何？　気のせいかな……と目を閉じようとしたとき、再びノック音が轟とどろいた。

「俺だ。ここを開けろ」

　魔王だ、と気づいたとき、背中にすーっと冷たいものが走った。

「……ま、魔王様!?」

　おそるおそるドアを開けると、廊下に、あの仮面をつけた魔王が立っていた。

「何かご用ですか……？」

「夜よ這ばいの用ではないから安心しろ」

　仮面の無表情で言われて、うろたえた。見み透すかされたみたいで恥はずかしい。

　だって、エルナさんは若くて美少女だから、前の人生ではあまり感じずに済んだ身の危険を考えてしまう。

「掃除の文句を言いにきた。お前は今日、一体どこを掃除していた？」

　それを聞いて、ぎょっとした。

「えっ、どこって……」

　まさかこの人、城の清掃状じよう況きようをチェックしたの？　鬼おに姑しゆうとめか！

「えっと……ど、どこでしょうか……。お城が広くて、場所はよく覚えてな……」

「今からお前を連れて、城の隅々まで案内してやる。自分が掃除したかもしれないところに来たら申しん告こくしろ」

　顔からさーっと血の気が引いた。

　ダメだ……手を抜いて掃除していたのがバレてしまう。

「行くぞ」

「……は、はい……」

　どうやって切り抜けるかを考えながら、魔王に連れられて部屋を出た。




「こ、ここらへんです……」

　本当にここかどうか自信がないけど、しばらく歩いたので、そろそろ言っておかないと、怠なまけてたのがバレてしまう。

　私が拭いた窓はほんの一部で、とても半日がかりで真面目に掃除をしたとは思えない範はん囲いだ。

「どの辺りだと？」

「えっと、そこらへん……かな？」

「床か？　壁か？　窓か？」

「ま、窓……です」

　すると、魔王は長い人差し指で窓をなぞった。

「……これを見てみろ」

　魔王の嵌はめている黒いグローブのその部分だけ、埃のような白いものがついていた。

「これのどこが掃除をしていたと？」

　ひ～！　やっぱり、鬼姑だ！

「じゃ、じゃあ違う階ですね……」

「では、その場所が来たらまた言え」

　エーン、許してもらえない！




　そうして、見覚えのある窓にやってきた。

「たぶん……ここの窓を拭きました」

「……ふうん。確かに、他と比べれば、多少マシになっているようだ」

　なんと、ここは「指ツー」ナシの目もく視し合格！

「しかし、雑だな。四隅が汚い」

　うっ……！

「お前は子どもか？　とてもメイドの仕事とは思えない」

　だって、私はメイドじゃないから！　昨日は魔王の妃にならずに済んでほっとしたけど、よく考えなくても話が違う！

　これでも、前世の職場ではそれなりに有能な人材だった。自分の半生をかけて築いたキャリアが突とつ然ぜん失われ、やったこともないメイド仕事を押しつけられたことへのいら立ちが、今さらむらむらと胸の内で燃え始めた。

「……なんだ、その顔は」

　いけない、いけない、顔に出やすいのは私の悪いところだ。

「いえ、なんでもありません！」

「大体なんだ、一日かかってお前が掃除したのは窓だけか？」

　私の不ふ機き嫌げんが気に食わないのか、魔王の小言がヒートアップする。顔だけは仮面の無表情だから、ネチネチ感が倍増だ。

　魔物ってこんなに流りゆう暢ちように喋しやべれるの？　聞いていたことといろいろと違う。

「そもそも、窓より掃除した方がいいところがいくらでもあるだろう。汚れているところから手をつけるのが掃除の鉄則だ。お前が一番汚いと思ったところから掃除しろ、この怠け者が」

「…………」

　魔王が正しすぎて、一瞬言葉を忘れたけど。

　忘れちゃいけない。私はメイドとして雇やとわれたわけじゃないんだから！

「だ、だから言ったじゃないですか！　私、メイドなんかできないって」

「だとしたら、折を見て放り出すまでだ。お前と本物の夫婦になって、魔力を失うつもりはない」

　魔王は、あくまでも冷たく言い放ったのだった。
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「魔王め～！　嫁をこき使うなっての！」

　翌朝、私は怒りながら城の廊下へやってきた。

「やるわよ。やってやろうじゃないの。あとで、私に言ったこと反省しても知らないわよ！」

　とはいえ、こんな場所の正しい掃除の仕方なんて知らない。

「えいっ！」

　とりあえず、厨房の水みず瓶がめにあった水を水みず桶おけに移し、廊下に撒まいた。水瓶の半分ほど水を使い、ようやく汚れが浮き始める。

「ふぁ～、おかげで寝不足だわ……なんなの、あの人」

　今夜はゆっくり寝ねられますように、と願いながら、雑ぞう巾きんがけをする。

「大体、素顔も見せないような人の言うことを素す直なおに聞ける？」

　恐ろしい魔物の顔を想像するとゾッとするが、隠し続けられているのも気になる。

「今度会ったら訊いてみようかな……」

　でも、今夜は会わないだろうな。

　だって、今日の私は完璧に働いたもの！




　けれども、その晩も激しいノック音で叩き起こされた。

「おい、何を考えている」

　寝ぼけまなこでドアの外に出た私に、仮面の魔王はそう言った。

「はい？」

　それはこっちのセリフ！　こんな夜中に人を叩き起こすなんて、あなたこそどういう了りよう見けんよ？

「厨房にあった三日分の飲み水を、ほとんど使い切ったそうだな」

　それを聞いて、驚おどろきで目が開いた。

「えっ!?　だ、だって、他に水が見当たらなかったし……」

「当たり前だろう。水は貴重だ。掃除に使うなら、庭に溜めてある雨水の方だ」

　知らなかった。そうか……ここは中世ヨーロッパ的な世界だから、日本と違って綺き麗れいな水が手に入りにくいんだ。

「おまけに、お前が廊下に水を撒き散らしたせいで、魔物たちの部屋まで浸しん水すいした。家具も濡ぬれて、どうしてくれるんだ？」

「そっ……」

　そんな……。そんなこと言われたって……！

「どうした」

　無言で俯うつむいていた私は、魔王に言われて顔を上げた。

「ごめんなさい……。でも、言ったじゃないですか。私はメイドじゃなくて妃です」

「妃だろうがメイドだろうが、主人は俺だ。その俺の言うことを聞けないのか」

「聞けません」

　怖こわかったけれども、お腹なかに力を入れて、無表情な仮面をグッと見み据すえた。

「申し訳ないですが、素顔も見せられないような『主人』は信用できないんです」

　魔王は、一瞬押おし黙だまった。

「なんだと……」

　殴なぐられるかと覚かく悟ごしたとき、魔王の身体が突然大きく揺れた。

「……っ！」

　喉のどを押さえて悶もだえたかと思うと、彼は膝ひざから崩くずれ落おちる。

「えっ……だ、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「……かまうな……」

　魔王はよろめきながら歩き出し、廊下で再び床に倒れた。

　心臓が悪い様子はない。その独特の浅い呼吸を見て、思い当たる病状があった。

「過呼吸……？」

　だとしたら、処置しなくては。

「落ち着いてください。苦しいだろうけど、ゆっくり息を吸って」

　とりあえず、背中に手を当てて呼びかけた。

「触さわるな……」

　だが、魔王は私の手を振り払おうとする。落ち着かせたいのに、かえって刺し激げきしてしまっているみたいだ。これでは、ますます苦しいだろう。

「暴れないで！　ちょっと！」

「退どけ！」

　そう言って、魔王が大きく手を動かしたとき。

　カランと音がして、床に何かが落ちた。見ると、それは仮面だった。

「……！」

　廊下は暗く、魔王は顔を押さえている。だからよく見えはしないが、素顔がさらされているのは間違いないようだ。

「見るな！」

　興奮して、発作はさらにひどくなっているようだった。

　ダメだ、しょうがない。こんなの全然正しい処置じゃないけど……。

「じっとしてて！」

　私は魔王に馬乗りになって、覆おおいかぶさった。

「……!?」

　不意をつかれた魔王は、抵てい抗こうするのを忘れていた。それを幸いにと手を払はらいのけ、口らしき場所を手探りで見つけて、邪じや魔まされないうちに自分の口をつける。よく考えればキスなので抵抗はあったけど、医い療りよう者として無む我が夢む中ちゆうだった。

　過呼吸は酸素の取り込みすぎによる発作なので、酸素濃のう度どを減らせば収まる。本当はタオルをかぶせたりして呼吸を減らすのがいいけど、こんなに暴れていては無理だ。人の呼気には二酸化炭素が多いから、こんな人工呼吸の処置でもやらないよりはマシだと思う。

「……っ……！」

　魔王の身体から、次し第だいに力が抜ける。呼吸が楽になってきたのだろう。

　私は私で、魔物の素顔を恐れながらも、条件反射でこんなことをしている自分の職業病に驚いた。さすが、前世で過労死するまで働いただけあるわ。

　どんなに醜みにくく恐ろしい顔面かと思っていたが、私が触れている部分は人と変わらない。

　やがて、魔王の呼吸が落ち着いたので、静かに口を離はなした。馬乗りになっていた身体から立ち上がり、床に寝ている魔王を助け起こそうと手を差さし伸のべる。

「大丈夫ですか……？」

　そのとき、暗かった廊下に、窓から一筋の月明かりが差し込んだ。

「あっ……！」

　あまりの衝撃に、心臓が止まりそうになった。

「に、人間……!?」
















　月明かりに浮かび上がる顔は、人間の男性のものだった。あのとき見た魔物たちのような動物の顔ではありえない。

　それも、ものすごく美しい顔。精せい緻ちな輪りん郭かくや高い鼻び梁りよう、男らしい涼すずしげな目元……どこをとっても、完璧な美しさと言っていい。強しいて言えば宵闇のような漆しつ黒こくの髪だけが、禍々しい魔王らしさを感じさせた。

「……余計なことを」

　私の手を払いのけて立ち上がると、魔王は床に落ちている仮面を取った。それを元通りつけて、呆然としている私に顔を向ける。

「……俺の正体を知る者は、この城の中にもほとんどいない。誰かに漏もらしたら、命はないと思え」

　恐ろしいことを言って、魔王は去っていった。





[image: ]






　魔王が人間だった。

　衝撃の事実を誰にも言うこともできず、翌日の昼になっても、一人悶もん々もんとしていた。

「……あ、いけない」

　気がついたら、同じところを三十分くらい擦こすっている。直径三十センチくらいがピカピカになって、かえって周りの汚さが浮うき彫ぼりになった。

「ダメだ……ちょっと散歩でもしよう」

　と、一階の廊下を歩き始めた。

　まだ城の全体を把は握あくしたわけではないが、この城は回廊で繫つながった長方形をしており、四つの角の部分と、正面玄関の上に一つ、尖塔が建っている。私が今いるのは回廊の一辺で、魔王や手下の魔物はこの辺りに住んでいるようだ。私の部屋は、正面から見て奥の右にある尖塔の三階にある。

　廊下を歩いていると、部屋らしいドアが次々に現れる。この中に、おそらく魔王の手下の魔物が……と考えると、不用意に開けてみる気はしなかった。

　歩きながら、自分の思考を整理した。

「人間の胴体に、人間の頭部がついた生き物って、なぁーんだ？」

　なぞなぞのように自問してみるけど、答えは明白だ。

「人間だよね……」

　ということは、魔王は魔物ではないってこと？　それとも、人間のような見た目の魔物だと考えた方がいいのかな？　最初から魔力を持ってないなら、月星姫メルテイヤーを遠ざける意味がないし。

　もしそうなら、魔王は魔物の力を持った人間ということになる。彼は、エルナさんが月星姫メルテイヤーだということを知っていながら、どうして結婚を受け入れたりしたんだろう？

「うーん……」

　考えていても、答えは出ない。

「……訊いてみよう」

　ウジウジ考えているのは苦手だ。本人に確かめよう。空気を読んで黙っているのは性しように合あわない。

　この性格のせいで、職場でも師し長ちように可か愛わいがられず、新卒のときから一、二年で病びよう棟とうを転々とした。最後の急性期病棟の人たちとは馬が合ったけど、こうして死んじゃったしな。

　うん、考えてもしょうがない！

「それにしても……」

　ものすごい美形だったな、魔王。

　あんな人に、いくら人工呼吸とはいえ、キスみたいなことを……と考えて、叫さけび出しそうなほど恥ずかしくなる。

「……過ぎたことは忘れよう！」

　声に出して、吹ふっ切きろうと辺りを見回したときだった。

　廊下の突き当たりにある、開きかけたドアが目に飛び込んできた。

「えっ……？」

　魔物が開けたんじゃないよね？　昼間は寝てるはずだし……。

　一応確かめてみようかなと、おっかなびっくり近づいてみて、理由がわかった。

　そのドアは、ノブが取れて、閉まらなくなっていたのだった。

「使ってない部屋なのかな？」

　いくら魔物が大雑把でも、普ふ段だん使っている部屋なら、すぐに直す気がする。そう思って、思いきってドアを開けてみた。

「わぁ……！」

　すると、虹にじのような七色の光が、頭上から降り注いできた。

　そこは、礼拝堂のようだった。正面には大きな十じゆう字じ架かがかけられ、頭上には精せい緻ちなステンドグラスの窓が、午後の光に燦さん々さんと輝かがやいている。

　でも、そんな素す晴ばらしく美しい礼拝堂も、廊下同様、散々な有あり様さまになっていた。

「うわっ！」

　一歩中に足を踏ふみ入いれれば、弾力あるクモの巣が頭にからみつく。

「掃除しなさすぎでしょー！　何年使ってないの？」

　まあ確かに、魔物が礼拝堂なんて使わないよね。悪あく魔ま崇すう拝はいとかならともかく。

「確か、もともとは人間の王様のお城だったんだっけ？」

　司教さんに聞いたことを思い出しながら進んでいくと、奥の壁に何かを見つけた。

　黒い布で包まれた、何か大きな物体だ。

「えっ!?　変死体とかやめてよ……？」

　とか言いつつ、好こう奇き心しんで開けずにはいられない。

「よいしょっ、と！」

　埃だらけの布を払って、出てきたのは……。

　それは、幸せそうな家族の肖しよう像ぞう画がだった。

　まだ若い夫婦が両りよう端たんに立ち、真ん中に可愛らしい女の子と、その兄と思おぼしき少年が立っている。

　みんな上等な洋服を着ていて、父親の頭には冠かんむりのようなものが見えるから、王族の一家を描えがいたものかもしれない。

「ちょっと待って、これ……」

　何か見覚えを感じて、その少年の顔をまじまじと見た。

　まぶしいような金髪に、美しく聡そう明めいな顔つき。まだ頰ほおや額に幼さが見えるし、髪色も今と違うけど、これは……。

「魔王……よね……？」

　素顔を見たのはほんの一瞬だけど、美形すぎて目に焼きついているから間違いない。

　だけど、なんで金髪？　この家族は……？

　黒い布から出てきたのは、その絵一枚ではなかった。

　後ろにも何枚ものカンバスが隠れていて、埃に閉口しながらそれらを見る。すべて、一枚目にいた家族の誰かを描いた肖像画だった。

　その中で、魔王に似た少年が描かれた肖像画を、よく見てみる。

「この廊下……」

　背景の廊下は、絵よりもだいぶ汚いけれども、私がここまで来るのに通った回廊だ。

「この王家の一家は、この城に住んでたってこと……？　ってことはつまり……」

　魔王は、この城の王子だったの？

　何より驚いたのは、肖像画に描かれた魔王の表情だ。少年の魔王は、天使のような微び笑しようをたたえて、こちらを見ていた。

「笑うと、こんな顔になるんだ……」

　服装といい、まさに「王子様」って感じ。キラキラしすぎて、直視するのが恥ずかしい。

「……ん？　まだ何かある……」

　さらにカンバスの群れを漁あさっていた私の手に、手触りの違うものが触れた。

　取り上げてみると、小さなノートだった。

「何これ……」

　表紙をめくれば、中には何かびっしり書かれている。日本語ではないけれども、不思議と読める。この世界に転生してから、私は日本語ではないこちらの言葉を自然と話せるようになっていた。

「日記……かな？」

　パラパラめくってみて、そう思った。




　某ぼう月げつ某ぼう日じつ

　今日は、月星姫メルテイヤーのエルナちゃんが遊びにきた。二人でお人形遊びをして楽しかった！




　その記述が目に入って、はっとした。

「月星姫メルテイヤー……エルナ……」

　エルナさんのことだ。

　ってことは、エルナさんは、このお城に来たことがあるんだ。月星姫メルテイヤーが王侯貴族と親しかったことを考えると不思議はない。

「あっ、もしかして……」

　昔会ったことがあるから、魔王は私が月星姫だと気づいたのか。

　興味深く、先を読んだ。




　某月某日

　今日はお兄様と遠乗りに行った。いつか狩かりにも行きたいな。




「お兄様って……魔王のことかな」

　日記の持ち主は、肖像画に描かれている王女らしき少女かもしれない、と思った。

　何か魔王の素す性じようの手掛かりになることはないかと、そのまま夢中で読み進めた。




　某月某日

　エルベ公のおじさまが来て、お父様と国政のお話をされていた。

　お土産みやげのお菓か子しがとてもおいしかった！




「国政……」

　やっぱり、魔王の父親は、この城で政治を行っていた国王で、魔王は王子だったんだ。

　日記を読んでいくうちに、そう確信した。

　そんな一家がどうしていなくなり、魔王だけがこの城に残されたのか。

　それは、だいぶ読み進めた頃にわかり始めてきた。




　某月某日

　戦争が始まるらしい。お父様がおっしゃっていた。

　お父様が無事に帰っていらっしゃるように、大好きなお菓子を我が慢まんすることにした。




「戦争……」




　それから、日記の内容は少しずつ殺さつ伐ばつとしていった。

　好きな遊びやお菓子のことを書いた楽しげな日々の記録は、戦せん況きようへの不安や、出兵した父の身を案じる内容に変わった。

　そして、そのときがやってきた。




　某月某日

　お城の外で音がする。怖い。

　敵がここまで来たらどうしよう。

　お父様はご無事だろうか？

　神様、どうか私たちをお守りください……。




　まだノートには白紙のページが残っていたけれど、文章が書かれていたのはそれが最後だった。

　日記の持ち主の身に何があったのか、私にも想像がつく。

　おそらくは、最悪の事態だ。

「そうだったんだ……」

　目をつぶってノートを閉じ、その少女を思った。

　文字のたどたどしさと内容から察するに、まだ小学生くらいの年ねん齢れいだったに違いない。

　魔王は一いつ緒しよにいたんだろうか。目の前で家族を失ったら、信じられないくらい辛つらいだろうな……。

　日記帳を胸に抱だき、感傷に浸ひたっていた私は、しばらくしてはっとした。

「いけない。掃除に戻もどらなきゃ……」

　日記を元に戻そうとしたが、さっきまでと違って手元がよく見えない。

「そろそろ明かりが欲ほしいわね。こう暗くっちゃ……」

　そう呟いて、はっとした。

「暗い……!?」

　顔を上げると、あんなに輝いていたステンドグラスが、今は黒く濁にごって見える。陽が沈しずんだのかもしれない。

　──陽が落ちたら部屋を出るな。

「大変っ……！」

　魔王の言葉を思い出し、急いで出口へ向かった。

　礼拝堂を出ると、廊下の雰囲気は一変していた。

「やだ……」

　薄うす暗ぐらい廊下には、邪じや気きのような陰いん鬱うつな空気が満ちていた。さっきまでぴったり閉じていた部屋のドアは、所々意味ありげに開け放たれている。

「早く帰らなきゃ……！」

　小走りに廊下を進んでいくと、周囲から人ならぬものの気配がした。

『人間だ……』

『人間の娘だ……』

　そう囁ささやいている声がする。恐ろしくて、前しか見られない。

　辺りは一足ごとに暗さを増し、不慣れな場所での方向感覚を狂くるわせた。

「あれ!?　私の部屋ってどっちだっけ……!?」

　パニック寸前だった。行き当たりばったりに辿り着いた礼拝堂だから、来た方向も正確には覚えていない。今の判断力では、一度で正しい帰路を進むのは不可能だった。

『喰っちまおうか？』

『魔王様が人間の花嫁を迎むかえたそうだが……？』

『きっと別人だ。こいつはただのメイドだよ。だから喰っちまおう』

『そうだな』

　黒い影が、獣のような素す早ばやさで目の前に現れた。

「ひっ……！」

　私は立往生してあとじさる。

　すると、後ろからも、別の黒い影が迫せまってきた。

「……！」

　あまりの恐ろしさに、悲鳴は喉元で凍こおりついた。

　どうしよう、どうしよう……！　こんなことなら、日記なんて読まずに引き返していればよかった。

　後こう悔かいしながら震ふるえる私の前後から、禍々しい気を放つ二匹の魔物が迫る。

「や、やめて……」

　立ち往生し、激痛を覚悟して歯を食いしばったときだった。

「何をしている」

　鋭するどい声が飛び、耳元でバサッと風を切る音が聞こえた。

　次の瞬間、何者かに庇かばうように抱きしめられて……。

　そして、訪れる静せい寂じやく──。




「……？」

　も、もしかして……助かった……？

　おそるおそる顔を上げると、すぐ目の前に、魔王の仮面があった。

「ええっ!?」

　間違いない、魔王だ。魔王が庇ってくれて、私は窮きゆう地ちを脱だつしたのだった。
















　抱きしめられていると思ったら、急にドキドキが止まらなくなる。

　だが幸いなことに、魔王はすぐに私から離れた。

「貴様ら、俺の妻になんの用だ。まさか喰うつもりだったのではあるまいな？」

　魔王に尋ねられて、二匹ひきの魔物はわかりやすく動どう揺ようを見せた。よく見ると、一匹ぴきはサイ、もう一匹は鳥のような頭部のバケモノだった。

　こうして間近で見ると、その姿はコミカルで、特別恐ろしさは感じない。

『めめ、めっそうもありません！』

『そうですよ！　ちょっとご挨あい拶さつしようかと思っただけで……』

　人間と違って、魔物の声には、特有のくぐもったような濁りがある。魔王の仮面は、それを再現できるように作られているのかと感心した。

　魔物の言い訳に、魔王は仮面越ごしに嘆たん息そくした。

「……おい、お前」

　そこで、目の前のマントが翻る。

「こんなところで何をしている。日にち没ぼつ後は部屋にいるよう言っただろう」

　魔王の顔は、いつものように仮面で表情が読めない。

「す、すみません……」

「質問に答えろ。こんなところで何をしていた」

「……えっと、あの、ちょっと迷って、帰れなくなってしまって……」

　そこでやめることもできたけど、少し考えて言うことに決めた。

「……あなたにお会いしたら、昨日見たことについて、話したいと思ってました」

　魔王の仮面は無表情だけれども、その奥の雰囲気が変わったのがわかる。

「……貴様らはもういい、行け」

　立往生していた二匹の魔物は、逃げるように去っていった。

　それを確認して、魔王は私に向き直る。

「命が惜しくないのか？」

　押おし殺ころした低い声が、仮面の奥から聞こえてきた。

「死は恐れません」

　だって私、一度死んでるんだもん。この世界でもう一度絶命したら、元の世界で生き返れたりして……なんて考えも頭をよぎったりする。

　そんな私の答えを聞いて、魔王は首を振った。

「そうだった。お前は月星姫メルテイヤーだったな」

「……？」

「わかった、話とやらを聞こう。俺の部屋に来るがいい」

　なんだろう、今。何か引っかかったけど。

　月星姫メルテイヤーは、いつでも死ぬ覚悟ができているくらい強い存在……そう言いたかったのだろうか？




　魔王に連れられ、二階にある彼の部屋へ来た。

　当たり前だけど、尖塔にある私の部屋よりはだいぶ広い。とはいえ、調度品はシンプルで、奥に大きな机があるのが、私の部屋と決定的に違うくらいだった。

「話とはなんだ」

　部屋のドアを閉めると、魔王は促した。

「はい……昨日、あなたは私に、素顔のことは誰にも言うなと命じました」

　慎しん重ちように言葉を選んで、そう切り出す。

「それを破るつもりはありませんが、代わりに教えてほしいことがあります」

「俺を脅おどすつもりか？」

「いえ、ただ知りたいことがあって……私はあなたの妻ですから」

　諦あきらめたのか、魔王は何も言わなかった。

「あなたは、この城で生まれ育った王子ですよね？」

　仮面の奥が、凍りついたように固まるのを雰囲気で察した。

「そんなあなたが、どうして魔王に？」

　魔王はしばらく無言だった。

　そう簡単には答えてもらえないか……と思ったとき。

「……やはり、話さなくてはならないようだな。正体を知られたら、昔の俺を知るお前に隠しておくのは難しいとわかっていた」

　静かな声こわ色いろで、魔王は言った。

「俺の家族が、人間同士の戦争で死んだのは知っているだろう。お前のところにも知らせが行ったはずだ。ヴァンテンブルク国王一家は全ぜん滅めつしたと」

　さっき読んだ日記のことを思い出した。やっぱり、そうだったのか……。

「俺一人だけ助かったのは、魔物に救ってもらったからだ。俺は魔物の力を授さずけてもらい、魔物の王……『魔王』として、この城を占拠した魔物の上に君臨することになった」

　魔王は淡たん々たんと語っている。

「魔物は短たん絡らく的で直情的……だが、それほど人間とかけ離れた存在ではない。単純な分、人間の国を治めるよりも、内政に苦労はないくらいだ」

　話が途と切ぎれたので、私も何か言わなくてはと口を開いた。

「髪の毛……金髪だったんですね」

　すると、仮面の奥から、わずかな親しみがにじむのを感じた。

「そこまで俺を覚えていたのか」

　やっぱり、魔王とエルナさんは知り合いだったってことか。

　だとしたら……ボロが出る前に、言っておかなければ。

「い、いえ……。実は私、ちょっと病気で倒れて……つい最近より前の記憶がないんです」

　噓をつくつもりじゃないんだけど、説明するのがめんどくさいし、話したところで信じてもらえるかわからない。

「あなたの肖像画を、礼拝堂で見たんです。鍵かぎが壊こわれていて、入れたので」

「……そうか。もう十年も前の絵だ」

　十年前か……と考えているうちに、魔王は話を続けた。

「魔物としての力を得たときから、俺の髪と瞳は黒くなった。そして、原因不明の様々な発作を抱かかえるようになった。……魔物から聞いた話では、人間の身でありながら魔物になった副作用のようなものだという」

「発作……？」

「お前も一度見たはずだ」

　あの過呼吸のことか、と気づく。

　そこで、ちょっと待って、と保留にした思考に考えが戻った。

　あの肖像画は十年前のもの。十年前に少年のような若さだったってことは……？

　私の十年前は二十四で、もう立派な大人だ。

「……あなた、今おいくつなんですか？」

　魔王は、なぜそんなことを訊かれるのかわからないといったふうだったが。

「俺の歳なら二十八だが」

「と……」

　年下!?

　ああそうか。最近はテレビで見るイケメン俳優も、かっこいいなと思うと大体年下だ。

　でも、まさか魔王が六つも年下だったとは……！

　私が大学に入学したときは中学生。私が中一だったときには小学一年生でしょ!?

「それがどうかしたのか」

　魔王に訊かれて、顔を上げた。

　いけない、いつまでもショックを受けてる場合じゃない。話を戻そう。

「……あなたが人間だってこと、この城では誰が知ってるの？」

　魔王は少し引っかかったような間を取ったが、私の質問に答えた。

「大臣のハデス。やつは俺に魔力を与あたえた本人だ」

「それだけ？」

「……そうだ。かつて人間だった者が魔王だと知れば、魔物の中には反感を抱いだく者もいるだろう。魔王の求心力が下がる」

「だから、仮面をつけているってわけね」

「そうだが……なんだ、その口の利きき方は」

　ようやくツッコミが入ったが、もう今までのような年下気分では喋れない。

「……だって私、中身は三十四だもの」

　聞こえない声で呟いたはずなのだが。

「なんだと？　月星姫メルテイヤーは十八歳のはずだろう」

「えっ……」

　なんで聞こえたの!?　この人耳よすぎる！　魔物の能力？

「とっ、とにかく！　私はあなたと対等以上の関係です！　だからメイドの仕事はやりません！」

「言いたかったことはそれか」

　魔王は冷静だった。

「考えておく。いくら世事に疎うとく育てられた月星姫メルテイヤーとはいえ、花嫁修業くらいしているだろうと思ったが……お前の家事能力のなさは予想以上だ。これ以上城をめちゃくちゃにされたくない」

「……わ、悪かったですね……！」

　思い通りの方向へ話が進んでいるのに、なんか複雑だ。

「好都合だと思ったのだがな。ここは人間を雇えない。過去にメイドを雇ったときは、魔物に喰われてすぐいなくなった」

「えっ!?　ちょ……ちょっと！　何それ!?」

　聞いてない！　この城危険すぎる！

「俺の妃なら魔物たちも多少は気を遣うだろうし、妃の名目でメイドとして暮らしてもらえればと思ったのだが」

　いや何言ってるの!?　さっきバッチリ襲われかけましたけど！

「……どうして、私を人間たちの元へ送り帰さないの？　私が月星姫メルテイヤーだとわかったのに」

　こうなったら、安全な人間の元に帰りたい。

　私、おかしいことは言ってないよね？　和平の証の結婚で月星姫メルテイヤーを送り込んでくるなんて、魔王にしてみれば約束違い反はんにもほどがある。

「俺には考えがある。だから、知らないフリでお前を受け入れた」

　魔王はそう言った。

「この結婚は、魔物と人間の和平の証として決められた。俺が黙っていたら、そこでどんな妃が選ばれてくるのか……それを確認したかった。月星姫メルテイヤーが送り込まれたということは、魔王に対する裏切り者がいるということ。俺はその者を見つけたい」

「裏切り者……？」

「心当たりがあるのか？」

　思いついたのは、司教さんたちや、ここへ連れてきてくれた使者の人たちだ。

「私をここへ送り届けてくれた人間たちのこと？」

「それは教会の人間だ。教会が月星姫メルテイヤーの預言を成じよう就じゆさせようとするのは当たり前のこと。俺が探しているのは、教会側の企たくらみに便乗して、この結婚を成立させた黒幕だ。その者はきっと、俺の身近にいる」

　じゃあお手上げだ。私にはわからない。

「人間側にも魔物側にも、和平を望む者がいることは知っている。だから、月星姫メルテイヤーを送り込んだ黒幕を暴いて、その者だけを罰ばつしたい」

　ひたすら凶きよう暴ぼうなイメージだった魔王が、そんな理性的な考え方をするなんて意外だ。

「このままお前を妃として城に置いていれば、俺に異変が起きないことを疑問に思った裏切り者が行動に出るはずだ。そう思ったから、俺はこの結婚を受け入れた」

　そのとき、部屋のドアをノックする音がした。

『失礼します、魔王様』

「なんだ」

　そう答えて、魔王はドアを開けた。

　廊下には、犬の頭の魔物が立っていた。犬といっても柴しば犬いぬや秋あき田た犬いぬではない。洋犬で大型犬……ドーベルマンとかシベリアン・ハスキーといった顔をしている。身長は私より少し高いくらいだ。

　その魔物は、私を見つけて驚いた顔になる。

『ええと、あの……』

「大臣のハデスだ。こちらは妃の……」

「エルナです」

　私が会え釈しやくすると、ハデスさんはにわかに相そう合ごうを崩した。

『おやおや、そうでしたか！　これはお美しい……！　魔王様にふさわしい姫ひめ君ぎみですな』

　前世だったら完全にお世辞だけど、エルナさんは本当に誰が見ても美しい。謙けん遜そんするのも嫌いや味みかと、はにかみ笑いをしてみた。美人も気を遣うものだ。

『こんな美しいお妃様を迎えられたのですから、やはり結婚式を開きませんか？』

「どうやってだ。魔王が神に貞てい操そうを誓ちかうのか？」

　魔王は相手にしないが、ハデスさんはにこやかに言う。

『では、盛せい大だいな宴えん席せきを設けて、城の皆みなにエルナ様をお披ひ露ろ目めしましょう。きっと楽しい夜になりますよ』

「それでお前の気が済むなら、好きにしろ」

『はい、ではさっそく手配いたします』

　と言いながら、ハデスさんは立ち去らない。にこにこしたまま、私を見ている。

「じゃあ私、もう帰ります」

　仕方ないので、私が出ていくことにした。大事な話は一通り済んだし、まあいいか。

「待て、送っていく。もう夜だ」

　部屋を出ると、魔王が追ってきた。そして、背後のハデスさんを振り返る。

「お前の話はあとで聞く。礼拝堂の鍵が壊れているらしいから、すぐに直しておけ」

『かしこまりました』

　ハデスさんは一礼して、魔王と私を見送ってくれた。

「……送ってくれて、ありがとう」

　思わぬ優しさにそわそわしながら言うと、隣となりの魔王は首を振った。

「話の続きをしたかっただけだ。お前を守るためではない」

「……でも、さっきも助けてくれたし」

　魔王が止めてくれなかったら、私はあのまま魔物に喰われていたに違いない。

　──もっとも、お前は俺にとって厄介な花嫁だ。魔物の餌になって片づいてくれれば、世話がないがな。

　この前は、あんなことを言っていたくせに。

　さっきはそれどころじゃなかったけど、思い出すとドキドキする。

「……お前は、妹の親友だった。それを思い出しただけだ」

　魔王は淡々と答えた。

「俺は人間を憎にくんでいる。人を信用していないし、親切にもしない」

「そんな……」

　そんなのって悲しい。そう思って何か言おうとしたとき。

「ぎゃっ！」

　階段を下りていた足が滑って、段を踏み外しかけた。

　だが、落ちると思ったとき、力強い手が私の胴部を支えた。

　魔王が助けてくれたのだった。

「……何をやっている」

　無機質に言って、彼は私の手を取る。

「えっ……わわっ！」

　うろたえて、反射的に振り払ってしまった。患かん者じやさんとしてなら平気だけど、病院以外で男の人に触れた経験は皆かい無むに等しいので心臓に悪い。

「す、すいません……ヒールに慣れてなくて」

　私がドレスの下に履はいているのは、人間の村でもらった高いヒールの革靴だ。看護師時代はぺたんこのナースシューズに慣れていて、通勤靴もローヒールばかりだったので、掃除も移動も一苦労だ。まあ、そのせいで掃除を失敗したわけじゃないけど……。

「足元を見て歩け」

　私の不ふ審しんな態度に気分を害した様子もなく、魔王はそれだけ言って再び歩き出した。

「…………」

　また助けてくれた……。

　魔王なんて、どんなに醜い見た目で、恐ろしい魔物かと思っていたけど。

　この人は、本当は優しい人かもしれない。あんな笑顔を肖像画に残すような人が、心まで冷たく残ざん忍にんな魔物になってしまったとは思えなかった。

「さっきの話の続きだが……」

　心揺れている私にかまわず、魔王は話し始めた。

「ここまで話したからには、お前にも協力してもらうことにする」

「協力？」

「お前をここに送り込んだ黒幕探しだ。俺と夫婦を演じながら、裏切り者の手掛かりを探してほしい。お前と傍はた目めにも不仲な様子でいるよりも、親密にしていた方が、裏切り者も疑問を感じて焦あせるだろう」

　私たちは、ちょうど私の部屋に着いたところだった。疑問を感じて、ドアを開けながら魔王に尋ねた。

「人間を信用しないんじゃなかったの？　どうして私があなたに協力すると？」

「そうだな」

　すると、魔王は私と一緒に部屋に入った。

「えっ、ちょ、ちょっと……」

　焦っていると、魔王は勝手にドアを閉める。そして、自分の仮面に手をかけた。

　仮面が外れて、その下から美しい顔が現れた。涼しげな両目が私を捉とらえる。

「これは、魔王としてではない」

　そう言うと、魔王は仮面を置いて、私の右手を取った。

「えっ……!?」

　慌てふためく私にかまわず、彼は両手で私の手を挟はさみ、こちらを見つめる。

「お前の亡き親友の兄としての頼みだ」

　その黒い瞳は、吸い込まれそうになるくらい魅力的だ。ずっと見つめていると、恥ずかしさを通り越して、頭の奥が甘あまく痺しびれてくる。

　この人が、私の夫なんだ。

　私たちが本当の夫婦なら、毎夜その腕うでに抱きしめられて眠っていたはずの……。

　そこで、魔王は口くちの端はにフッと皮肉な笑えみを浮かべた。

「それに、メイドはもう御ご免めんなのではないか？　妃を演じるなら、掃除を免めん除じよしてやってもいい」

　ぼうっとしていた私は、我に返って手を引っ込めた。

「えっ、ほんと!?」

　やった！　さよなら悪臭！　廊下のこびりつき！

「その代わり、太陽とは縁えん遠どおい生活を送らねばならない。起きるのは日没後。朝日が昇のぼったら就寝だ」

「えーっ!?」

　と、ちょっと思ったけど。

「任せて！　昼夜逆転生活ならお手のものよ！」

　今こそ、夜勤慣れした看護師の順応性を見せてあげるわ！
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　かくして、次の日から私の昼夜逆転生活が始まった。

　初日はさすがによく眠ねむれなかった。陽ひが落ちると魔ま王おうが朝食に迎むかえにくるので、それまでに支し度たくをして待つ。

　魔王と二人きりの食事は、食堂でとることになった。ろうそくの炎ほのおが揺ゆれるシャンデリアに、立派な暖だん炉ろや絢けん爛らんなタペストリーなど、質素なお城の中で、この部屋だけは贅ぜいを尽つくした作りになっている。十人くらい着席できそうなテーブルで、私と魔王は向かい合って食しよく卓たくを囲んだ。

　給きゆう仕じの魔ま物ものは、下げ僕ぼくらしく正装のような服装をしていた。こんなところも意外とちゃんとしてる。

「鳩はとのローストです」

　だけど、運んできたのは、のっけから、いきなり重そうなものだ。

「メニューがおかしいのは大目に見てやれ。これでも、お前が口にできそうなものを、奴やつらなりに考えた結果だ」

「そ……そう……。ありがたいなぁ～……」

　それは本心だったのだけど、戸と惑まどいが魔王に伝わってしまったようだ。

「この城には魔物しかいない。料理番も当然魔物だ。連中が普ふ段だん扱あつかっている食材は、トカゲやコウモリ、クモ……」

「も、もういいから！」

　食欲がなくなりそうだったので、解説を遮さえぎった。

「……あなたも、そういう料理を？」

「俺おれ一人ならフルコースなど必要ない。パンとチーズでたくさんだ」

　道理で、厨ちゆう房ぼうにはパンとチーズがいっぱいあった。初日に魔王に言われた通り、私は昼間、厨房を適当に漁あさって、そういったもので胃い袋ぶくろを満たしていた。

「食う気があるなら、早く食べろ。食事を冷まして口にするのがお前のマナーか？」

「そんなイヤミ言われなくったって、食べますから！」

　言い返して、鳩のローストにナイフを入れた。

　そのあとに出てきた料理もすべて肉だったが、味付けは塩味がメインで、シンプルながらも不ま味ずくなるわけがない。

　そうして、食事はつつがなく終わった。魔王の仮面は、くちばしの下の部分が大きく開いていて、食事するのに問題なさそうだった。よくできてる。

『魔王様、お妃きさき様。結けつ婚こん披ひ露ろう宴えんの日程ですが、明日でいかがでしょうか？』

　食事が終わってから、ハデスさんが私たちのところに来て言った。

「明日？　随ずい分ぶんと早いな」

『おめでたいことは、早い方がよろしいかと思いまして』

　ハデスさんは嬉うれしくてたまらないといった顔でニコニコしていて、魔王も反発する気はなさそうだった。
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「ハデスさん、あなたが結婚して本当に嬉しいみたい」

「そうだな。俺が即そく位いしたときからずっと妃の心配をしていたから、ようやく肩かたの荷にが下りたのだろう」

　食後、魔王に部屋へ送ってもらいながら、そんな話をした。

「次の食事は深夜だ。また迎えに来る……」

　そう言ったとき、魔王が胸を押おさえて前のめりになった。

　また過呼吸かと思ったが、今度は喘ぜん息そくのような呼吸をしている。

「ちょっと待って！」

　目の前の私の部屋に駆かけ込こんで、飲みかけのコーヒーが入ったカップを取って戻もどった。厨房を漁っていてコーヒー豆らしきものを見つけたので、自分で勝手に淹いれたのだ。

　魔王は廊ろう下かに倒たおれていた。

「気道を確保しましょう。上半身を起こして」

「やめろ……」

　浅い呼吸を繰くり返かえしながら、彼かれは私の支えを振ふり払はらって身を起こす。

「これを飲んで」

　カップを仮面の下の口元にあてがうと、魔王は中身を飲んだ。そうして、様子を見ることしばらく……。

　その呼吸が、目に見えて穏おだやかになってきた。

「どう？　楽になってきた？」

「……俺に何をした」

「治ったのね、よかった！」

　普ふ通つうに話せるのを確かく認にんして、支えていた背から手を離はなす。魔王は、不本意そうに首を振って立ち上がった。

「私がしたのは、喘息の応急処置。コーヒー豆に含ふくまれる成分には気管を広げる効果があるから、息が吸いやすくなったでしょう？」

　呼吸器内科にいたときに得た、文字通りの豆知識……なんちゃって。伊だ達てに病びよう棟とうをたらい回しにされていない。

　魔王は答えずに、廊下を颯さつ爽そうと歩いて帰ろうとする。なので、私は焦あせった。

「あ、ダメ！　まだしばらくは安静にしないと……」

「うるさい。好きにさせろ」

「そんなこと言って、また発ほつ作さが来たら……」

「俺にかまうな」

「でも……！」

　心配になって、魔王を追った。

「しばらく傍そばにいるわ。それで異常がなければ……」

　すると、魔王は私を振り払うように手を振った。その態度に、かちんとくる。

「……ちょっと。人がせっかく心配して言ってるのに！」

「かまうなと言っただろう。お前に許したのは、あくまでも『妃のフリ』だ。主治医ヅラしてつきまとうなら、お前とはもう会わない」

　魔王の冷たい声こわ色いろに、怒いかりとショックがこみ上げた。

「そんな……私はただ……」

「次の食事は、お前の部屋に運ばせる。その次のもだ」

　部屋の前で立ち尽くす私に、魔王はそう言い放って去っていった。




　そうして、魔王と最悪な関係のまま、翌日の深夜から私たちの結婚を祝う宴うたげが始まった。

　どんなセレモニーが待っているのかと思いきや、大勢の魔物が大広間に集まって、乾かん杯ぱいもなしにごちそうを食べるだけ。魔物には食事マナーなど皆かい無むで、手づかみで肉を嚙かみちぎっては大声で笑い、とても披露宴とは思えない騒そう々ぞうしさだった。

　私と魔王は、宴えん席せきの中央に並んで座すわっていた。

「あまり食べていないが、気分でも悪いのか」

　むっつりと座っていると、隣となりの魔王に声をかけられた。

「……別に」

　誰だれのせいだと思ってるの、って話だ。

　私の不ふ機き嫌げん女優ばりの返答に気を悪くしたのか、魔王はそれきり話しかけてこなかった。

　一方で、魔物たちは上機嫌だった。特にハデスさんのはしゃぎぶりは大変なもので、自らワインの瓶びんを持って、そこらじゅうに注ぎ回った。

『ほれ、魔王様もどうぞどうぞ！』

　魔王のグラスに、なみなみと赤ワインが注がれる。

『もっとお飲みください！』

　その後も、ハデスさんはたびたび魔王に酒を勧すすめた。

『おめでたい日ですから！』

　ハデスさん自身も相当酔よっているようなので、もう前に注いだのを覚えていないのかもしれない。

　宴は夜明け前まで続き、終わる頃ころにはテーブルや床ゆかのあちこちで泥でい酔すいしている者もいた。

「そろそろ私も……」

　お開きの気配を感じて大広間を去ろうとすると、赤い顔をしたハデスさんに捕つかまった。

『おや、お妃様。もうおやすみですか？』

「ええ……」

　私はそれほど飲んでいないけれども、まだ魔物時間での生活に順応しきれていないので早く休みたい。

『でしたら、魔王様とご一いつ緒しよにお部屋までご案内させましょう。おい！』

　ハデスさんは手下の魔物を呼んだ。




　そうして、私と魔王が送り届けられたのは……。

「えっ!?」

　そこは、広い部屋だった。まず目につくのは、中央にある立派なベッド。天てん蓋がいには、上等そうな艶つやを放つ、深い紺こん藍あい色いろのカーテンが下がっている。ベッドの上には、煌きらびやかな刺し繡しゆうを施ほどこされた枕まくらが二つあって、大人二人で楽に寝られそうな広さだ。その他の調度品も、食堂と同じくらいの豪ごう華かさだ。

「ここって……」

『ご夫ふう婦ふの寝しん室しつです。披露宴も済んだので、今日からはこちらを使ってください』

　使いの者は、そう言うと去ってしまった。

「ちょ、ちょっと……！」

　そこで、先ほどから一いつ切さいのリアクションを見せない仮面の魔王を見た。

「あなたもなんとか言ったらどうなの!?」

　契ちぎったらダメなんでしょ!?　これでいいわけ!?

「…………」

　魔王は俯うつむいたきり答えない。

「ねえ……」

　文句を言おうとしたとき、魔王の身体からだがどさっと前に倒れた。

「……ど、どうしたの!?」

　また発作かと、慌あわてて助け起こそうとしたときだった。

「……飲みすぎた……」

　仮面の奥おくから、けだるい声が聞こえてきた。




　とりあえず魔王の仮面を外し、ベッドに横たえて、水を飲ませた。熱っぽくて頭が痛いというので、濡ぬれた布で額を冷やしてみる。

「……こんなことになるくらいなら、途と中ちゆうでお酒を断ればよかったのに」

　ベッドの横に椅い子すを持ってきて座り、背中をさすってやった。念のため、吐はいても気道が詰つまらないよう側そく臥が位いで寝かせている。

「ハデスの嬉しそうな顔を見ていたら、断ることができなかった」

「ふうん？」

　ハデスさんのこと、そんなに好きなんだ。

　私の心を読んだかのように、魔王は続けた。

「ハデスは、家族を失った俺にとって、父親のような存在だ。俺に魔ま力りよくを与あたえ、魔物について教えてくれたのだからな」

「すごい力を持ってるのね、ハデスさん」

「そうだな。魔物の中では最高位の魔力を持っていて、自然の四元素をすべて操あやつれる」

　お酒のせいか、魔王はいつもより饒じよう舌ぜつだ。

「魔物は邪じや悪あくだが、わかりやすい。人間は、善良そうな顔をして平気で裏切る。八年前の戦争で、父は不ふ可か侵しんの約束を結んでいた隣りん国ごくに攻せめ入いられた」

　魔王が遠くを見つめているのは、ワインでぼんやりしているせいだけではないだろう。

「目の前で家族を殺され……俺も敵の手にかかろうとしていた。ハデスが助けてくれなかったら、俺は今ここにいないだろう」

　背中をさする手を止めて、額に触れてみた。濡らした布は、だいぶぬるくなっている。

「……冷やしてくるね」

　魔王の話が途と切ぎれたのを見計らって、布を取った。

　水で冷やした布を再び額に乗せようとしていたとき、魔王の視線に気づいた。

　その目は今まで見たことのない優やさしさに満ち、お酒のせいか熱を帯びている。

「お前は、昔から優しいな」

「えっ……」

「お前は覚えていないかもしれないが……昔、俺が狩かりで落馬したことがあった。足を引きずりながら帰ってきたとき、リーゼロッテに会いにきたお前が、俺の足を手当てしてくれた。……包帯を緩ゆるく巻いてくれただけだがな」

　当然だけど、覚えているわけはない。それは私ではなく、エルナさんとの思い出だ。

　魔王の妹さん……リーゼロッテっていう名前だったんだ。可か愛わいいな。

「お前は小さい頃から病弱で、いつも言っていたそうだな。『もし魔王が現れなかったら、もっと勉強して、同じように病やめる人や傷ついた人を助けたい』と」

　エルナさん……そんなことを言っていたんだ。他人とは思えない親近感を覚える。

　そんな夢を持ちながら、若くして旅立ってしまった彼かの女じよが気の毒だった。十八なんて、ちょうど私が看護大学に入った歳としだ。

「今のお前の看病は的確だ。……いつの間に夢を叶かなえたんだ？」

　その言葉に、はっとした。

　そうか、私がこの身体で生き返ったことで……エルナさんの夢を叶えたことになるかな。

　私の夢はなんだっけ？　目の前の仕事に追われるあまり、いつの間にかわからなくなっていた……。

　なんの因果で死んじゃったのかと嘆なげいていたけど……そう考えてみれば、私の転生にも少しは意味があるのかもしれない。

「昔のお前は幼すぎて、妹の友人としか思えなかったが……嫌きらいではなかった」

　そう言われて、我に返る。

「……じゃあ、今の私と話して、がっかりしたんじゃない？」

　私は、エルナさんみたいに優しくないから。看病しているのは、身体が勝手に動くからで、職業病みたいなものだ。

　だが、魔王は静かに首を振った。

「そんなことはない」

　そう言って、私を見つめる。

「以前は、優しくて美しいだけの娘むすめだったが……今のお前には、芯しんの強さを感じる。家事はてんでダメだがな」

　からかうように言われて、いつもの癖くせで魔王をにらむ。

「わ、悪かったわね、家事オンチで。昔のままに育ってたら、理想のお妃様になってたでしょうけど」

　その通りだな、と言われるのを予想していたのだけど。

　魔王は「いや」と首を振った。

「今のお前の方が、俺はいいと思う」

「えっ……!?」

　想定外のことを言われてドギマギしていると、魔王は私を見つめて続けた。

「お前と再会して……心身共に大人になったお前に、何か惹ひかれるものを感じた」

　中身はちょっと大人になりすぎましたけどね……ってそんなこと考えてる場合じゃない！

　え、何これ……？　ちょっといい感じなんですけど？

　もしかして、お酒が入ってるせいなのか……な……？

「お前が月星姫メルテイヤーでなければ……いや、逆だな。俺が魔王にならなければ、この結婚は喜ばしいものになったかもしれない」

　伏ふし目めがちに呟つぶやき、魔王は再び私を見た。

「俺を冷たい男と思ったか？　お前に優しくされると、もう一度人間を信じたくなってしまう。それが怖こわくて、わざとお前を遠ざけていた」

　その結果の態度が今までのあれって、この人ツンデレがすぎるでしょ！

「い、いえ、そんな……」

　恥はずかしくなって、思わず立ち上がった。今顔を見られたら、真っ赤になっているのがバレてしまう。

「待て」

　そんな私の手を、魔王がつかんだ。

「えっ!?」

　逃にげようとしていた私は、引き戻され……。

「わっ！」

　椅子の足につまずいて、ベッドへ倒れた。

　けれども、そこには魔王がいるわけで……!?

「……!?」

　気がつくと、私はベッドの上の魔王に覆おおいかぶさっていた。

「……やはり、お前は俺を誘ゆう惑わくしにきたのか？」

　魔王は、驚おどろいた顔で私を見つめていた。

　私の顔は、今、彼の胸むな元もとにあって、至近距きよ離りで目が合ったことに動どう揺ようを隠かくしきれない。

「ちっ、違ちがいます！　今のは不ふ可か抗こう力りよくで……っ！」

　うろたえつつも必死に説明すると、魔王は口元をほころばせた。

「その様子では、そうだろうな」

　あっ、初めて見た……笑った顔。

　無表情はもちろんマネキンのように美形だけど、笑え顔がおもドキドキするほどかっこいい。

「いつもの強気はどうした？」

　目を逸そらしがちな私を、魔王は余よ裕ゆうありげな顔で見ていた。

「やはり、まだ十八……精神年ねん齢れいが三十四だのと強がっていても、こういったことには不慣れなようだな」

「……っ……」

　恥ずかしくて頰ほおが燃える。

　ほんとに三十四なんですけど不慣れなんです！　ほっといて！

「しっ、失礼しましたっ！」

　いたたまれず魔王の上から起き上がろうとしたとき。

「まあ、待て」

　そう言うと、魔王がいきなり私を抱だきしめた。

「……!?」

　何事かと思っていると、視界がぐるりと回って、天てん井じようが見える。

　二人の身体の上下が入いれ替かわって、気がつくと、私は彼に組くみ敷しかれる形で横たわっていたのだった。

「……ええっ……!?」

　目の前の魔王は、まっすぐ私を見つめていた。

「初夜に花嫁が寝室から逃げたとあっては、俺たちの不仲は一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。裏切り者を欺あざむくために、妃らしく装よそおうという約束だろう？」
















　そ、そうだけど！

　部屋に入ったときには、まさかこんなことになると思ってなかった。このままじゃ心臓がもたない。

「ちょっ……魔王様、離れて……！」

　だが、魔王は私の耳元で囁ささやく。

「妃ならば、二人のときはマティアスと呼べ。俺の名だ」

　……どっ、どうしよう!!

　心臓がバクバクして、今にも爆ばく発はつしそうだ。

「マ……」

　む、無理!!

「魔の道に身を落とした者が何を言っても、信じてもらえないかもしれないが……」

　そう言うと、魔王は私の頰に手を添そえた。

「一つ断っておくと、俺が望むのは、世の平和だ。それが叶うなら、俺自身は魔力を失って、ただの人間に戻ってもかまわない」

「えっ……」

　それってどういう意味？

　もしかして、俺は契ったってかまわないんだぜってこと!?

　と考えているうちに、魔王の顔がこちらに迫せまってくる。

「え……ちょ、ちょっと……！」

　魔王は、私の首筋に顔を埋うずめる。クラクラするようなワインの芳ほう香こうに包まれた。

「エルナ……」

　低く艶っぽい声が、耳元で聞こえる。

　勘かん弁べんして！　私そんなつもりで来たわけじゃないし！

　こんなにドキドキしてたら、また心臓発作で死んじゃうからね!?

　そう思って、泣きそうな気持ちになったとき。

「すー……」

　耳元で、深い寝息が聞こえ始めた。

「……えっ？」

　顔をずらして確認すると、魔王の両瞼まぶたは固く閉じられている。

「ちょっと！　寝ないでよ！　しかもこの体勢でっ……！」

　押し倒された形のまま、私は彼の下で寝ることを強しいられたのだった。
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　当然、その日はほとんど眠れなかった。なんとか魔王を押しやって自分のスペースを確保したものの、隣には彼が寝ている。寝顔も完かん璧ぺきにかっこいい。

　自分の部屋に戻ろうかと思ったけど、飲みすぎた彼が万が一急変したらと思うと、心配で離れられなかった。

　ようやく眠気が訪おとずれてきたのは、もう昼過ぎのことだった。ちょっとややこしいけど、人間の生活時間で言うと明け方だ。

「おい、起きろ。いつまで寝ている」

　いつもの魔王の声で起こされ、眠い目をこすった。

「ん～……はい？」

「起きろと言っている。初夜の翌日は寝ね坊ぼうが許されているが、それにしても寝すぎだ」

　薄うす目めを開けて見ると、魔王は素す顔がおのまま、身み支じ度たくを整えていた。

「わっ!?」

　それを見て、思い出した。今朝はこの人と一緒に寝たんだっけ……そう思っただけで、全身が赤らむような恥ずかしさに襲おそわれる。

　窓の方を見ると、外はもう完全な暗闇のようだ。

「城の者は、月星姫メルテイヤーの預言を知らない。……お前の起き床しようが遅おそいと、俺が無理をさせすぎたと思われて心外だ」

　魔王はぶっきらぼうに呟いた。それで、ますます恥ずかしくなる。

「私たち……何もなかったわよね？」

「当たり前だろう」

　鏡の前で襟えり元もとを直しながら、魔王は冷静に答えた。

「……今朝のこと、どう思ってるの？」

「何がだ」

　魔王は私の方を見て、眉まゆ根ねを寄せる。

「婚こん礼れい後の習いとして、二人で夫婦の寝室へやってきた。そして何事もなく眠りについた……それだけだろう？」

「……え、ええ……」

　そうなんだけど……そうじゃないというか……。

「……そういえば、機嫌は直ったようだな」

「え？　……ああ」

　少し考えて、自分の「別に」発言を思い出した。すっかり忘れてた。

「何か不満があるのなら言え。ああやって黙だまっていられるより、その方がいい」

「いえ……もういいです」

　あの理り不ふ尽じんに冷たい態度の理由がわかって、魔王への怒りの気持ちはもうない。

　でも……この様子だと、もしかしてこの人、酔ってからのことを覚えてないな？　確かに、素面しらふだったら言わないだろうセリフのオンパレードで、記き憶おくがあったらこんな澄すましてられないと思うけど。

　そのときだった。

「……っ！」

　突とつ然ぜん、魔王が頭を押さえて屈かがんだ。

「えっ？　だ、大だい丈じよう夫ぶ……？」

　慌てて駆かけ寄よると、魔王は目をつぶり、歯を食いしばっている。

「……大事はない。ただの頭痛だ」

　なんでもないように言うが、その顔はまだ苦痛に歪ゆがんでいた。

「頭痛は、重大な病気の前兆でもあるのよ。甘あまく見てると……」

「大丈夫だと言っている」

「でも、せめてしばらく安静にして、様子を見ないと」

「うるさい。ほうっておけ」

　あ、このやりとりデジャビュ。

　でも、今の私はここで引き下がらない。魔王の本音を知ってるから。

　私のこと、嫌いで遠ざけてるわけじゃないんだよね？

「じゃあ、私が傍についてるから」

「いいと言っている！」

「でも！」

　なおも強く言い続けていると、そのうち魔王は根負けしたようにため息をついた。

「……なんなんだ、お前は」

　怒おこらせたかなと思ったが、魔王は仮面をつけながら言った。

「ならば、くれぐれも俺の仕事の邪じや魔まにならないようにしていろ」

　そうして私は、魔王と一緒に食事をして、魔王の部屋へ向かった。




　自分の部屋に行くと、魔王は机に着いて仕事を始めた。

　魔王って何をしてるんだろうと思ったけど、やっているのは普通の事務作業に見える。机き上じようの書類の山に目を通し、ときどき何か書いたり、判を押したりしている。

　私はといえば、ソファに座って、それをぼんやり見ているだけだ。

「……魔王の仕事って、魔ま法ほう陣じんの中で人間を呪のろう祈いのりを捧ささげたりすることじゃないの？」

　間が持たなくて尋たずねると、仮面の魔王は作業の手を止めてこちらを見た。

「暇ひまなら出ていっていい」

　邪魔するなと言わんばかりの口調だ。

「でも、体調は？」

「今のところ悪くない」

　とはいえ、いつ魔力の副作用（？）が出るかわからない。いざというとき傍にいなければ、処置をしてあげることもできないじゃない。

「……あ、雨」

　暗い窓に叩たたきつける音で、天候の変化に気づいた。

　魔王は仮面のポーカーフェイスで仕事を続けている。

　寝不足の耳に、規則的で退たい屈くつな雨音は、まるで子こ守もり唄うたのようだった。

「雨で気温が下がるから、体温調節に気をつけて」

「わかったから、黙っていろ」

　心配することも封ふうじられて、私の意識は少しずつまどろみに消えていった。




　雨の音が気になって、ふと意識が浮うかび上あがった。

　薄目を開けて、心臓が止まりそうなほど驚いた。

　目の前に、魔王の素顔がある。しかも、それは徐じよ々じよに近づいてきて……唇くちびると唇が触ふれそうな距離になる。

「えっ!?」

　何!?　どういうこと!?

　驚きのあまり、声を上げてしまった。

　それで魔王の顔が私から離れる。

「……なんだ、起きていたのか」

　いや、寝ぼけてたんですけど……衝しよう撃げきで目が覚めた。

「……今、何を？」

「それをかけてやっただけだ」

　魔王は涼すずしい顔で、私の膝ひざの方を指す。そこで気づいたのだけど、私のお腹なかの辺りには毛布がかけられていた。

「人に注意しておきながら、自分はそんなところでうたた寝するとはな」

「うっ……」

　反論できない。前世で医い療りよう従事者でありながら健康を害しただけのことはある。

　そうか。今のは毛布をかけてくれたのか……過か剰じよう反応してしまった自分の男性免めん疫えきのなさが恥ずかしかった。

「……それとも、何かされることを期待していたのか？」

　魔王が、探さぐるようなまなざしで私を見つめている。

「えっ？」

　わけがわからず訊きき返すと、魔王は真顔で軽く嘆たん息そくした。

「仕事の邪魔だ。こっちの仕事が片づくか、食事の時間になるまで、もう一眠りしていろ」




　そうして、私はなるべく邪魔にならないよう息を潜ひそめて過ごし、昼食（深夜だけど）の時間になった。

　その食堂でのことだった。

「……そこのあなた、その足どうしたの？」

　テーブルへお皿を運びにきた蛙かえる頭の魔物は、足から血を流していた。どす黒い血液が、床に点々と飛び散っている。

『はあ……ちょっと仲間とやっちまいまして』

「って、ケンカ？」

『はあ。……もうこの足はダメですね。今夜にでも切り落とさないと』

「ええっ!?　何言ってるの!?」

　席を立って、その魔物の足を見てみる。確かにかなりの血が流れた痕あとはあるが、どう見てもただの擦さつ過か傷しようだ。

「とりあえず手当てしましょう。仕事はしばらく別の人に任せなさい。こっちへ来て」

　魔王が何も言わないので、私は魔物を厨房へ連れていって手当てをした。

　傷を洗い流して患かん部ぶの雑ざつ菌きんを落とし、熱湯消毒した布を包帯代わりに巻いて完かん了りようだ。

「今日は休んでた方がいいわ。あなたの部屋はどこ？」

　そうして、魔物を部屋に送り届けたのだけど……。

「な、何ここ!?」

　ドアを開けた部屋の、あまりの汚きたなさに絶句した。

　廊下なんてもんじゃない。床にも壁かべにも天井にも、積年の汚お物ぶつがこびりついている。

　それでも魔物は平気な顔なので、とりあえず寝かせて廊下に出ると。

　そこに、魔王が立っていた。

「……どうしたの？」

「一人でうろつくな。魔物にとって、お前は餌えさだということを忘れたのか」

　表情は仮面でわからないけど、その声は不機嫌そうだ。

「それって……」

　私が心配で、食事を中断して来てくれたってこと……？　そう考えて、胸がときめいた。

「それにしても、何があったんだろ……。仲間同士で、あんな怪け我がをするまでケンカするなんて」

　食堂に戻りながら、魔王に話した。

「別に珍めずらしいことではない。連中は、血の気が多く好戦的。一度諍いさかいになったら、死者が出るまでやり合うのが常だ」

「それに、部屋の汚さったら。人間だったら、あんなところ住めないと思うけど」

「自分たちで汚よごすのだから仕方ない。掃そう除じをする者もいないしな」

「……すいませんね。できそこないのメイドで」

「まったくだ。お前が昼間に生活していれば、こうしていちいち面めん倒どうを見なくて済むし、一石二鳥だと思ったのだが」

　あ、そうか。私がお妃としてでなく、メイドとして昼間働いていれば、魔物に喰くわれる危険も少ないんだ。

　城内を掃除してほしかったのも本当だろうけど、私にメイドをさせようとしたのは、そっちの理由もあったりして……？

　最初はメイドなんてとんでもないと思っていたのに、魔王の人ひと柄がらがわかり始めた今になると、そんなふうに思えてならない。

「…………」

　私、ちょっと魔王を好きになり始めてる。

　エルナさんの人生で決まっていたことだから、こうして魔王と結婚することになったのだけど。

　この人の力になりたい。いい奥さんになりたい……そんな思いが、胸の中にひそかに芽生えた瞬しゆん間かんだった。
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　そうして、さっそくその思いを行動に移すことにした。

「ちょーっと失礼しますよ！」

　次の日、私は昼過ぎには活動し始めた。

　考えてみたら、明け方に寝て日にち没ぼつに起きるのは、人間にとっては明らかに寝過ぎだ。

　魔王は初夜の翌日から夫婦の寝室への案内を断っているので、私も自室で寝ている。寝室が別なのをいいことに、陽の高いうちに起き出して、魔物の部屋を掃除し始めた。

『なんだ……？』

『お、お妃様だぞ……？』

　寝ぼけまなこの魔物には、大した迫はく力りよくはない。それをいいことに、部屋の床に水を撒まいて（今後はちゃんと雨水だ）、ゴシゴシとこびりつきをこすった。

　それと同時に、怪我や病で苦しんでいる魔物の手当ても行った。

『痛い！　ギャーッ！　やめてくれ！』

　鶏にわとりの頭の魔物が、腕うでの患部を洗うのを嫌いやがって暴れた。

「おとなしくしなさいって！　それ以上暴れたらチキンスープにするからね!?」

『許してください！　ヒギャーッ！』

　白目をむいて、鶏頭は気絶した。

「よしよし……」

　その隙すきに、私は怪我の処置をした。

　鶏頭だけでなく、他にも何人もの魔物の処置をした。

『足が楽になったぞ……布を巻いただけなのに』

　捻ねん挫ざの魔物の足首は、包帯で固定してあげた。

『なるほど……確かに痛みが和やわらいだ』

　骨折していた魔物の腕には、添え木をしてあげた。

「次はあなたよ！」

　だんだんと、楽しくなってきた。

　そうだ、私、看護師の仕事が好きだったんだ。あまりの忙いそがしさに夢や目標を考える暇もなかったけど。

　私の願いは、一人でも多くの患者さんの助けになること。

　そのために働いていたのだと思い出した。




　そうやって、日暮れには掃除と看護を終えた。朝御ご飯はん（夕方だけど）に備えて、部屋に帰ったときだった。

「今度は何をした？　城の魔物たちがお前に激げき怒どして、俺に直じき訴そしにきたではないか」

　ドアのノック音と共に、魔王の声が聞こえてきた。

「え？　私はよかれと思って……」

「何がよかれだ。寝ているところを起こされて、部屋を水みず浸びたしにされて嬉しい者がいると思うか？」

「で、でも……！」

　夜の魔物は危険だし仕方ないじゃない、と反論しようと思っていると、ドアが開いた。

　現れた仮面の魔王は、私の顔をじっと見た。

「な、何？」

「……お前、その顔で食事に行くつもりか？」

　えっ、と思って鏡台を見に行くと、私の顔は煤すすのような汚れまみれになっていた。掃除しながら汗あせを拭ぬぐっていたせいか……と見ると、紺色のドレスも埃ほこりまみれで白っぽくなっている。何度か、昼間に外で水浴びしながら洗せん濯たくしたのだけど、何せ毎日着ているから、落ちていない汚れもあるかもしれない。

「あちゃー……」

　どうしよう。また水浴びしてくるか……と思っていると、魔王が私の手をつかんだ。

「こっちへ来い」

「えっ……？」

　ドキッとする私の手を引いて、魔王は歩き出す。

「ちょ、ちょっと離してよ……！」

　動揺して叫さけぶが、魔王は私の手を力強く握にぎって離さなかった。

「……確かに、魔物に無断で掃除をしたのは悪かったけど！」

　怒らせてしまったのかと思い、廊下を歩きながら弁明した。

「でも、蛙頭の魔物の足の怪我も看みたかったし……それに、他にも怪我をしている魔物がたくさんいることがわかったの」

　魔王は何も言わず、私を連れて歩いている。

「傷を洗って、触さわらないでおく……ただそれだけのことができないせいで、ささいな怪我をひどくしている魔物がたくさんいた。衛生的な環かん境きようで、適切な処置をしていれば治るのに。だから、少しでも綺き麗れいなところに住まわせてあげようと思って……」

　そう言っているうちに、あるドアの前で、魔王は私の手を離した。

　そこは、私の部屋よりも狭せまい小部屋だった。空からの籠かごがいくつか置いてあり、物のない物置といった感じだ。

　魔王は、奥にあったクローゼットを開けた。

「わぁ……」

　その中には、貴婦人が着るような、上等なドレスがいくつも吊つり下さがっている。

「好きなものを着ていい。選んで待っていろ」

　そう言って、魔王は一いつ旦たん部屋を出た。しばらくして、壁の向こうから声がかかる。

「こっちへ来い」

　こっちって……？　と思いながら、部屋の壁にあったドアを開けてみた。

　次の間にあったのは、大きな木の桶おけだった。上には天てん蓋がいがついていて、白いカーテンが下がっている。その中に溜たまったお湯らしきものを見て、ようやくここが何かを理解した。

「……お風ふ呂ろ？」

　ちゃんとした入浴は諦あきらめていたので、こんなものがあったのかと驚いた。

「服は？　選んだのか？」

「えっ……でも、あれって……」

　この城にある、成人女性のドレスといえば、誰のものかはなんとなくわかる気がする。

「……お母様のものなんじゃない？　そんな大切なもの……」

「服は服だ。俺がいいと言ったのだから着ろ」

　それでも戸惑っていると、魔王はクローゼットから適当なドレスを取って、タオルと一緒に私に渡わたした。

「部屋の前にいるから、上がったら呼べ。服の背中を結んでやる」

　そう言って、部屋を出てドアを閉めた。

　渡された服は、背中を紐ひもで締しめるタイプのものだった。入浴したあとでそれに気づいた。着方がわからないので、袖そでと頭を通したところで、言われた通り魔王を呼んだ。

「……やはりそうなっていたか。後ろを向け」

　背を向けて縮こまっていると、背中の紐がキュッキュッと力強く引かれるのを感じてドキドキする。

「これからは、着き替がえに困ったらここの服を着ていい。一人で着やすいものもあるだろうから探してみろ」

　着せてもらい終わったところで、魔王に頭を下げた。

「ど、どうもすいません……」

「かまわない。いつもお前が着ているものと違って、侍じ女じよが着せるのが前提の服だ」

「ありがとう……こんな素す敵てきなドレスを貸してくれて」

　肌はだなじみのいい薄うす紅べに色のドレスは、袖口や襟元に銀糸の刺繡が施されていて美しい。広がりの少ない身体に沿ったラインなので、身動きしやすかった。

「あの服では、とても食事に連れていけないからな」

　魔王は相変わらずぶっきらぼうに言ったかと思うと、仮面の無表情で私を見つめた。

「……掃除、お前なりに頑がん張ばってやったようだな」

　そして、わずかに不ふ審しんげな色を織り交ぜる。

「どうしてそんなことを？　もうメイドでなくて、妃として暮らしていいと言っただろう」

「そうだけど……」

　迷った挙あげ句く、素す直なおに本音を話すことにした。

「……私、あなたの奥さんにふさわしい人になりたくて……」

　魔王はしばらく無言だった。

　仮面の無表情も動かず、恥ずかしさに何か言おうと口を開きかけたとき。

　突然、魔王が私を抱きしめた。

　えっ、ええっ……!?

「……な、何っ!?」

「なんでもない」

　耳元で聞こえる魔王の声は、殊こと更さらに無愛想だった。

「首の留め具を留めてやっているだけだ。勘かん違ちがいするな」

　あ、そうなんだ……!?　だったら後ろに回ってやってよ～！　……と生きた心地ここちもなく思っていると、魔王は私から離れた。

「お前は、俺にとってお飾かざりの妃だ。余計なことは考えなくていい」

　仮面の無表情で言われて、本当なら、落ち込むところなんだろうけど。

　───今のお前の方が、俺はいいと思う。

「……わかってるわよ！」

　あの朝の言葉を思い出した私は、威い勢せいよく言い返すことができたのだった。




　そのあとの食事のとき、思いきって、考えていたことを言ってみた。

「で、提案です」

「急になんだ」

　ナイフとフォークを置いて切り出した私に、魔王も食事の手を止めた。

「魔物のための病院を作るのはどう？」

　魔王の表情は、仮面でわからない。

「魔物に怪我や病気を『治す』という発想がないなら、誰かが看てあげるしかないでしょ？」

「……何を言っているんだ。医者や世話人はどうする？　魔物にはいない」

「人間の医者や看護師を雇やとえばいいわ」

「バカな。すぐに喰われる」

「病院に来る魔物は弱ってるわ。警備員も雇えばなんとかなるはず」

「労力がかかりすぎる。魔物のために人間が奉ほう仕しすると思うか」

「思うわ」

　この機を逃のがさぬよう、畳たたみかけた。

「だって、人間と魔物は和平が結ばれたんでしょ？　共に生きるってそういうことじゃない？　そのための、私たちの結婚でしょう」

「それは建前だ。大方の人間に和平を守る気などない。だからお前が嫁とついできたのだろう」

「た……確かに、そうかもしれないけど……」

　何も言えなくなって、黙るしかなかった。

　しばらくしてから、魔王がこちらを見ずに言った。

「病院のことは、考えておく」

「……ほんと!?」

　嬉しくて、思わず笑顔が零こぼれた。そんな私を、魔王は仮面の奥の瞳ひとみで見つめる。

「変な奴だな。お前は一度、魔物に喰われかけてるのに、懲こりないのか？」

「でも、人間を襲うのが魔物の本能なら、暗くなってうろついていた私が悪いと思うし」

　魔王は、無言のまま私を見ていた。

　かと思うと、こちらに手を伸のばして、私の唇に触れた。

「……な、何!?」

　ドキドキしていると、手が離れていく。

「食べかすがついていた。……子どものような奴だ」

　気のせいかもしれないけど、そう言った仮面の奥の顔は笑っている気がした。
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　そうして、昼はメイド、夜は魔ま王おうの妃きさきとして過ごしながら、何週間かが過ぎ去った。

「……大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫よ。深く息を吸って」

　一いつ緒しよにいるとき、魔王は何度か発ほつ作さを起こした。そんなとき、私は症しよう状じように合わせて処置をした。

　喘ぜん息そくで背中をさすっていたとき、魔王は突とつ然ぜん私を抱だきしめてきた。

「なっ……!?」

「こうしていた方が、楽になる気がする」

　そう言って、魔王は私を抱く手に力を入れる。

「……ちょ、ちょっと……！　離はなして！」

「ダメだ。完全に楽になるまで、もう少し」

「……な、なんでよ～………」

　こんなことをしていたら、異性に免めん疫えきのない私は、本当に魔王を好きになってしまう。

　普ふ段だんは仮面で素す顔がおも見られない、素面しらふでは厳しい言葉ばかりの「夫」と一緒にいるのが、少しずつ苦しくなっていた。
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　そんなある日のことだった。

「来週、人間の国から使節団が来る」

　夕方の食事の席で、魔王がそんなことを報告してきた。

「使節団？」

「ああ。いくつかの国の使節が一緒に来るということだ」

「何をしに？」

「俺おれたち夫ふう婦ふに挨あい拶さつしたいと。大がかりな謁えつ見けんではないから心配いらないが、お前もそのつもりでいろ」

「……わかった」

　そう答えながら。

　どうせ実態は妃じゃなくてメイドだしな……と心の中は拗すねた気持ちだった。




　その日の夜明け前のことだ。

　魔王との夕食が済んで、いつものように彼かれに送られて自分の部屋に戻った。

　寝ねる支し度たくをしていると、窓がコンコンと鳴った。

「えっ!?」

　窓の向こうに人ひと影かげを見た瞬しゆん間かん、ひっくり返りそうになるくらい驚おどろいた。ここ三階よ!?

「開・け・て！」

　人影は、窓を叩たたきながらそう言っているようだった。

　よく見れば、窓の外にいるのはかなりの美男子だ。だからというわけじゃないけど、近づいて、おそるおそる窓を開けた。

　なんとなく、悪人のようには見えなかったからだ。

「ありがとう、助かった」

　その人は、開いた窓から部屋へ降り立った。悪びれた様子はなく、柔にゆう和わな微び笑しようをたたえている。

　と思いきや、その顔が苦痛に歪ゆがんだ。

「イテテ……！」

「だ、大丈夫!?　どうしたんですか？」

　身体からだをくの字に折り曲げるその人に駆かけ寄よると、彼は眉まゆ根ねを寄せたまま笑った。

「いや、失礼。なんでもないよ、ありがとう」

　身体を伸のばして立った彼を見て、困こん惑わくした。

「……で、どちら様？」

　見たところ、魔ま物ものではなく人間のようだ。

「ん、ああ……」

　彼は窓辺に戻もどり、外からロープのようなものを回収している。どうやら飛んできたわけではないらしい。

「その前に、俺がこうやって入ってきたこと、マティアスには言わないでね」

「マティアスって……」

　──妃ならば、二人のときはマティアスと呼べ。俺の名だ。

　魔王の名前……ってことは、この人、名前で呼ぶほど魔王と親しい関係ってこと？

「言わないでって、どうしてですか？」

　私が尋たずねると、彼はばつの悪そうな顔をする。

「ん、いや、まあね、ちょっと」

　あ……あやしい……！

　心のセコムがピコピコ反応して、目の前の男をじっくり観察した。

　甘あまく整った顔立ちに、細身の長身。亜あ麻ま色いろの髪かみが軽かろやかに揺ゆれている。魔王とは正反対の、人当たりのよさそうな美青年だ。

　考えてみれば、本当にあやしい人って、こういう人かもしれない。

「ああ、自己紹しよう介かいしなくてはね。俺はロルフ。君は？」

「……エルナです」
















「エルナ。君にぴったりの可か愛わいい名前だね」

「はあ、どうも……」

　たまにいたなぁ、こういうこと言う患かん者じやさん……と前世でのことを懐なつかしく思い出した。

　けっこうイケメンでお金もあって、メモに電話番号とかメアドとか書いてナースに渡わたしてくる、本当に実在するんだ、って感じの優やさ男おとこ。

　三み十そ路じになったらそんな人に誘さそわれる機会もなくなったから、真面目ぶってないで食事くらい行ってみればよかったのかなぁと微び妙みような顔になっていると、ロルフと名乗った男は軽やかに笑った。

「ごめんごめん。こういう挨拶嫌いなタイプ？　若い女の子にしては珍めずらしいね」

　この人、ムダに鋭するどい……！　そう、私の中身は三十四です！

「すいませんね、年増で」

　半ば本気で拗ねてみると、ロルフさんはトランプのカードをひっくり返すように一いつ瞬しゆんで真顔になった。

「とんでもない！　君が年増だったら、俺はよぼよぼのじいさんになってしまうよ」

「いえ。今はこんな見た目ですけど、現にあなたより私のが年上なので」

　どうせ二度と会うこともないだろうと思ったので、正直なことを言ってみた。

「えっ、そうなの？　俺、三十五だけど」

「えっ!?」

　驚いて、ロルフさんの顔をまじまじと見つめた。

　てっきり二十代だと思ってたのに、まさか年上だったなんて。

「あ、うそうそ、ごめん。本当は三十一」

　私が信じたのに焦あせったのか、彼は苦く笑しようして訂正する。

「でも、予想よりは上だったでしょ？　マティアスより若いと思ってたよね？　あいつ老ふけ顔だからなぁ」

　苦手だ、この人……。歳としが近いと思ったら余計に面めん倒どうに感じる。

「で、ロルフさんはどちら様？」

　話を終わらせたくて、本筋に戻した。

「私は……」

　人に尋ねる前に身分を明かそうとすると、ロルフさんは軽けい妙みような仕草でそれを遮さえぎった。

「知ってるよ、エルナ王おう妃ひ。……いや、魔王妃と言った方がいいかな」

「えっ……」

　どうして知っているのかと見ていると、ロルフさんは笑った。

「俺は、ザフツェンバールのロルフ王子。結けつ婚こんのことは、貴国から知らせが来て知ってるよ」

「……お……」

　王子!?　こんな人が？

「王子といっても、ロルフは王位継けい承しようが絶望的な第八王子だ。今ではもっぱら、自国の使いとして働いている」

　そのとき、ドアの向こうから魔王の声がした。

「マティアス！」

　ロルフさんは驚いた顔をした。

　ドアが開いて、仮面をつけた魔王が入ってくる。

「はっきり言ってくれるね。何か気にさわるようなことでも言ったかい？」

「さあな」

　首を傾かしげて、魔王はロルフさんに顔を向けた。

「で、誰だれが老け顔だと？」

「聞かれてたか」

　ロルフさんは苦笑した。

「でも、一つ訂てい正せいだよ。俺は、正式には第十二王子。我わが国くにでは庶しよ子しにも王位継承権が認められているから、肩かた書がきは『王子』だけど、侍じ女じよが母親だから扱あつかいは一いつ般ぱん貴族以下だね。城に住んだこともないし、国王にも年に数回会えればいい方。その分、結婚や社交についてうるさく言われないから、自分のやりたいことをやってるんだ」

　ヘビーめな事情をさらっと述べて、ロルフさんは微笑ほほえんだ。

「で、何しにきた？」

　そんな彼に、魔王は単刀直入な問いをぶつける。

「ああ、ほら、俺、来週ここへ来る使節団の一員なんだ。前乗りして、一週間ほどご厄やつ介かいになって狩かりでもしようと思ってね。ほら、猟りよう犬けん用のロープ」

　と、手にしていたロープを示す。

「こんな時間にか？」

「早朝から狩りをしようと思って」

　ロルフさんはすらすらと言い訳した。

「どこから入った？　なぜここにいる？」

「今日は勝手口からお邪じや魔ましたよ。たまたまこの部屋を見つけて、王妃様がいたからご挨拶をしていたんだ」

　あやしい……。この人が窓から入ってきたのを、私は知っている。

「俺の妃に、何か用件が？」

「いや、用事は済んだよ。ちょうど挨拶し終わったところだからね」

　そう言って、ロルフさんは部屋を出ていった。

　ドアが閉まった音がしてから、しばらく、魔王は何も言わなかった。こちらから何か言おうかと思ったとき、魔王が口を開いた。

「大丈夫だったか？」

「……何が？」

「ロルフに何を言われた？」

「え？　えっと……」

　考えてみたけど、確かに、ロルフさんが言った通り挨拶くらいしかしていない。

「自己紹介……かな？」

　魔王は、納なつ得とくできないというように首を振ふる。

「そもそも、奴やつをなぜ部屋に入れた？」

　その声は、心なしか怒おこっているように聞こえた。

「なぜって……」

　外から窓を叩かれてびっくりしたからなのだけど、秘密にしろと言われたから、そう答えるわけにもいかない。

「俺に言えないことでもあるのか？」

　私のためらいを読み取ったのか、魔王はさらに追つい及きゆうする。

「言えないことっていうか……」

　あーもう、どうしてこんなめんどくさいことに!?　そもそも、今日はもう寝るために帰ってきたのに……と考えて、あれと思った。

「そういえば、私に何か用事でも？」

　今さらだけど、魔王がどうしてここにいるのか疑問に思った。

「……ああ、いや」

　途と端たんに、魔王は気まずげな声で仮面の顔を逸そらす。

「お前さえよければ、寝る前に少し茶でも飲まないかと思って……誘いにきた」

「お茶？　お茶の成分には覚かく醒せい効果があるから、寝る前に飲むと寝つきづらくなるけど？　利り尿によう作用もあって、眠ねむりが浅くなる可能性があるし」

「……じゃあ、茶でなくてもいい」

「あ、ハーブティーなら安あん眠みん効果があるものもあるけど……でも今日は休んだ方がいいと思う。さっきも発作があったでしょう？　睡眠が一番の薬だし」

　魔王の誘いは嬉うれしかったけど、身体のためにも早く休養を取ってほしいと思った。

　魔王は、しばらく何も答えなかった。

「…………」

　何？　表情がないから、心情を察しづらい……！

「……わかった」

　硬かたい声で言うと、魔王は私に背を向けて、ドアの方を向いた。

「昔のお前なら、そんなことを言って俺を追い出したりしなかっただろうな」

「……なっ、何それ!?　私は、あなたの身体のためを思って。あなたが心配だから……」

「だとしたら、お前は鈍にぶすぎる」

　拗ねたように言って、魔王は部屋をあとにした。

　バタンというドアの音を聞いて、思わず床ゆかにしゃがみ込む。

「なんなのよ……。『鈍い』ってどういうこと？」

　お飾かざりの妃と言われたかと思えば、酔よって親しげにしてきたり。気まぐれに抱きしめられたと思ったら、なぜかいきなり冷たくされた。

「わからん……」

　魔王が何を考えているのかわからない。

　そのあと、知ち恵え熱が出そうなくらい悩なやんだ私は、朝のまぶしい光の中で眠りについたのだった。
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　前世での恋れん愛あい経験は、お粗そ末まつすぎて人に言えるようなものじゃない。

　初はつ恋こいは小六のとき。クラスメイトの矢や野のくんが相手だ。片かた想おもいの末、何も言えずに卒業。それっきり会ったことはない。

　中高を女子校で過ごした私の次の恋は、大学二年生まで飛ぶ。

　看護大で学年に四人しかいない同級生男子のうちの一人、江え村むらくん。しかし、またしても何も言えず、江村くんは私とは違うグループのアヤカに告られて付き合い出した。

　以上。私の恋愛履り歴れき書しよは、三十四にしては驚きのスカスカ具合だ。

　そして、十四年ぶり三度目の恋の相手が「魔王」だなんて！

　ムリ！　私の手に負える相手じゃない！

　世間のリア充じゆうたちは、きっと十代の頃ころから何度も恋をして、泣いたり笑ったり、ときにひどく傷ついたりしながら、大人になる頃には年相応の恋愛ができるようになるんだろう。

　ゆえに、恋愛市場において、私の戦せん闘とう力はゴミ以下だ。

　転生して、たとえ見た目が十八歳さいの金きん髪ぱつ美少女になっても。

　中身は三十四歳の不器用な独身女性、弓ゆ月づき絵え瑠る奈ななんです……！
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　次の日、寝不足ながらも昼過ぎには起き出した。掃そう除じのためだ。

　魔物を起こすと怒られるので、とりあえずは廊ろう下かだけでもと細々と続けている。家事オンチの私の個性的な自己流掃除に、最初のうちは毎日のようにダメ出ししてきた魔王だったが、さすがに最近では慣れてきたようだ。もしくは、諦あきらめられたか（それも辛つらい）。

「あー、もう水がない……」

　廊下に持ってきた二つの水みず桶おけが、両方とも空になってしまった。

　仕方ないので、庭の納な屋やにある水みず瓶がめへ、水を汲くみに行こうとしたときのことだった。

「エルナちゃん」

　声をかけられて、振り向いた。そこに立っていたのはロルフさんだ。確かに、昨日魔王に言っていた通り、狩りに行くような格好をしている。

「ああ……どうも」

　そもそもこの人さえ来なければ、魔王と変な感じにならなかったのに……と、つい胡う乱ろんげな顔になってしまう。

「どうしたの？　元気ないみたいだけど」

「そんなことないです」

　あなたのせいですからね……と思いながら納屋へ行くと、彼もついてきた。

「何を悩んでるの？」

「…………」

　悩み？　そうか、私、悩んでたんだ。

　魔王の気持ちがわからない。

　──今のお前の方が、俺はいいと思う。

　あのときは、あんなふうに言ったくせに。

　──昔のお前なら、そんなことを言って俺を追い出したりしなかっただろうな。

　昨日はあんな皮肉を言うなんて。

「なんの悩み？　俺、女の人の相談に乗るの得意だよ？」

「もし悩んでたとしたって、昨日会ったばかりのあなたに言うと思います？」

　とは言ったものの。少し考えて、水桶を置いた。

「……ねえ、お酒を飲んでるときと、素面のとき、どっちの発言が男の人の本音ですか？」

　これくらいなら、参考になるかもしれないと思ったのだ。

　ロルフさんは、そんな私を見つめて瞬まばたきした。

「……マティアスが、酔って何か言ったの？」

「いえ、一般論で！」

　この人、ムダに鋭くて油断ならない。

「うーん……それは状じよう況きようによるな」

　ロルフさんは顎あごに手を当てて答えた。

「俺の場合、お酒を飲むと、女の子がみんな可愛く見えてね。まあ、飲んでなくても女の子はみんな可愛いんだけど」

　さらっとゲスなことを言って笑う。

「酔った勢いで口説いたご婦人が、実は知人の奥おくさんで面倒なことになったりして、素面だったらこんなことしなかったのになぁと後こう悔かいしたことはあるよ」

　これは最低なチャラ男発言！

「飲んでるときって理性が働いてないから、本能に衝つき動うごかされての発言が多いかもね。目先の欲望のことしか考えてないっていうか」

　この人に訊きいたのは間違いだったかもしれないと思う一方で、ふと思うことがあった。

「…………」

　そっか。そういうことだったのかもしれないな。

　魔王が好きなのは、私じゃなくて昔のエルナさん。

　だけど、あの日はお酒が入っていたから、私を口説こうとして、反応を見ながら、私が嬉しがるようなことを言ってくれただけなのかも……。

　その証しよう拠こに、あの日以来、私たちは一度も同じ寝しん室しつで寝ていない。寝ようと誘ってもこない。……夫婦なのに。

　別に何もしなくていい。あの日みたいに、ただ一緒に過ごすだけでいいのに。

　裏切り者をあぶり出すために、夫婦のフリをするんじゃなかったの？　こんなの、全然夫婦らしくない。

「そんなことより、明日ヒマじゃない？」

　突然の誘いを受け、我に返ってロルフさんを見た。

「え？」

「よかったら、今くらいの時間にでも二人で出かけない？」

「……誰かとお間違えでは？　私、魔王妃です」

　きちんと断ったつもりなのに、彼には伝わらないようだった。

「そんな堅かたいこと言わないで。夫と契ちぎることもできない、和平のための、お飾りの妃だろう？　何か考えがあるのかもしれないけど、月星姫メルテイヤーと知ってて君を妃に迎むかえるなんて、マティアスも酷こくなことをするね」

　そうか。この人は人間で王族だから、私が月星姫メルテイヤーなのを知ってるんだ。

「……飾りだろうがなんだろうが、私は妃ですから」

「そうやって自分を縛しばりつけるのは損だよ。君は美しくて花はな盛ざかり……夫に愛してもらえないなら、他の男とデートするくらいいいんじゃない？」

　いやなとこ突ついてくるなぁ、この人。ただでさえ悩んでいたのに、余計にヘコんでしまう。

「もしついてきてくれたら、マティアスに関する秘密を、君にだけ教えてあげるんだけどな」

　それを聞いて、俯うつむいていた顔を上げた。

「秘密？　どんな？」

「それは、来てくれないと教えられないよ」

「…………」

　もしかして……裏切り者に関することだろうか。

　それとも、まさかとは思うけど……彼自身が裏切り者だったりして？

「で、どう？　デートしてくれる？」

「……どこに行くつもりですか？」

「お、いい反応だね」

　ロルフさんは気をよくしたように笑う。

「この城から少し歩いたところに、綺き麗れいな湖こ畔はんがあるんだよ。美しい君にお似合いの場所だから、よかったら散策しない？」

「……わかりました」

　これで何か裏切り者の情報をつかめるなら、行ってみる価値はある。

　私が一人で裏切り者を見つけたら、魔王はどんな反応をするだろう？　感謝して、私のことを妻として好きになってくれたり……しないかな。

「エルナちゃん、可愛いね。今、恋する女の子みたいな顔してたよ」

　そう言われて、驚いて自分の頰を押さえる。

「えっ!?」

　そんな私を見て、ロルフさんはほほえましげに笑う。

「願わくは、その相手が俺だったら嬉しいんだけどな」

「はあ」

　この人はそういう人らしいので、もうほうっておく。

「じゃあ私、やることがあるので」

　水桶を持って立ち去ろうとすると、ロルフさんが「あ、待って」と呼び止める。

「当然だけど、マティアスには内ない緒しよだよ？」

　そっちがそれを言う？　とは思ったけど。

「わかりました」

　そう答えて、納屋へ向かった。




「とはいえ……」

　いくら魔物の国とはいえ、曲がりなりにも一国の王妃が、本当に誰にも言わずに外出していいんだろうか？

　もしロルフさんが本当の悪人で、たとえば人気のない場所で私をこっそり殺そうとしたら……などと考えて、ぞっとする。

「かと言って、魔王には言えないし……」

　あんなふうにわざわざ口止めされたのを破ったら、約束違い反はんで「秘密」を話してもらえないかもしれない。

　考えた末、向かったのは大臣のハデスさんの元だった。

「ハデスさん」

　夕飯後、魔王が席を外したのを見計らって声をかけた。ハデスさんは、私たちの夕飯が終わる頃になると、決まって食堂の隅すみに現れる。魔王に、内政や城内のことについて報告するためだそうだ。

『なんでしょう、お妃様』

　ハデスさんはいつも通り感じがいい。

「ロルフさんって人、知ってる？」

　そう尋ねると、彼は頷うなずいた。

『ザフツェンバールのロルフ王子なら存じております。魔王様の昔からのご友人で、現在滞たい在ざい中かと』

　友人なんだ。知らなかった。まあ確かに、そんな様子だったけど。

　だったら、私の疑念は見当外れじゃないよね。魔王が言った通り「身辺にいる」人だ。

「……あの人、あやしいと思わない？」

　おそるおそる訊くと、ハデスさんは意表をつかれたように瞬きする。

『と、おっしゃいますと……？』

「つまり……」

　あ、そうか。ハデスさんは魔物だから、預言や月星姫メルテイヤーのことを知らないのか。

「私たちの結婚の件で、魔王を陥おとしいれようとしている人がいるらしいんだけど」

　言葉を選んで説明すると、ハデスさんは驚いた様子だ。

『なんと……魔王様はそれをご存じなのですか？』

「ええ、だからそれが誰か、暴こうとしているんだけど」

　これ、言ってよかったのかな？　まあハデスさんならいいよね。

「ロルフさん、私に『魔王に関する秘密を教える』って言うの。あやしいと思わない？」

『それは……あやしいですな』

　ハデスさんは真しん剣けんな表情になる。

「明日、近くの湖畔に行ったら、その話をしてくれるって。だから私、ちょっと出かけてくるね」

『なるほど……心得ました』

「魔王には内緒って言われたから、あなただけに言っておきたかったの」

『承知いたしました。見張りの者などやりましょうか？』

「いいわ。魔物は昼間動けないでしょう？」

『それはそうですが……』

　そうこうしているうちに魔王が戻ってきたので、話を切り上げた。

「じゃあ、そういうわけだから、よろしくね」





[image: ]






　翌日、私はロルフさんに連れられて、昼下がりの湖畔を訪おとずれた。

　湖畔は、想像より素す敵てきな場所だった。若草色の緑が目に優しい、のどかで綺麗な草地。風が吹ふくと湖面にさざなみがたち、ほとりの花々が揺れる景色が優ゆう雅がだ。

　晴れていたので紫し外がい線せんが気になるところだけど、最近もっぱら夜に活動してるし、昼も城にこもってるから、ビタミンＤ不足を補うためにはちょうどいいか。

「君とここを歩けて嬉しいよ。魔物の領地だから人間は寄りつかないけど、美しい場所だろう？」

「そうですね……」

　とはいえ、私の頭の中は「秘密」の内容でいっぱいだ。

「ロルフさんって、魔王の昔からの友達なんですか？」

　いきなり切り出すのも憚はばかられたので、まずは軽く訊いてみた。

「そうだよ。マティアスに聞かなかったの？」

「ええ……」

　あなたのせいで、そんな話どころではなくなってしまったんだけど、と言いたいところをグッとこらえた。

「お互い十代の頃からの付き合いでね。魔王が即そく位いしたと聞いたときは、マティアスも殺されたと思ってたから、彼自身が魔王になったのを知って驚いたよ」

「どうして魔王が彼だと？」

「初めて謁見したとき、声と雰ふん囲い気きで気づいたよ。本人を問とい詰つめたら、打ち明けてくれたんだ」

　そんなに仲がよかったんだ。この人が裏切り者だったら、魔王は辛いだろうな……と思う。

「……それで、秘密ってなんですか？」

「ん？　まあその話はまだいいじゃない。ほら、あっちに花畑があるよ」

　けれども、その後もロルフさんは秘密について話そうとしなかった。




「それで、秘密は!?」

　陽ひが傾かたむいて帰り足になって、私は必死の形相で尋ねた。

　そこでロルフさんは、悩んだように上を向く。

「うーん……どうしようかな」

「えっ!?」

　何そのリアクション!?

「だって、それを言っちゃったら君、もう俺とデートしてくれなくなるだろう？」

「だからって、そんなの約束違反……！」

「折せつ衝しよう外交は俺の本業だからね。交こう渉しようの切り札はギリギリまで取っておかないと」

　華はなやかな笑え顔がおで、ロルフさんはそう言った。
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「なんか、どっと疲つかれた……」

　結局「秘密」は教えてもらえなかったし、ロルフさんがあやしいという証拠も得られなかった。

　帰ってきて自分の部屋へ向かっている途と中ちゆう、廊下で魔王と出くわした。

「ロルフと、どこへ出かけていた」

　その声は、いつもよりさらに硬い。

「……ハデスさんに聞いたの？」

「ハデスには言っていたのか」

　違ったのか……！　疑ってごめん、ハデスさん。

「俺は、お前たちが帰ってくるのを見かけただけだ」

「……えーっと、少し用事があって、湖畔へ行ってたの」

　それだけ言って、魔王の脇わきをすり抜ぬけようとすると、手をつかまれた。

「なっ……何!?」

　あっという間に、魔王に抱きすくめられる。彼の胸に顔を押しつけられ、身動きもできずに固まった。

「……ちょ、ちょっと!?」

　うろたえてもがいていると、魔王は腕うでの力を緩ゆるめて離れた。

「……太陽の匂においがする。湖畔に行ったのは本当のようだな」

　そう言って、私を見つめる。

「お前は俺の妃だ。軽はずみな行動は慎つつしめ」

　それを聞いて、私は仮面の奥の瞳ひとみをにらんだ。

「だったら、もっと妃らしい扱いをしてくれてもいいんじゃない？」

「何を言う？　掃除はお前の厚こう意いではないのか？」

「掃除のことじゃなくて」

「食事も一緒にとっているだろう」

「…………」

　そういうことでもなくて。言いたいけど……恥ずかしくて言えない……！

　黙だまっていると、魔王は私の言いたいことを察したようだ。

「……そういうことか」

「あなたは昔の従順な私がよかったみたいだから、今の私では夫婦らしく振ふる舞まう気もしないでしょうけど」

　気まずさをごまかそうとしたら、そんな可愛げのないセリフが口をついて出た。

「俺が言ったことを気にしていたのか」

　魔王の声は、私を気き遣づかうような口ぶりだ。

「あれは……本気ではなかった」

「べっ、別に、本気だったとしても私には関係ないんで！」

　わーん、いい歳してツンデレみたいなこと言ってしまった！

　幼よう稚ちな自分が恥ずかしくて、魔王をその場に残して、部屋に戻った。




　すっかり陽が暮れると、私の部屋をハデスさんが訪れた。

『大丈夫ですか、お妃様。ご無事に戻られたようで』

「ああ！　ありがとう、ハデスさん」

『それで、どうでした？』

「何が？」

　ハデスさんは辺りを見回し、声を潜ひそめた。

『彼が裏切り者かどうかです』

「ああ……わからなかったわ」

　本当に、ただ二人で散歩をしただけだった。収しゆう穫かくはゼロだ。

　魔王とも、相変わらず微妙なままだし……。

　──あれは……本気ではなかった。

　一応、発言を撤てつ回かいしてくれたのかな？

　でも、本心はわからない。

「……そうだ、ハデスさん。ちょっとお願いしたいことがあるんだけど」

　私が言うと、ハデスさんは真剣な顔になる。

『なんでしょう』

「夕飯のとき、いつもワインが出るじゃない？　あれ、魔王にたくさん注いであげることはできないかしら？　披ひ露ろう宴えんのときみたいに」

『はあ、可能かもしれませんが……なぜですか？』

　そう訊かれると、どう答えようか迷うけど……。

「えっと……ちょっとあの人に酔ってもらいたくて……」

　確かに酔よっ払ぱらっているときの発言は信用できないところもあるけど、この前のように話しやすい雰囲気で、彼に本当の気持ちを訊いてみたかった。

『なるほど……はい、心得ました、お妃様』

　私の発言をどう解かいしたのか、ハデスさんはニヤリと意味ありげな笑みを浮うかべた。

『そういうことでしたら、私にお任せください』

「そ、そう？　ありがとう」

　ともかく頼たのもしい援えん軍ぐんを得たので、魔王が迎えに来ないうちに部屋に入った。




　そして、その日最後の食事……便べん宜ぎ上じよう「夕食」と呼んでいるけど、実際は夜明け前の食事の時間になった。魔物の活動時間は短いので、この三回目の食事のあとに休むことになっている。ちょっと消化とダイエットには悪そうだけど……。

『魔王様。こちら、魔王様がお好きなティリュイの赤ワインでございます。本日お出ししてもよろしいですか？』

　食事の席に着いた魔王に、ハデスさんが籠かごに入ったワインボトルを持って近づいた。

「どうして今日そんなものを？　何かの宴席に取っておいたらいいだろう」

　首を傾げる魔王に、ハデスさんは困った顔をする。

『それが……この通り、コルクが破損しておりまして』

　と、籠を傾けてみせた。

『時間を置くと味を損そこねますから、なるべく早く召めし上あがった方がよろしいかと』

「そういうことなら仕方ないな。頼む」

　そこで、ハデスさんは私に小さく目配せをする。

　すごい、あの人策士だわ。




　そうして、魔王はいつもよりたくさん杯さかずきをあおり、ボトルが空いた。

『もう一本飲まれますか？』

　ハデスさんが、魔王に尋ねる。

「飲むわけないだろう。今日は終わりだ」

　にべもなく返されて、さすがのハデスさんもそこで引き下がるしかなかった。




　食事のあと、魔王が席を外すと、ハデスさんが近づいてきた。

『申し訳ございませんでした。二本目を勧すすめられるような口実が思いつきませんで……』

「いいえ、ありがとう」

　この前ほどではなかったとしても、ほとんど一人でボトルを空けたなら、普ふ通つうに考えれば相当酔っているはずだ。

『いえ、せっかくお妃様が私を頼ってくれましたのに……。お詫わびの気持ちといっては野や暮ぼですが』

　そう言うと、ハデスさんは後ろ手に持っていたものを渡してきた。

「何これ？」

　それは、薄うすいシャラシャラした布のようなものだった。

『うちの家内に命じて、人間の商人から買わせたものです。きっとお似合いになりますよ』

　広げて見てみると、どうやらそれは服らしい。ネグリジェのように見えた。
















「そんな……受け取れないわ、こんな高価そうなもの」

『とんでもない。お妃様には侍女もおらず、ご不便な思いをさせてしまっております。寝ね間ま着きのご用意もなかったと思いますゆえ』

「でも……」

『どうか、お納めください。そして、今夜はこれをお召しになってお休みくださいませ。これより、ご夫婦の寝室へご案内させます』

　そう言うと、ハデスさんは満面の笑みを浮かべて私を見た。

『この国の希望となる王子のご誕生、心より楽しみにお待ち申しております』
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「そういうことか……」

　ハデスさんがやたら親切だった理由がわかった。

　確かに、魔王の父親代わりだとしたら、孫を期待するのは当然の親心だ。「息子むすこ」が一国の主ならば、なおさらだろう。

　真実を知ったらかわいそうだな……と思う。

『魔王様、王妃様、寝室へ案内します』

　この前のように、魔物の使用人に案内される。今日の魔王は断らずに、私たちはそのまま寝室に向かった。

　次の間に一人で入って、魔王とは別に寝支度をしていたとき。

「……あ、雨」

　窓に雨あま粒つぶが叩きつけられているのを見た。いつから降っていたんだろう。気づかなかった。

「で、どうなんだろ、これ……」

　鏡に映る自分を見て呟つぶやいた。エルナさんの容姿は今日もとびきり美しいけど、問題は格好だ。

　ハデスさんからもらったネグリジェは、手て触ざわりのいい薄い布地に、レースやリボンの飾りがあしらわれたものだった。デザインだけ見れば、少女の愛らしさを引き立てるものだけど、布地を通して身体のラインが透すけて、小こ悪あく魔まめいた色いろ香かを醸かもしている気がする。

　こんなの着て出ていったら、魔王ドン引きしないかな……？　でも、着ないとせっかく買ってきてくれたハデスさんの厚意をムダにしてしまうし……！

　葛かつ藤とうの末、それを着たまま寝室へ向かった。




「……なんだ、その格好は」

　寝室に現れた私を見て、魔王はさっそくツッコんできた。

「え、ええとその、ハデスさんからいただいて……寝巻着も用意できず申し訳ないって……奥さんのお見立てらしいんだけど……へ、変？」

　しどろもどろに答えた。魔王は仮面を取っていたが、無表情で私を見ている。

　やっぱり、ワイン一本くらいじゃ酔わないか……と思ったとき。

「来い」

　ベッドに座っている魔王が、私に手を差し出している。

「え……？」

　戸と惑まどいながら手を取ると……。

「……！」

　力強く引き寄せられたかと思うと、気がついたとき、私は魔王の膝ひざの上に座すわっていた。

「えっ!?　……な、何!?」

　動どう揺ようでジタバタする私を背後から抱きしめ、魔王は耳元で言った。

「……一瞬、ロルフにもらったのかと疑った。悪かった」

　腕の力が緩んだので、私は立ち上がって離れる。

「あの人、あなたのお友達なんでしょう？　どうしてそんなに目の敵かたきにするの？」

　さっきだって。

　──ロルフとどこへ出かけていた。

　今までになく怖こわい声で、あんなふうに訊いたりして。

「……確かに、奴とは腐くされ縁えんだが、お前は俺の妃だ。奴のものではない」

「それはわかってるけど、なんで私が怒られるの？」

「別に怒ったわけではない」

「怒ったじゃない～！　ほら、今も怒ってる！」

　強めに言い返すと、魔王は私の視線から逃のがれるように顔を背そむけた。

「……怒っていた、というのとは少し違う。お前が他の男と親しげにするのが面おも白しろくなかっただけだ」

「それって……」

　ここまで来て、ようやく私も理解した。

「ヤキモチ……ってこと？」

　魔王はこちらを見ずに答えた。

「まあ……そういうことだ」

　首を伸ばしてのぞきこんでみると、その口元は恥ずかしそうに歪んでいる。

　照れてる……可愛い。

　私の視線に気づいた彼は、真顔を繕つくろって私を見つめた。

「『昔のお前なら……』などと言ったのもそのせいだ。お前がそんなに気にするとは思わなかった」

「じゃあ……今の私の方がいい？」

「当たり前だろう。前に言った通りだ」

　ん？　あれ……？

　──今のお前の方が、俺はいいと思う。

　あのときのことって、酔っ払ってて忘れてるんじゃ？

「それにしても……」

　そんなことを考えていた私に、魔王は軽く嘆たん息そくする。

「いくらお前が浮うき世よ離ばなれした月星姫メルテイヤーとはいえ……十八にもなって、そんなことまで、言わないとわからないのか？」

　ほんとは三十四なんです！　わかってなくてスイマセン……！

「……だ、だって、私はお飾りの妃なんでしょ？」

「だとしても、お前は俺の妃だからな」

　私の言葉に、魔王は冷静に返す。

　それがあなたの本音？　それを知りたくて、思いきってみることにした。

「……私のこと、どう思ってるの？」

　魔王は答えずに、じっと私の目を見つめている。

「……こ、答えてよ」

　そんな瞳で見つめられたらドキドキして、追及できなくなってしまう。

　魔王はゆっくり立ち上がって私に近づき、私の頰に手を伸ばしてくる。

「……え……っ!?」

　その瞳が揺れて、心なしか顔が近づいてくる。

　な、何……!?

　心臓がはちきれそうになって、飛びのきたい衝しよう動どうに駆られた。

　そのときだった。

「……っ……！」

　突然、魔王が私から離れ、身体を折り曲げた。

「……だ、大丈夫!?　どの発作!?」

　咄とつ嗟さに状況を理解して、彼の背中に手を当てた。

「頭痛だ。……心配いらない」

「お酒のせい？」

「いや、いつものだ」

　答えながら、魔王は頭を押さえて起き上がる。その身体を支えていた私の目に、雨に濡ぬれた窓が映った。

「……そうだ」

　魔王から離れ、私はドアの方へ向かった。

「ちょっと待ってて！」

　次の間に行くと、テーブルに置いてあった花束を取った。辺りを探し、同じくテーブルにあったコップをつかんで、寝室に戻る。

「お待たせ」

　寝室の飲み水用の瓶びんの水を少しコップに汲み、その花束を挿さした。

　魔王はさっきより落ち着いた様子で、ベッドに座って、私のすることを見ていた。

「……なんだ、それは」

「カモミールのブーケ。今日、ロルフさんに手伝ってもらって摘つんだの」

　それは本当の話だった。湖畔を散歩していたときに見つけたので、ロルフさんにもお願いして集めた。寝る前に渡そうと思って持ち歩いていたものだ。

「ハーブにはリラックス効果があるから、手に入れられないかとずっと思っていたの」

　とはいえ、私が見てわかるハーブなんて、ラベンダーとカモミールくらいしかない。湖畔を歩いていたとき、偶ぐう然ぜん、見覚えのある白い小さな菊きくのような花を見つけたので、持って帰ろうと思ったのだった。

「考えたの。他の発作はどうかわからないけど、あなたの頭痛は気圧に関係してるものじゃないかって。あなたが頭痛を訴うつたえるのは、決まって雨の日だから」

　前世の病院にも、似た症状で来院する患者さんは多かった。低気圧によって脳内の圧力が下がり、血管が広がって神経を圧あつ迫ぱくすることで起こる痛みだ。

「それ自体はどうしようもないけど……頭痛は、慢まん性せい的な緊きん張ちようや心労などの複合的な要因で発生することがわかってるの。だから、あなたの頭痛が魔ま力りよくの副作用だとしても、心を落ち着けることで、少しは症状を楽にできるんじゃないかと思って」

　花瓶代わりにしたコップを、ベッドの横のサイドテーブルに置いた。

「本当は、花束を乾かん燥そうさせて、ちゃんとしたポプリにしようかと思ってたんだけど、とりあえずね」

　コップのカモミールは、匂いはそれほど強くないけれども、そこにあるだけで雨の室内を爽さわやかにしてくれるような清せい涼りよう感があった。

「具合はどう？」

　私の話をじっと聞いていた魔王は、そこでこちらを見た。

「……いろいろと悪かった」

　私の目を見つめて、彼は口を開いた。

「お前は、いつも俺のことを考えてくれているんだな」

　そう言ってから視線を外し、俯きがちに正面を向く。

「……いや、謝あやまるのは、ロルフとのことだけではないな」

「えっ……？」

「俺は、お前を疑っていた。裏切り者のことを話したのは、お前を試ためすためだった。俺の意識が裏切り者の方に向かっていることを教えれば、お前が本ほん性しようを表すかもしれないと思った」

　何を言っているのだろう、と魔王を見つめた。

「お前は月星姫メルテイヤーだ。月星姫メルテイヤーは魔王の弱点であり、アテーリエ教の人間でもある。お前自身、俺を忌いむべき存在として、俺と契る機会を狙ねらっているのではないかと思っていた。何かと俺の世話を焼くのも、そうやって俺を油断させ、懐かい柔じゆうするつもりではないかと。月星姫メルテイヤーなら、魔王の気を引くためのあらゆる手て管くだを心得ていても不思議はない」

「そんな……！」

　本当のエルナさんがどうだったかはわからないけど。少なくとも、私には魔王の魔力を積極的に奪うばおうとする動機などない。

「私、ほんとにあなたに治ってほしくて……」

「ああ、わかっている」

　訴える私に、魔王は大きく頷いてみせる。

「酔ったのにかこつけて、俺の方から迫せまってみたが、お前は乗ってこなかった。純情そうに振る舞って取り入る作戦かもしれないと、それからも幾いく度どか機会を与あたえてみたが、お前はそのことにすら気づいていない様子だ」

「えっ……」

　それで、酔ったときの魔王の行動についてはわかったけど。

　幾度かの機会って何？

　この人に迫れる機会なんてあった？

「…………」

　頭をフル回転させても、何も思いつかない。

　しばらくの沈ちん黙もくの後、魔王は立ち上がった。私の前に来て、無言で見つめてくる。

「仮面の下の素顔を見られて、お前に正体を知られたとき……心のどこかに、お前の情を信じたい気持ちが湧わき上あがるのを感じた。お前は優やさしい娘むすめだったから、亡なき親友の兄を陥れることは望まないだろうと」

　そうか。エルナさんは、魔王の正体を知らなかったんだよね。知っていたらどうだったんだろう？

　それでも、月星姫メルテイヤーとしての使命をまっとうするため、魔王に嫁とついだんだろうか……。

「だが、何度も言うが、お前は月星姫メルテイヤーだ。お前に心を許して、裏切られるのが怖かった。……しかし、お前を試しているうちに、俺は自分の気持ちに気づかざるを得なくなった」

　どういうこと……？　胸が一段とドキドキする。

「……もう、お前に頑かたくなな態度を取るのはやめにする。飾りではない、お前は俺の妃だ」

　今、なんて……？

　呆ぼう然ぜんとする私に、魔王は続けて言った。

「これ以上のことは、また日を改めて言いたい。この前も、今日も酒の力を借りてでは、お前に信用してもらえなくなる」

　それを聞いて、魔王を見上げる。

「この前のこと……覚えてたの？」

　魔王は、口くちの端はを上げて笑った。

「当たり前だろう。酔っていたとはいえ、酒は強い方だ」

　そうして、気まずさを嚙かみ殺ころした顔で、少し俯いた。

「気恥ずかしくて、覚えていないフリをしたが」

　それで、さっきからの言葉の意味もわかった。

　じゃあ私、本当に信じていいんだ。魔王は私を気に入ってくれているって。

「……気分は？　頭痛は大丈夫？」

　嬉しくて、私の顔にも微笑が浮かんだ。

「ああ。お前のおかげだな」

　そう言って、魔王が改めて私を見た。

「それで、そろそろ休んだ方がいいと思うのだが？」

「あ……」

　そうか。そうね、ここは寝室だもんね……。

　恥ずかしさをこらえながらベッドに横たわると、魔王は反対側からベッドに入った。

「……どうして向こうを向いている？」

　魔王に背を向けていると、背中越ごしに声をかけられた。

　なので、おずおずと身体の向きを直し、天てん井じようを向いて仰ぎよう臥がした。

「わざとか？　そうではないだろう」

　ツッコまれてしまい、とうとう魔王の方を向くことになった。

　広いベッドなのに、思いの外ほか近くに彼の顔がある。

「……あの、こんなにベッド狭せまかった？」

　必死で動どう悸きを抑おさえようとしていると、魔王はフッと笑った。

　あ、ヤバい……死ぬほどかっこいい。

「安心しろ、取って食いはしない。これでも元は人間だからな」

　そう言って、私の頭をポンと撫なでる。

「いつも気が強いお前の、可愛いところを見たいだけだ」

　な、なんてこと……！

　ますます頰が熱くなってしまって、ダメだ、これじゃ魔王の思うツボだ。

「そんな顔をされると、もっと見ていたくなるが……とりあえずこの辺りにして、病人は安静にしておこう」

　と、魔王は私から距きよ離りを取った。

　よかった……とほっとする。

「……まだどこか悪いの？」

　心配して尋ねると、魔王は短く首を振った。

「いや。……おかげで、以前より発作も減っているように感じる」

　私に答えて、上にある窓の方を見る。

「天候が体調に影えい響きようするなど思いもしなかった。今度から、雨の日は気をつけよう」

　素す直なおな魔王の言葉を聞いて、微笑んだ。そんな私を見て、魔王も目を細める。

「お前はすごいな。どこでその知識を学んだ？」

「えっ……」

　どうしよう。本当のことを言って、信じてもらえるとも思えないけど……。

　迷っていると、魔王は微笑を引っ込めた。

「……いや、聞きたいのはそれだけじゃないな。昼は長いし、少し話をしよう」

　そう言うと、魔王は真面目な顔つきで私を見つめた。

「お前のことを話してほしい。病気で記き憶おくをなくしたと言っていたな？　そのせいか、今のお前は、昔のお前とは別人のように感じる……今のお前のことを知りたい」

「……えっ……と……」

　思わず目を伏ふせて、少し考えた。

　変な奴と思われるかもしれない。それでも、この人のことを信じて言ってみよう……そんなふうに思えた。

「……私、前の人生の記憶があるの。……正確には、前の人生の記憶しかないというか……記憶をなくしたと言ったのは、そのことで」

　魔王は、私をじっと見つめて話を聞いていた。

「前世の私は、全然違う世界の人間で……私は看護師として病院で働いていた。看護の知識があるのはそのおかげ」

　そこで、魔王が口を開いた。

「カンゴシとは？」

「病院にいる患者さんのお世話をする人のこと」

「医者とは違うのか」

　今まで訊かれたことのない問いだったので、少し考えた。

「お医者さんが病気を治そうとする人なら、看護師は病気の人に寄より添そう人……かな」

　つい最近までブラック病びよう棟とうで働いていた日々が、もう遠い昔のことのように思える。あんなに大変だったのに、今となってはただ懐かしかった。

　そんな私の気持ちが伝わったのか、魔王の表情が曇くもる。

「前世に未練があるのか」

　私は静かに首を振った。

「死んじゃったのは仕方ないから。……でも……」

　それは、今までなるべく考えないようにしてきたことだった。

「看護師として、もっと多くの人の助けになりたかった。それに……もっと家族と一緒にいたかったな……」

　言っているうちに、涙なみだが溢あふれてきた。横になっているので、両目を通った涙がシーツに染しみ込こんでいくのを感じる。

　ぼやけた視界の向こうから、肌はだ色いろが近づいてくる。魔王が指で涙を拭ぬぐってくれたのだと気づいた。

「俺がいる」

　魔王の声は、優しくて温かかった。

「俺がお前の家族だ。病を治すべき患者も、ここにたくさんいる」

　聞いているうちに、さらに涙が溢れてきてしまう。

　つい最近まで、自分が結婚するなんて思ってもみなかった。でも、したくなかったわけじゃない。

　私が好きになった人が、私を好きになってくれる。ただそれだけのシンプルな奇き跡せきが、繰くり返かえされる日常の中で、いつか自分の身にも起こることを願っていた。

　エルナさんの人生の続きだと思ってした政略結婚が、まさかこんな幸せに導いてくれるなんて。

　ただ……一つだけ。

　彼が優しければ優しいほど、胸が苦しくなるのは……。

「一度魔力を失った魔王は、もう二度と魔力を取り戻せないの？」

　そう尋ねてみると、魔王は眉をひそめた。

「どういうことだ？」

「つまり……あなたはもともとハデスさんに魔力をもらったんでしょ？　魔力を失っても、また与えてもらえば……」

　私の言葉に魔王は軽く首を振る。

「一人の人間に魔力が与えられるのは一度きりだ。どんなに強力な力を持つ魔物でも、二度目は与えられない」

「……そう……」

「それに、問題はそこではないだろう」

　その言葉の真意はわからなかったけど、このままでは私たちは本当の夫婦にはなれない。

　──この国の希望となる王子のご誕生、心より楽しみにお待ち申しております。

　こんな妃が来てしまって、ハデスさんにも申し訳ないなと思った。

「人間のあなたと結婚できたらよかったのに……」

　仕方ないことだとはわかっていた。それでも、言わずにはいられない。

　言ってしまったあとで、恥ずかしくなって、魔王に背を向けた。

　すると……。

　衣きぬ擦ずれの音がして、温かい腕が首の前に回ってきた。魔王に背中から抱きしめられたのだった。

「……！」

　再び心しん拍ぱく数が急きゆう上じよう昇しようして、生きた心地ここちがしなくなる。

「これが運命だ。俺が魔王にならなければ、お前はここに嫁いでこなかった」

　低い落ち着いた声が、耳元で囁ささやいた。

「俺は、お前と共に生きたい」

　私をぎゅっと抱きしめて、魔王がそう言った。

「私も……」

　そう答えると、腕の力が強くなる。

　鼓こ動どうが、これ以上ないくらい速く感じた。

「ならば、陽が落ちるまでこのままこうしていよう」

　彼が喋しやべるたび、耳に息がかかる。背中には温かい身体を感じて、幸せとドキドキで涙がこみ上げてくる。

「顔を見たら、これ以上のことがしたくなる」

「……それって、どういう……」

　訊かなくても、さすがに意味はわかってる。でも、恥ずかしくて爆ばく発はつしそうで、真っ赤な顔を見せないように前を向いたまま、降り続く雨音に耳を澄すませるので精せい一いつ杯ぱいだった。
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　雨は昼過ぎに上がり、私は一人起き床しようして寝室を出た。

　魔王はまだ寝ている。ずっとドキドキしていて、よく見られなかったけど。

「はあ……」

　何度目かわからないため息をつきながら、城の廊下を掃除した。

　いやなことがあったわけではない。ゆうべのことを思い出すたび、幸せな恥ずかしさに襲おそわれる。

　だけど、やっぱり一つだけ。

　──俺が望むのは、世の平和だ。それが叶かなうなら、俺自身は魔力を失って、ただの人間に戻ってもかまわない。

　初夜のときのあの言葉が、魔王の本音だったのだとしたら。

　──ならば、陽が落ちるまでこのままこうしていよう。

　私たち、いつまでそんな夫婦なのかな、という疑問が頭をよぎった。
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　その日の夕食の席で、魔王が私に言った。

「お前がこの前言っていたこと、よく考えてみた」

「えっ!?　な、何……!?」

　ちょうど考えていたのが魔王とのことだったので、なんの話かとドキッとする。

「魔物の病院のことだ。あのときは現実的ではないと思ったが……今朝のお前の話を聞いて、考えが変わった。難しいとは思うが、実現に向けて動きたい」

「あ……」

　──看護師として、もっと多くの人の助けになりたかった。

　私の願いを、聞いてくれるんだ……。

「まず厄介なのは、立地の問題だ。人間の領地に建てれば魔物が行きづらいし、魔物の領地に建てれば人間が働きに通いづらい。微妙なところだが……」

　少し考えてから、魔王は続けた。

「場所の候補の選定は、ロルフに頼たのもうと思う」

「えっ？」

「人間が治める土地のいずれに場所を決めても、領主との話し合いは難航すると思われる。交渉ごとは奴の得意分野だ。うまく根回ししてくれるだろう」

「…………」

　ロルフさん……ロルフさんか……。

「……どうした。何か不満があるのか？」

「いえ……」

　まさか、証拠もないのにロルフさんを疑っているとも言えない。

　確かに証拠はないんだけど、なんかあやしい。やたらと、魔王に内緒にするよう言ってくるし。

　魔王に、言ってみようかな？　でも、「秘密」の内容を聞くまでは、ヘタなことはしたくないし……。

「それでいいなら、奴に言っておく。進展があれば、お前にも適てき宜ぎ報告しよう」

「あ、うん……お願いします」

　結局、その場の話はそれで終わってしまった。




　そして、食事が終わってからのことだった。

「では、少し出てくる」

　魔王は、夕食のあといつも席を外す。手洗いか何かの用なんだろうけど、今日はそれに少し焦った。

「あ、あの！」

　呼び止めると、魔王が止まって振り返る。

「なんだ？」

「……今日は、どの部屋で休めば？」

　昨日の今日だし、これからはずっと夫婦の寝室で一緒に……ということなのだろうか？　どうしていいかわからなくて、寝支度は自分の部屋に置いてきてしまった。

「ああ……」

　仮面越しに、魔王の戸惑いが伝わってくるような気がした。

「……いや、自分の部屋に帰ってかまわない。戻ってきたら送る」

「…………」

　魔王の返事に、少なからずショックを受けている自分に気がついた。

「今朝はよく休めていなかっただろう。早起きして掃除しているようだし、今日はゆっくり寝るといい」

　あ……気づかれてたのか。

　ドキドキしてほとんど眠れなかったのがバレていたとしたら、かなり恥ずかしい。

「……わかった」

　魔王が私を気遣ってくれたのはわかる。ありがたいし、大事にされているようで嬉しいし、正直ほっとする気持ちもあるんだけど……。

　月星姫メルテイヤーと契ると、魔王は魔力を失う。

　自分は魔力を失ってもいい、なんて言っておきながら……結局は、それを恐おそれているんじゃない？

　そう思ってしまう気持ちも、どこかにあるのだった。
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　心にしこりを残したまま、何日かが過ぎた。

　今日は、人間の使節団との面会の日だ。

　魔物の城にやってくる人間に配はい慮りよして、謁見は真昼に行われた。謁見自体は形式的なものに終始し、会食やお茶もなくお開きになった。

「ふぅ～……」

　それでも、初めて会う各国の貴族大使の前で笑顔を心がけていたので、彼らが帰るとどっと疲れた。

　いつも掃除で訪れる納屋近くの庭石に腰こしを下ろし、今日の掃除は休みにしよう、などと考えていたとき。

「エルナちゃん」

　聞き覚えのある声がした方を見ると、そこにいたのはやはりロルフさんだった。

「ああ……どうも」

「その様子だと、相当気を張ってたみたいだね。お疲れ様」

　そう言って、笑いながら近づいてくる。

「……どうしたんですか？」

　何しにきたんですかと訊きたかったが、さすがに気が引けてオブラートに包んだ。それゆえ本心が伝わらなかったのか、ロルフさんは朗ほがらかに微笑んだ。

「各国大使もお帰りになったし、俺も帰ろうかと思って、挨拶にきたんだよ」

「えっ」

　この人はまだ何日もいるような気がしていたので、意外で声を上げた。

　それに気をよくしたのか、ロルフさんは上じよう機き嫌げんで笑う。

「あ、引き止めてくれるの？　俺がいないと寂さびしい？」

　いえ、別に……と答えていいのかなと思っていると、向こうに発言を引き取られた。

「心配しなくても、またすぐに来るよ。病院の話でね」

「あ……」

　そうか。もう魔王が話をしたんだ。

「建設地、当てがあるんですか？」

「まあ、いろいろね。出向いて話してみないとわからないけど、期待してていいよ」

「よろしくお願いします」

　そこは真面目に頼みたいので、軽く頭を下げた。そして、顔を上げて間かん髪はつを容いれずに言った。

「で、『秘密』の話は？」

「え？　ああ……」

　ロルフさんはとぼけたように空を見る。

「じゃあ、それも次に会ったときにね」

　うまくはぐらかされてしまいそうなので、もうひと粘ねばりしようと思ったときだった。

「それにしても、今日の謁見は、人間にとって誤算だったろうね」

「……なんですか、それ」

「なんですかって、人間の立場にしてみたらそうだろう？」

　皮肉げに微笑むロルフさんの顔は、いつもとは別人のように見える。

「人間は狡こう猾かつだ。月星姫メルテイヤーを送ったのは、もちろん魔王と契って魔力を失わせるためだけど、もし月星姫メルテイヤーが魔王や他の魔物に喰くわれても、約束違反だと和平を反ほ故ごにして、攻せめ込むことができるからだよ。そのときに魔王が魔力を失っていたら、こんなに都合のいいことはない」

「そんな……」

　じゃあ、月星姫メルテイヤーはほんとに生いけ贄にえじゃない。エルナさんはすべてわかっていたとはいえ、ひどい話だ。

「人間側の筋書きとしては、今日の謁見に王妃がいないことを確かく認にんして、魔王に理由を問い詰める。契ったことで死んだにせよ、そうでないにせよ、和平の証あかしの姫ひめを大事に扱あつかわなかったと、戦争状態に突とつ入にゆうする口実にするつもりだったんだろう」

「なんてことを……」

　そんなの卑ひ怯きようすぎる。魔王は、ちゃんと人間と和平を結ぶつもりだったのに……。

　怒いかりに震ふるえながらロルフさんの言葉を反はん芻すうしていて、ふと「あれ？」と思った。

「『契ったことで死ぬ』って？　どういうこと？」

　訊いた私に、ロルフさんは「ん？」と答える。

「その通りの意味だよ」

　その通り？？

　意味がわからずポカンとしていると、ロルフさんは眉根を寄せて私を見た。

「君はすべてを覚かく悟ごして、ここへ来たんだろう？　そんな若い身空で大したものだよ」

「えっ……？」

　だから、どういうこと？

「月星姫メルテイヤーは、いつ現れるかも知れない魔王に嫁いで契り、死をもって人間を救うために育てられた娘……。小さい頃から、死の覚悟はできていた？」

「はい？」

　えーと、ちょっと待って。つまり、今の話をまとめると……。

「……月星姫メルテイヤーは、魔王と契ると死ぬんですか？」

　すると、ロルフさんはおかしそうに笑った。

「どうしたの？　人間ならみんな知っている預言を、月星姫メルテイヤー本人が忘れる冗じよう談だん？　……『月星姫メルテイヤーと魔王が契れば、月星姫メルテイヤーは命を失い、魔王は魔力を失う』……ってね」

「そ……」

　そんな！　何それ、聞いてない！　なんで誰も言ってくれなかったのー!?

　ってそうか、月星姫メルテイヤーなら当然知ってる預言なのか。

　司教さんたちも、私にとってマイナスな情報については、わざわざ確認しなかったんだろう。その気持ちもわかる。

　エルナさんは、そんな覚悟をして結婚の準備をしていたんだ……まさか、魔王に嫁ぐ前に死んじゃうとは思わず。

「君を尊敬するよ。俺が月星姫メルテイヤーだったら、どんな手を使っても、ここへ来る前に逃にげ出だしたろうに」

「…………」

　いや、違う。私がここに来られたのは、何も知らなかったからだ。魔物が人間を喰らうことも、魔王と契ると月星姫メルテイヤーが死ぬことも、私はこの世界のことを何も知らなかった。無知ゆえに、私は強かったんだ。

　無知ゆえに……。

「……！」

　そのとき、魔王の言動が、私の中で繫つながった。

　──死は恐れません。

　──そうだった。お前は月星姫メルテイヤーだったな。

　あれは、そういうことだったのか。

　──もう大事なものを失いたくなくて、わざとお前を遠ざけていた。

　あのセリフの意味も、ようやくわかった。

　──私たち……何もなかったわよね？

　──当たり前だろう。

　当たり前だったのは、私が生きていたから。

　──それに、問題はそこではないだろう。

　魔王が失うことを恐れていたのは、魔力じゃなくて……。

　──俺は、お前と共に生きたい。

　あのときの言葉が、まさかそんな意味だったなんて……。

　私、魔王にひどいことした。夫婦らしく一緒にいたいと思ったりしたせいで、あの人を試すようなことをしてしまった。

「……エルナちゃん？」

　いきなり立ち上がった私を、ロルフさんが驚いたように見る。

「どこ行くの？」

「ちょっと急用で！」

　そう言い置いて、城へ向かって走り出した。

「じゃあねー！　また来るからね～！」

　ロルフさんの声が、背中に降ってきた。




　城の中を走って、魔王の部屋にやってきた。まだ陽は落ちていないけど、さっきまで公務だったから、今日は起きているはずだ。

「私よ、開けて！」

　ノックしながら声をかけると、ややあってドアが開く。

「なんだ。掃除はするのに、ドアは自分で開けないお姫様か？　鍵かぎはかかっていない」

　あ、そうだったのか……と薄く赤面する。

「なんの用だ」

　あの夜以降も、普段の魔王はこんな感じだ。あの肖しよう像ぞう画がを見ていなかったら、もともとこういう人だと思ったのかもしれないけど。

　私は信じてる。本当は優しい人なんだ。魔王を騙だまして魔力を奪おうとする人間なんかより、よっぽど人間らしい人だって。

「あなたの顔を見て話したい」

　私が言うと、魔王は部屋の中を示した。

「……入れ」

　私が部屋に入ってドアを閉めるのを確認して、魔王はこちらに背を向けた。

　机にコトンと仮面が置かれて、素顔の魔王が私を見つめた。

「……どうした？」

「ごめんなさい……」

　顔が見えただけで、彼が優しくなったように感じる。そのことが胸にしみて、堰せきを切ったように言葉が出た。

「ごめんなさい、私……あなたが私を抱きしめたまま、どんな思いで眠りについたか気づかなくて」

　魔王は、少し怪け訝げんな顔をしたが、そのまま耳を傾けていた。

「私、自分のことしか考えてなくて……口ではいろいろ言っても、あなたは魔王としての魔力を失いたくないだけなんだと思ったりしてたけど」

　床を見ながら一気に言って、魔王の顔を見上げた。

「あなたが私を遠ざけていたのは、私の命を守るためだったの……？」

　魔王は私を見つめて、驚いた様子だった。やがて、その顔が苦笑めいた微笑に彩いろどられる。

「急に何を言い出すかと思えば……お前という奴は」

　魔王が歩み寄ってきて、私の両手を握にぎった。
















　緊張で固まる私に、彼は優しい声こわ色いろで言った。

「人間たちにとっては誤算だな。こんな可愛い妻を、一瞬の欲のために手放せるわけがない」

　手に力が込められ、今だけは恥ずかしさも忘れて、全身がとろけそうな喜びに満ちる。

　午後のうららかな光の中、私は今、幸せだった。
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　その日から、私たちの関係は変わったと思う。

「ゆっくり息を吸って。大だい丈じよう夫ぶ、落ち着いて」

　発ほつ作さの応急処置をしているとき、魔ま王おうは私の手を握にぎってきた。

「エルナ……」

　耳元で囁ささやかれ、ドキドキして処置どころではなくなる。さらに、発作が治まると、彼かれは私を抱だきしめてきた。

「ありがとう」

「……なっ……!?」

　耳じ朶だにキスされて、首まで真っ赤に染まるのを感じる。

「何するの!?　人が真面目に手当てしてるのに……！」

　恥はずかしくて猛もう抗こう議ぎすると、魔王はそんな私を見てフッと笑った。

「俺おれも、真面目に感謝を示しただけだ」

「……～～ッ！」

　それ以上言い返すこともできず、再び抱きしめられるのだった。

「そんな顔をすればするほど、俺の思うツボだ。諦あきらめろ」

　ぐうの音も出ないほど、私は魔王に翻ほん弄ろうされていた。




　その一方で、甘あまやかされてもいた。

「何度言ったらわかる？　一人で夜の城を歩くな」

　私が一人で移動しようとすると、魔王は食事を中座してでもついてきた。

「で、でも、ちょっと物を取りに行くだけだから」

「その油断が命取りだ。用があるときは俺に言え」

　厳しく言って、私の背にエスコートの手を添そえる。

「披ひ露ろう宴えんをやったし、みんな私のことを妃きさきだと知ってるはずだけど？」

「確かにそうだ。ハデスのようにわきまえている者は少ないが、普ふ通つうの魔ま物ものにも最低限の理性はあるはずだしな」

「だったら……」

「だが」

　そう言って、魔王は私を見つめる。

「お前に万が一のことがあったらと思うと心配だ」

　胸むねの奥おくが熱くなって、そこからはもう何も反論できなかった。




　そんな私たちの様子を見て、喜びを隠かくせない様子なのはハデスさんだ。

『お妃様』

　夕食後、いつものように魔王が席を外したときに、ハデスさんが私のところへやってきた。

『あの寝ね間ま着きはいかがでした？　気に入っていただけましたか？』

「ああ、ええ。ありがとう。少し大人っぽい気がして恥ずかしかったけど」

『そんなことはございません。お妃様は、お歳としのわりに大人びた雰ふん囲い気きがございますから、よくお似合いになったでしょう』

「はあ……」

　褒ほめてもらえて嬉うれしいけど、中身はリアルに大人なのでいまいち素す直なおに喜べない。

　当然ながらハデスさんに悪気はなく、私を見てニコニコしている。

『それで……お世よ継つぎは期待できそうですか？』

「！」

　そうだった……。この人にはそれを期待されてるんだった。

「も、もちろんよ、任せて！」

　申し訳ないけど、そう言っておくしかないよね？

『そうですか！　それは楽しみです』

　嬉しそうなハデスさんを見ていたら、胸がちくりと痛んだ。
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　私と魔王の関係は良好だったけど、そこで気になってくるのは裏切り者の黒幕の動向だ。

　魔王に「協力しろ」と言われた手前、なんとかして力になりたい。あまり決めつけすぎるのはよくないけど、他の可能性を考えるためにも、このへんではっきりさせておきたい問題があった。

「ロルフさんは、黒なのか白なのか……」

　ある日の昼下がり、廊ろう下かの拭ふき掃そう除じをしながら考えた。

「裏切り者の黒幕ってことは、私が月星姫メルテイヤーと知って、ここへ送おくり込こんだ者ってことよね」

　エルナさんは、月星姫メルテイヤーとして、司教さんたちに大事に育てられていた。月星姫メルテイヤーは、自分の身を犠ぎ牲せいにして、魔王の脅きよう威いから人々を救う救世主だから。

　でも、私と魔王の結けつ婚こんは、表向きには「和平の証あかし」。当然、人間と魔物の話し合いでもそうなっていたはずで。実際に婚こん姻いんをまとめる際に、裏切り者がうまく働いて、何も知らない魔物たちを騙だましたということになる。

　その点で、裏切り者がロルフさんであることに何も不思議はない。

　──交こう渉しようごとは奴やつの得意分野だ。うまく根回ししてくれるだろう。

　預言を知る人間だし、魔王にあんなふうに言われるくらい、外交能力に長たけているんだから。

　もしロルフさんが裏切り者の黒幕だとしたら、狙ねらいはなんなのだろう。

　もちろん、人間としては、魔物の長が力を失うことはいいことなのかもしれないけど。それだけのために、あの人が動くだろうか？

　あの人だけが得をすることが、何かあるんじゃないだろうか。

　そのヒントが、今までの言動の中にあるかもしれない。何か普ふ段だんとは違ちがった様子を見せたりとか……。

「……ちょっと待って」

　ふと思い当たったことがあって、掃除の手を止めた。

　あれは、使節団の謁えつ見けんがあった日のことだ。いつも人当たりのいい笑えみを絶やさない彼が、帰る直前、私に話しかけてきたときだけは様子が違った。

　──それにしても、今日の謁見は、人間にとって誤算だったろうね。

　──人間の立場にしてみたらそうだろう？

　──人間は狡こう猾かつだ。

　あの言い方も気になる。まるで、人間の味方ではないような……自分も人間なのに。

　そこまで考えて、はっとした。

「もし、人間じゃなかったら……？」

　可能性はゼロではない。現に、魔王だって、見た目は人間そのものだ。

「そういえば、私の部屋に入ってきたとき……」

　──イテテ……！

　彼がもし魔物なら、あれは魔物になった人間に起こる副作用の発作だったのかもしれない。

「そんな……」

　驚くべきことだ。でも、否定できない。

　もし、ロルフさんが魔物だとして。彼の狙いは……？　魔王から魔ま力りよくを奪うばって、何かいいことがあるんだろうか。

　そう考えて、思い出した。

　──王子といっても、ロルフは王位継けい承しようが絶望的な第八王子だ。

　魔王の発言だ。それに対して、ロルフさんは苦々しい顔をしていた。

　──俺は、正式には第十二王子。我わが国くにでは庶しよ子しにも王位継承権が認められているから、肩かた書がきは「王子」だけど、侍じ女じよが母親だから扱あつかいは一いつ般ぱん貴族以下だね。

「まさか……」

　まさかとは思うけど……。

　魔力を失った魔王を玉座から引きずりおろして、自分が魔王になるつもり……？

　だとすれば、月星姫メルテイヤーを魔王に嫁とつがせることに成功した今は、私と魔王の関係が気になるはずだ。だって、私は生きているんだから。

　──なんの悩なやみ？　俺、女の人の相談に乗るの得意だよ？

　あの親切めいた発言も、もしかすると、それを知りたいがための質問だったのかもしれない。

　考えてみれば、いくら狩かりのためとはいえ、魔物だらけの城に身分ある人が供もつけずにやってきて、一週間も不必要に滞たい在ざいしていたのも妙みようだ。

　彼は何かを探さぐろうとしていたんじゃないだろうか。




　そんなことを考えて、一人悶もん々もんとしていたときのことだった。

「そういえば、ロルフから手紙が来た。病院建設の候補地が見つかったそうだ」

　食事の席で、魔王がそんなことを言ってきた。

「えっ？　もう？」

「あいつに頼たのめば、早く進むとは思っていたが。来週視察に行くから、よかったら一いつ緒しよに行かないかと打だ診しんしてきた」

「えっ、行く！」

　念願の魔物のための病院が、こんなに早く実現に近づくなんて。

　これで、病やんでいる魔物たちをいい環かん境きように移せる……と考えてはっとした。

　もしロルフさんが裏切り者の黒幕だったら、これっていいんだろうか？

「お前はそう言うと思っていた。ならば、俺も行かないとな」

　魔王は、ほほえましげに言って私を見ている。だから、今さら乗り気でないそぶりもできなくて……。

「……その視察って、ロルフさんは来る……よね？」

「当たり前だろう。この件については、奴が主しゆ催さいだ」

「…………」

　ど、どうしよう。

「ロルフさんって……その、あやしくない？」

　思いきって言うと、魔王の緊きん張ちようが仮面越ごしに伝わってきた。

「……それはどういう意味だ？」

「え？　どういうって……」

「まさか、奴に何かされたのではないだろうな？」

「ち、違う違う！　そういうんじゃなくて」

「それならよかった。あいつが胡う散さん臭くさいのは昔からだ」

　それで話が終わってしまったので、なんとなくそれ以上言えなくなってしまった。前の経けい緯いがあるし、あまりしつこくロルフさんの話をして、「あいつと何かあるのか？」などと勘かん繰ぐられたくない気持ちもあった。




　夕飯が終わって、今日も魔王が席を外すと、ハデスさんが近づいてきた。

『……ご心配ごとですか？』

　心配そうなハデスさんを見て、傍はた目めにわかるほど浮うかない顔をしていたのかと気づいた。

「ええ……話は聞いたでしょう？　病院の視察のこと。ロルフさんが裏切り者だとしたら、一緒に行って大丈夫か不安で」

『私にできることがありましたら、なんなりとおっしゃってください』

「そう……？」

　ハデスさんがそう言ってくれるので、少し考えた。

「ハデスさんって、すごい魔力を持ってるのよね？」

　それに、魔王から絶大な信しん頼らいを受けている。夜間、城を一人で歩くなと言う魔王が、ハデスさんがいるときは、こうして私を一人にできるのだから。

『恐おそれながら……』

　ハデスさんは恐きよう縮しゆくしたように頷うなずいた。

「それなら、一緒に視察に来てくれない？　ロルフさんが妙な動きをしたら、その力でなんとかしてほしいの」

　ハデスさんは、しばらく考えて頷いた。

『かしこまりました。私でよろしければ、お供させていただきましょう。魔王様に申し上げてみます』

「ほんと？　ありがとう」

　これで、ロルフさんが何かしようとしても大丈夫だろう。そう考えて、とりあえず安あん堵どしたのだった。
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　そんな毎日の中で。

『お妃様の言った通り、だんだんよくなってきやした』

　いつものように昼間魔物の部屋を訪ねると、蛙かえる頭の魔物が眠ねむい目をこすりながら言った。

『足を切り落とさなくてよかったです』

「当たり前よ。ちゃんと手当てすれば怪け我がは治るの」

　こんなことを大真面目に言ったのは初めてだった。

　蛙頭だけでなく、看病していた魔物たちはみんな快方に向かっていた。薬も衛生用品も足りないので回復の速度は緩ゆるやかだけど、確実によくはなっている。

「……ふぅ。今日の見回り終しゆう了りよう！」

　額の汗あせを拭ぬぐいながら、魔物の部屋を出たときだった。

「一人で出歩くなと言っただろう」

　廊下に、仮面の魔王がいた。

「えっ……ええっ？　あれって夜の話じゃ？」

「昼間でも、魔物の部屋をうろつくのは別だ。寝ね起おきで判断力も鈍にぶっている」

「でも……」

　だったらどうしたらいいのかと見ていると、魔王は私の背に手を置いて歩き出す。

「俺に言え。こうしてお前についていく」

「えっ、あなたは昼間寝てるんじゃ……」

「元は人間だ。昼起きているのは慣れている」

「でも、健康のためにも、少しでも休養を取った方が……」

「では、お前の健康のことは誰だれが心配してやるんだ？」

　遮さえぎって言われ、はっとして立ち止まった。

「お前は夜中も昼間も活動している。一人で魔物たちの看病をして、掃除まで」

「でも、私がやるしかないし……」

　ああ、前世でもそうだったな。忙いそがしいのはみんな同じだと思って、仕事を一人でどんどん抱かかえていった。毎日しんどかったけど、それが働くってことだと思ってたし。

　そんなことを十年以上続けた結果、まさか過労死しちゃうなんて、思ってもいなかった。

「俺にできることはないか？」

　前世の私にも、こんなことを言ってくれる人がいれば……私は死ななかったかもしれない。

　でも……死んだからこそ、この人に出会えたんだよね。

「……魔王が、城の掃除をするの？」

　冗じよう談だんめかして訊きくと、仮面の奥の目が私を見つめた。

「それで済むなら手伝ってやるが、根本的な解決にはなるまい」

　冷静な声で、魔王は言った。

「この城の問題は人手不足だ。人間の使用人がいないせいで、外も内も荒こう廃はいしている」

「……求人を出す？」

「人間は、この城を恐れている。いくら高い給きゆう与よを示しても、喰くわれると思って働きに来ない」

　実際、過去にメイドが喰われてるらしいし、その懸け念ねんは見当外れじゃないもんなぁ……。

「数の問題だ。魔物の群れに一人の人間を放り込むから喰われる。まとまった数の人間を雇やとって、ある程度集団行動させるようにすればいい……それはわかっているのだが」

「それには、人間全体の魔物への意識を変えないといけない……か」

　どうすればいいだろう、と思って呟つぶやいてから。

「あ」

　さらなる問題に気がついた。

「病院の人手も同じよね」

　ロルフさんに頼んだのは、あくまでも立地の問題だけだ。

「たとえ建物が建っても、中で働く人がいなかったら、病院はできない……」

　最初に魔王に言われていたことだけど、計画が動き出したからには真しん剣けんに考えなくてはならない。

「……そんなに深刻な顔をするな。気持ちが入ると根を詰つめすぎるのは、お前のよくない癖くせだ。興味のないことには適当なくせに」

「それは……最初の頃ころの掃除のことですかね」

　魔王に指ツーされたのを思い出していると、魔王は「だが……」と言った。

「他人の看病については、お前は最初から真剣だったな」

　見上げると、仮面の奥の真しん摯しな瞳ひとみと目が合った。

「病院の人手のことは、俺も考える。一緒に知ち恵えを出し合って、なんとかお前の夢を実現させよう」

　そう言ってくれた声が温かくて、嬉しくて。

「ありがとう……！」

　仮面の頰ほおを、そっと撫なでた。奥手な私でも、仮面越しならこれくらいできる。

　すると、急にその手を取られて、力をこめて握られる。

「……そんなものでは足りないな」

「えっ……!?」

　戸と惑まどっていると、手を引かれて抱き寄せられた。気がつくと、魔王に後ろから抱きしめられていた。

「ちょ、ちょっと！　それに誰か来たら……！」

　たしなめようとしたとき、目の前の魔物の部屋から、誰かが出てきた。

「わっ！」

　びっくりして、大きな声を上げてしまった。

『……魔王様、お妃様』

　それは、ハデスさんだった。ハデスさんも驚いた様子で私たちを見ている。

「ち、違うの、これは……」

　恥ずかしくて魔王の腕うでを押おしのけていると、ハデスさんはいつもの調子で微笑ほほえんだ。

『これはこれは、お邪じや魔まいたしてしまったようで……』

「こんなところで何をしていた？　まだ昼間だが」

　魔王は仮面のポーカーフェイスで尋たずねる。

　いいな。私も仮面つけようかな……。まさに仮面夫ふう婦ふ、って今の状じよう況きようでは笑えないわ！

　くだらないことを考えていると、ハデスさんは恐縮したように口を開いた。

『明日の準備です。間に合わなくて、徹てつ夜や……いや、徹昼でございます。大臣の役職上、城を空けるとなると、いろいろと留守番の者への伝達がありますから』

　言葉とは裏腹に、ハデスさんは生き生きした様子だった。城を離はなれての遠出に張り切っているんだなと思った。

「そうか。明日の視察は、お前も同行するのだったな。エルナの頼みだとか」

「ええ」

「お前ら、いつの間にそんなに打ち解けた？」

　仮面で表情は見えないけど、魔王は、不思議がっているというより、喜んでいるようだった。

　自分の腹心の部下が私とうまくやっているのが嬉しいのだと思うと、私もそんな彼にほほえましい気持ちになるのだった。
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　そうして、視察当日になった。

　朝、ロルフさんが城を訪おとずれた。

「エルナちゃん、久しぶり！　会いたかった？」

　けれども、こっちはそんな挨あい拶さつに応こたえられるようなテンションではなかった。

「はあ……」

「……予想はしてたけど、眠そうだね」

　これでも昨日は夕食を取りやめて早く休んだのだけど、数時間しか寝られなかったので仕方ない。気がつけば、私もすっかり昼夜逆転生活に慣れていた。

　気分が乗らないのは魔王とハデスさんも同様で、私たちは黙だまりがちに出発した。

　視察地までは、馬に乗っていくことになっていた。それでも片道二、三時間はかかるらしく、朝のうちに出発しないと日暮れまでに帰れないということでのスケジュールだった。

　もちろん、私は乗馬の経験なんてなく、一人では騎き乗じようできない。そこで、私の後ろに魔王が乗って、手た綱づなを握った。

「居い眠ねむりして落馬するなよ」

　耳のすぐ後ろから魔王の声がする。私たちは服越しに体温が伝わりそうな距きよ離りで触ふれ合あっていて、私のお腹なかの前で手綱を握る手に、ずっとドキドキしっぱなしだ。

「き、気をつけます……」

「まあ、落馬したら、そのまま置いていくだけだがな」

「えっ、ひどい！」

　後ろを振り向くと、すぐ近くに顔があって、心臓が止まりそうになる。

　城を出てからしばらくして、魔王は仮面を外していた。城の外では、魔王であることがわからない方がいいという判断からだった。

　魔王は私を見つめ、フッと口元をほころばせた。

「冗談だ。俺が落とさせない」

　手綱ごと抱きしめられ、胸がきゅっとした。

「ほら、そこ！　イチャついてると席せき替がえするよ！　エルナちゃん、俺の馬へおいでよ」

　先頭を行くロルフさんになぜか気づかれ、私たちは顔を見合わせて笑った。
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　ロルフさんが案内してくれたのは、人間の街からはずいぶん離れた森林地帯に開けた原っぱだった。周辺を森に囲まれているが、鬱うつ蒼そうとしているわけではなく、馬車なども通れそうな獣けもの道みちが通っている。

「ここの領主が、信しん仰こう心の篤あつい人でね。魔物であっても病める者には手を差さし伸のべなくてはならないと言って、病院の計画に賛同してくれたよ」

「立地は大丈夫？　この辺りは不便でない？」

「君たちの直ちよつ轄かつ地の隣となりだから魔物も来やすいし、一応は人間の領地だから、人間も働きやすいんじゃないかな」

「素す敵てき！　これ以上ない場所じゃない」

「そう思って目星をつけて交渉したら、すんなり受けてもらえたから、こんなに早く報告できたんだよ」

「そういえば、今日は領主さんは？」

「まずは君たちが気に入らないとね。ここで決まりなら、工事前に関係者と見にくるよ」

　その後もロルフさんの説明を聞きながら周辺を見て回り、病院の規模や開設時期について話し合った。

「出資は、人間の国と共同でどうかな？」

「可能なのか？」

「この前、大使の方々に病院の話をしたら、思ったより感かん触しよくがよかったからね。たぶん収益を期待しているんだろうけど、詳くわしく話してみるよ」

　ロルフさんと魔王がそんな話をしているとき、ハデスさんが私の傍そばへやってきた。

『……奴はまだ尻尾しつぽを出していないようですね』

　ロルフさんのことだろう。小声で言ったハデスさんに、私は頷いてみせる。

「ええ……でも、本当に彼なのか確信はないし」

『そうでなければ幸いですが、万が一不ふ審しんなそぶりを見せたら、私が奴をお二人から引き離すのでご安心を』

「ありがとう」

　心強い言葉を、本当にありがたく思った。
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　そうして、視察そのものは順調に終わった。

　城から持ってきた軽食を食べ、帰り足になったとき。

「……空が悪いな」

　騎乗した私の後ろで、魔王が呟いた。

「ほんと……」

　見上げれば、いつの間にやら空は濃こい灰色で、辺りには生暖かい風が吹ふいている。

「さっきまで晴れてたのに……」

　すると、前にいたロルフさんも気づいて、私たちを振り返った。

「降り出さないうちに、早く帰ろう」




　けれども、帰路を辿たどり始めてすぐ、雨が降り出した。

　風雨はどんどん強まり、しばらくすると視界がなくなるほどになる。

「……ダメだ。これ以上は進めない」

　馬の脚も鈍り、とうとう魔王がそう言った。

「ロルフ！　雨宿りできる場所を探そう」

　しかし、ロルフさんは馬のスピードを緩ゆるめなかった。

「冗談だろ？　これから夕方だ。何がなんでも城まで帰らないと」

「バカなことを言うな。もはや嵐あらしだ。道も見えない」

「そっちこそバカを言わないでくれよ。雨に打たれるのと、魔物に喰われるの、どっちがマシかは明白だ」

「こっちには、俺もハデスもいる。そのへんの魔物など敵ではない」

「ハデス氏はともかく、俺は君の魔力を信用してないんでね。君が魔物になってから、力を振るうところを一度も見ていない」

　二人は言い争いになり、ロルフさんが強く言い放った。風と雨音がひどくて、近くにいても、もはや声を張り上げなければ会話もできない。

「…………」

　魔王は何も言わなかった。豪ごう雨うで振り返ることもできず、その表情はわからない。

「とにかく、先を急がせてもらうよ。嵐の中で迷いたくなければ、ちゃんとついてくるんだね」

　ロルフさんは、そう言ってますます馬を速めた。

「……待って」

　何か違い和わ感かんを覚えて、手綱を取る魔王の手を握った。

「ロルフさん、なんか変じゃない？　あんな挑ちよう発はつするようなことを言ってきたりして……」

「あいつは、ああいう奴だ。ほうっておけ」

「そうじゃなくて、私が言いたいのは……」

　言おうかどうしようか迷ったが、もう黙ってはいられない。

「裏切り者の黒幕が、ロルフさんだとしたら？　このままついていっていいの？」

　私の言葉に、魔王は一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくした。

「……それはどういうことだ？」

「視界が悪い中で、私たちをどこかへ誘さそい込む気かも……」

　魔王は迷った様子だったが、馬の腹を蹴けった。

「それでも、城への帰り道は奴しか知らない」




　そうしてあとを追いかけたけれども、ロルフさんはすでに影かげも形も見えなかった。

「……はぐれたようだ。ハデスもいない」

　確かに、いつの間にか、後ろにいたはずのハデスさんも見当たらなくなっている。

　──万が一不審なそぶりを見せたら、私が奴をお二人から引き離すのでご安心を。

　ハデスさんが動いてくれたんだ。それなら、ロルフさんが何か企たくらんでいても心配ないと思った。

「……仕方ない。どこかで雨宿りしよう。視界さえよくなれば、俺たちだけでも帰路を辿れるはずだ」

「そうね……」

　吹きつける雨あま粒つぶは、今や痛いほどだった。




　しばらく進むと、小さな小屋があるのを見つけ、私たちはこれ幸いと逃にげ込んだ。

「見張り小屋だな。今は使われていないようだ」

　馬を繫つないで入ってきた魔王が、小屋の中を見回して言った。

「嵐がやむまで、ここで待とう」

「ええ……」

　私は、ずぶ濡ぬれの髪かみを顔から払はらっていた。すると、肩に何かがかけられる。

　それは黒い上着だった。

「乾かわくまで着ていろ。風か邪ぜを引くぞ」

　見ると、魔王はベスト姿になっていた。彼はマントを着けていたので、かけてくれた上着は乾いている。

「ありがとう……」

　彼のぬくもりが残っているような気がして、恥ずかしくなって小声でお礼を言った。

「疲つかれただろう、座すわれ。長い雨宿りになりそうだ」

　魔王が示したのは、壁かべ際ぎわにあるソファだった。古びてはいるが、不潔な感じはしないので、言われた通り腰こしを下ろした。

「これは、朝まで収まらないかもしれないな」

　窓辺に立った魔王が、外をのぞいて呟く。それを聞いて、急に鼓こ動どうが速くなった。

　ってことは……朝までここで二人きりってこと？

　城の寝しん室しつと違って、ここは他に逃げ場がない。別に逃げるつもりはないけど、なんだか妙に意識して、そわそわしてしまう。

「……早く帰らなくてよかったの？」

　気を逸そらそうとして訊くと、魔王は窓の外を見たまま答えた。

「男三人だったら、強行突とつ破ぱで帰ったかもしれない。だが、お前がいたからな」

「じゃあ、雨宿りしようと言ってくれたのは私のため……？」

　そのせいで口論させてしまって申し訳ないと思っていると、魔王はこちらを向いた。

「お前に無理をさせたくない、俺のためだ」

　安心させるように言われて、ほっとする。

「でも、ロルフさんってば……あんなこと言うなんて」

「まあ、あいつの言うこともわからなくはない」

　軽く答えて、魔王は再び窓の外を見た。

「俺は確かに、魔物になってから今まで、人前で魔力を使ったことはない」

「どうして？」

「その必要がなかったからだ。俺の魔力は、お前の医い療りようの知識と違って、人を傷つける使い道しかない」

　その瞳は、少し悲しげに見える。

「俺は戦争を望まない。人間とは交渉すればいいし、魔物を従えるには、言って聞かせればいい。小さな暴力は、やがて大きな暴力へ繫がっていく」

　彼の過去を考えれば、もちろんそれは本心だろうけど……と考えた。

　もしかすると、ロルフさんの言う通り、魔王はそれほどの力を持っていないのかもしれない。魔に侵おかされた身体からだは、病に抗あらがうのが精せい一いつ杯ぱいで、敵の脅威になるほどの魔力を行使できないのではないだろうか。そんなふうに感じた。

「ところで、裏切り者の黒幕がロルフかもしれないとは、どういうことだ？」

「えっ？」

　不意をつかれて、一瞬面食らった。

「ああ、それはね……」

　一度言ってしまったのだから、もう隠してはおけない。そう思って、ずっと一人で考えていたことを話した。




「……なるほど」

　私の推理を聞き終わると、魔王は低く呟いた。

「俺が懸念していたのも、魔物側の裏切りについてだ。その点で、お前の話は興味深い」

　そう言って、魔王は私に説明した。

「我が国の幹部もバカではない。特に、大臣のハデスは有能だ。その上で、月星姫メルテイヤーがなんの問題もなく嫁いできたということは、誰かがハデスを欺あざむいたということになる」

　確かに、ハデスさんは頭がいい。あの人が月星姫メルテイヤーのことを知っていたら、私なんか魔王に会う前に消されていたかも……と考えてゾッとする。

　ふと、視線を感じて、前を見た。窓辺の魔王が、私をじっと見守っていた。

「それにしても、お前も裏切り者について考えてくれていたとはな」

「だって、協力するよう言われたでしょ？」

「俺が頼んだのは、妃のフリをして、手て掛がかりを引き出すところまでだ。掃除や魔物の治ち療りようもしてくれているし、大変だったろう？」

「……でも、あなたの力になりたかったから」

　正直な気持ちを口にしてしまうと、照てれ臭くさくて耳が火ほ照てる。

　すると、魔王はこちらへ歩いてきた。ソファの隣に座ると、私の濡れて冷えた手を取り、温めるように両手で握ってくれる。

「お前は、傍にいるだけで、俺に力をくれる」

　その顔つきは優やさしかった。間近で見つめられて、くらくらするほどドキドキしてしまう。何度触れられても、こればっかりは全然慣れない。

　ダメだ、話題を変えなくては……と水すい滴てきが叩たたきつける窓を見た。

「そ、それにしてもすごい雨ね」

　そのとき、ふと思いついた。

「……そういえば、雨の日だけど、頭痛は大丈夫？」

「ん？」

　魔王も、今気がついたように目を上げる。

「そうだな、今日は平気なようだ」

「そういう日もあるのね。私が知る限り、雨の日は必ずだったけど」

「…………」

　魔王は、何か思し索さくに耽ふけっているような顔をしていた。

「……どうしたの？」

　不思議に思って尋ねると、魔王は我に返った様子になる。

「いや、なんでもない」

　短く答えて、私を見た。

「お前も、今日は早起きして疲れただろう。雨が上がるまで休んだらどうだ？」

　小屋の中には、奥にベッドもある。ソファと同じく、古びてはいるが、いやな感じではなかった。

「あなたは？」

「俺はここでいい。嵐だとはいえ、夜や盗とうや魔物が徘はい徊かいしていないとも限らない。寝入るわけにはいかないからな」

「じゃあ、私も起きてるわ」

「ダメだ。おまえは休め」

　たしなめるように言って、魔王は私の手を膝ひざに置いた。触れられていた余よ韻いんでドキドキしていると……。

「……!?」

　ソファから立ち上がった魔王が、私の方を向いて、抱きしめるように覆おおいかぶさってきた。

「えっ…!?」

　焦あせっているうちに、気がつくと私の身体は宙にあった。思わず彼の首に手を回して、気がついた。

「……こ……」

　これは……お姫様抱っこ!!

　前世では三十四年間まったく縁えんがなかった、これから先も縁があるとは思えなかった、あの伝説の……！

　なんでこんなに軽々とできるの？　確かにエルナさんは軽そうだけど、もう立派な成人女性のサイズよ？

　っていうか、ものすごく恥ずかしいんですけど……！

「俺の妃は、どうやら聞き分けが悪いようだからな」

　動どう揺ようと感激で呆ぼう然ぜんとしている私を見て、魔王は口くちの端はを上げた。

「こうして連れていくしかないだろう？」

　狭せまい小屋の中の目的地までは近く、魔王はすぐに私をベッドに着地させる。優しく包つつみ込むような腕の力で下ろされて、自分が壊こわれものになったような気がした。

　魔王は腰を屈かがめて、ベッドの上の私の濡れた髪を撫でた。

　こんなに近くで、優しい目で見つめられたら……もっとドキドキしてしまう。

「……また明日な」

　そう言うと、魔王は身を起こした。去っていこうとする後ろ姿に、言い知れぬ寂さびしさを感じる。

「……なんだ？」

　振り返って問われて、自分が彼の服の裾すそをつかんでいたことに気づいた。

「えっと……その……」

　もう少し近くにいたい。そう思って、言葉を探した。

「い、一緒に寝ない？」

　城の寝室でのように、隣にいてくれれば……という思いの私の言葉に、魔王は意外な顔をする。

「こんな狭いベッドで？」

「くっついて寝れば、ギリギリ大丈夫じゃない？」

「そんなことをしたら、お前にもっと触れたくなってしまう」

「……か、かまわないわ」

　自分から言い出したことなので、あとに引けず、勢いで言ってしまった。

「『契ちぎったら死ぬ』ってことは、契らなければいいんでしょう？　その手前までだったら……」

　わ～！　私ったらなんてことを！

　違うの！　そんな覚かく悟ご、全然できてない！

「……確かに、そうかもしれないな」

　魔王は、落ち着いた口調で答えた。

「お前の方から、そんなふうに誘われるとは思っていなかった」

　私だって思ってなかった……自分がこんな大だい胆たんなことを言うなんて。

「本当にいいのか？」

　一瞬考えたが、もう引くに引けない。

「も……もちろん！」

　私の答えに、魔王は小さく微び笑しようした。

「そうか……それなら」

　魔王がベッドへ身を乗り出した。両手と片かた膝ひざをつくと、古い木材がぎしっと軋きしむ。

「エルナ……」

　頰に手を添えられ、口から心臓が飛び出しそうになる。見つめ合う瞳が、熱を帯びて溶とけ出すような錯さつ覚かくを覚えた。

「…………」

　何？　これから何が起きるの？

　緊張に耐たえきれなくて、思わず目を閉じた。

「…………」

　しまった……これじゃ何をされるかわからない……！

　すぐに後こう悔かいしたものの、もう一度開ける勇気もない。

　魔王の指が、濡れて額に張りついている前髪を、丁てい寧ねいにかき分けているのを感じる。

　その指が……そっと離れた。

「…………」

　次は？　その手が、次はどこに触れてくるの……？

「…………」

　まるで生きた心地ここちがしない。

　ああ、神様。私はどうして恋れん愛あいらしい恋愛もせず、三十四まで生きてきてしまったんだろう……。

　もし私が、前世で経験豊富な恋愛マスターだったら。こんなときも、余よ裕ゆうたっぷりの峰みね不ふ●子こスマイルで、年下の夫を「いらっしゃい、ボウヤ」なんて気持ちで迎むかえられただろうに。

　いやなわけじゃない。相手は、誰が見ても文句なしにかっこいい、正真正しよう銘めいそういうことをするのが許された関係の、大好きな夫なのに。

　本当に自分が情けなくなる。こんなときに、いい歳してブルブル震ふるえて……。

　夫に触れられるのが、怖こわい……なんて。

「…………」

　どうして何も起こらないの？　今、何が起ころうとしてるの……!?

　気が変わった？　色気のない私なんかじゃ、やっぱりそんな気になれない？

「…………」

　ダメだ……耐えられない！

　ついに薄うす目めを開けて、様子をうかがおうとしたとき。

「……フフッ」

　こらえきれないといった笑い声がして、すぐ傍にいる魔王と目が合った。

　彼は、目を細めて私を見ていた。

「……お前は、本当に可か愛わいいな」

　そう言う魔王は、まぶしいような微笑をたたえていた。その表情は、肖しよう像ぞう画がに描えがかれた少年の笑え顔がおそのものだった。

「……えっ……？」

　何が起きたのかと戸惑っていた、そのとき。

　魔王の顔がこちらに近づき、身構える間もなく私に触れた。さっき髪をかき分けられた額に、唇くちびるが静かに落とされる。

　チュッと軽い音を立てて、彼の唇が離れた。

「…………」

　声もなく目を瞠みはっていると、魔王は再び私を見つめる。

「慣れない乗馬で疲れただろう。今夜はゆっくり休むといい」

　そう言うと、彼はベッドから身体を起こした。私の肩からずれて床ゆかへ落ちかけていた黒い上着を取り、私の身体を守るようにそっとかけてくれる。

「おやすみ」

　最後にもう一度微笑んで身を翻ひるがえし、彼はベッドから去った。一人でソファに腰を下ろすと、何事もなかったように窓の方を見る。

「…………」

　もしかして……私を気き遣づかってくれた、とか？

「…………」

　子どもっぽくて、いやになるけど……正直、ほっとしている自分がいる。

　それ以上に、額に感じた彼のぬくもりが恥ずかしくて、嬉しくて。

　思わず顔がにやけてしまうのを止めることができなかった。

　そのまま見ていると、彼が気づいてこちらを向く。

「……どうかしたか？」

　私は、横たわったまま首を振った。

「ううん。……おやすみなさい」

　微笑んで言うと、魔王も微笑した。

「ああ。ちゃんと見ているから、安心して寝ろ」

　そう言って、彼は元通り窓の方を向いた。

　その美しく整った横顔を見ながら、この上なく幸せな気持ちで考える。

　私の夫は、とても優しい人だ。身体は魔にむしばまれても、心まで魔物になったわけじゃない。

　さっきのキスが嬉しかったのは、彼の真心を感じたからだ。

　そんなことを思いながら、屋根を打つ雨音を子こ守もり唄うたにして、そっと目を閉じた。
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　早朝の薄はく明めいの中、ひとりでに目が覚めた。雨音はもう消えている。

「……起きたのか」

　身を起こすと、声をかけられた。魔王がソファに座ってこちらを見ている。

「ずっと起きてたの？」

「いや。ここで少しはうとうとした」

　そう言うと、魔王はソファを立って、窓辺に向かった。

「雨は上がったようだ。道は悪いが、この分なら城まで帰れるか……」

　そのときだった。

『魔王様ー！　ご無事ですかー！』

　窓の外、まだ遠くの方から、ハデスさんの声が聞こえてきた。

「ハデスさん!?　よかった……」

「待て」

　ベッドから下りようとした私に、魔王が鋭するどい声で言った。

「……？」

　なんだろうと思っていると、彼が足早に近づいてくる。

「俺の力になりたいと言ってくれたな？　ならば一つ、頼みがある」

　いつになく深刻な顔つきを見て、私は黙って頷いたのだった……。
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『おお、ご無事でしたか！』

　魔王が小屋から出ていくと、ハデスさんはほっとしたような声を上げた。

　だが、魔王は何も答えない。

『……いかがなされました？』

　ハデスさんが不思議そうに尋ねたとき、魔王がようやく声を発した。

「エルナが……」

　その口調は、ひどく動揺しているように聞こえた。

「エルナが息をしていない。昨日、一緒に床とこに就ついて……目が覚めたら、動かなくなっていた」

　それを聞いたハデスさんは、息を吞のんだ様子だった。

『おお、おおお……』

　天を仰あおいで、低く声を上げる。

『契ったのですか……ついに……ついに……！』

　ハデスさんは、明らかに高こう揚ようしている様子だ。

　その興奮が最高潮に達したと思われたとき。

『お前たち！』

　背後の草むらの方を向いて、叫さけんだ。

『今だ、かかれ！　あの人間を殺せーっ！』

　すると、草むらから一いつ斉せいに魔物が飛び出してきた。その数はざっと四、五十……。魔物たちは、魔王めがけて一直線に走ってくる。

「……！」

　私は息を詰め、手に汗握ってじっと窓の外を見ていた。

　──そのときが来るまで、お前はここを動くな。

　小屋の中で、魔王にそう言われたからだった。

　魔物たちは、雄お叫たけびを上げながら魔王に向かってくる。その先頭の一群の手が、今にも届く距離になったとき。

　魔王が手を振り上げ、まるで空気を切きり裂さくように宙を薙なぎ払はらった。
















　次の瞬しゆん間かん。

　地じ獄ごくの底から響ひびくような轟ごう音おんと共に、地面が揺ゆれ……目の前で大地が裂けた。

　その割れ目から、業ごう火かのごとき炎ほのおが上がり、魔物たちを舐なめるように襲おそいかかる。

『ギャアアアアッ！』

　途と端たんに、魔物たちは回れ右して、進路を変えた。炎と大地の裂け目から逃のがれるように、散り散りになって去っていく。

　それらすべて、あっという間の出来事だった。

　残されたのは、大地の割れ目を挟はさんで向かい合う、魔王とハデスさんだけだった。

　しばらくの無言のあとで、魔王が口を開いた。

「俺の力は、お前の力だ。自分の力の恐ろしさも忘れるくらい耄もう碌ろくしたか？」

『……な、なぜだ……』

　ハデスさんは、信じられないといった声を上げ、放心状態だ。

『お妃様は……？　亡なくなったのではなかったのか……？』

　それで、私は「そのとき」が来たことを悟さとった。

「私はここよ」

　小屋を出ていくと、ハデスさんは驚きよう愕がくの表情で私を見た。

『生きている!?　ということは……』

　そう呟いて、その視線を魔王に向けた。

『謀はかったのか……!?』

「それはこちらのセリフだろう」

　魔王の声こわ色いろは、怖いほど冷静だった。

『わ、私が裏切りを？　とんでもない、私は人間の預言のことなど、何も知りません！』

「その言葉が答えだ。俺は預言のことなど一言も言っていない」

　魔王の表情は、硬かたく冷たい。それは、感情を無理に押おし殺ころしているかのようだった。

「普通の魔物ならば、人間の預言のことなど知る由よしもないだろう。だが、お前は賢かしこい。人間の文字も読める。どこかで預言のことを知ってもおかしくはない」

　ハデスさんは、額にじんわりと汗を浮かべている。

『……私を、疑っていたのですか』

「最も疑いたくはなかったが、疑うべき者の一人ではあった」

『いつ裏切りを確信なさったと？』

「お前が差し向けた軍勢を見るまでは、信じたい気持ちの方が強かった」

　魔王の答えは淡たん々たんとしている。

「魔物になってから、俺はいくつかの病を抱えるようになった。その一つの頭痛は、必ずと言っていいほど雨の日に起こる。エルナによれば、気圧の変化によるものらしい」

　そう言って、傍に立った私に少し視線を向ける。

「だが、昨日はあれほどの嵐でありながら、俺は朝から頭痛の兆候すら感じなかった。そこで、あれはなんらかの力による不自然な気象現象なのかもしれないと思った。俺が知る限り、そんな力を持つ者はお前しかいない。自然の四元素を操あやつるお前ならば、魔力で雨雲を発生させ、局地的に嵐を起こすことも可能だろう？」

　理路整然と、魔王は言い切った。

「俺の話は以上だ。お前の話を聞こう」

　彼を見つめるハデスさんの目には、焦りと憎にくしみの色が浮かんでいた。魔王の腹心として言い訳することは、もう諦めたようだった。

『……私にしてみれば、裏切り者はあなたの方だ』

　長い沈黙のあとで、ハデスさんは言葉を発した。

『私は、人間を滅ほろぼしたかった。そのために、八年前、ギリギリのところであなたを救って、家族を殺した人間への憎しみを植えつけた。なのに……』

　そう言うハデスさんは、心の底から悔くやしそうだった。

『あなたは私を裏切った。人間との和平を望み、戦争ではなく話し合いで外交するようになった。とんだ期待外れだ』

　そう吐はき捨すてて、私の方を見る。

『だから、月星姫メルテイヤーと結婚し、魔力を失って退位してもらおうと思った。そして私自らが魔王になることにしたのだ』

「……どうして、最初から自分が魔王になろうとしなかったの？　あんな嵐を起こせるくらい、すごい魔力を持ってるのに」

　不思議に思って、私は尋ねた。

『問題は、魔力の大小でない』

　そんな私を、ハデスさんは卑ひ屈くつな微笑を浮かべて見つめる。

『私は、他の魔物よりは抜ぬきん出でて賢い……しかし、人間は私より賢い』

　ハデスさんは、私たちから顔を背そむけて言った。

『ただ、闇やみ雲くもに戦うだけで、人間を根絶やしにできると考えない程度には、私は賢かった。だから、聡そう明めいそうな人間の王子を利用した。……一説によれば、魔物に魔力を与えられた人間は、日常的に力を使うことで、まれに魔力を与えた魔物本人よりも強大な力を持つことがあるという。私はそれに賭かけた……そして、負けたのだ』

　そこまで言って、ハデスさんは再び魔王を見る。

『お妃様から、あなたが裏切り者を探していると聞いて、早く行動に移さねばと焦った結果がこれです……私のことは、煮にるなり焼くなり、ご自由にどうぞ』

　その顔は、私が知っていた今までのハデスさんとまるで別人だった。瞳は邪じや悪あくにギラギラと燃え、今にもこちらへ襲いかかってきそうに見える。

　それなのに、彼は根っこが生えたようにそこに立って、一ミリも動こうとしない。

「……なぜ、俺にかかってこない？」

　そのことを、魔王も不審に思ったようだった。

　ハデスさんは、重い口をこじ開ける。

『魔物は、自らが力を分け与えた者のことは手にかけることができない……そんなことも知らずに、魔王を名乗っていたのですか？』

　そして、小バカにしたように笑った。

『あなたはやはり、人間の王だ』

　その瞬間、魔王は手を振り上げた。端たん整せいな顔に、行き場のない憤いきどおりがにじみ出ている。

「…………」

　先ほどの地割れと炎を思い出し、息を詰めて見守っていると……。

　魔王は、そのまま手を下ろした。

「……去れ」

　喉のどから絞しぼり出すような声で、そう言った。

　ハデスさんは、しばらく魔王をじっと見つめていたが、やがて、あとじさりして私たちに背を向けた。

「お前だけは疑いたくなかった」

　離れていく後ろ姿に向かって、魔王は呟くように言った。

「……残念だ」

　それは、まぎれもない本心だと思う。

　そんな彼の気持ちが伝わったのか、ハデスさんは立ち止まった。

『……そうだ。あのロルフという王子のことですが』

　そう言って、こちらを振り向いた。

『あなた方から引き離すために、森の中の木にくくりつけてあります。助けてやったらいかがですか？　人間には、情というものがあるようですから』

　皮肉っぽい微笑を浮かべて、ハデスさんは前を向く。再び歩き始めた後ろ姿を、私たちは無言で見送った。

「……よかったの？」

　その姿が視界を去ってから、魔王に尋ねた。

「たとえよくなかったとしても、俺に選せん択たくできたのはこの道だけだ」

　彼の胸の内を思うと辛つらかった。

　ハデスさんのことを、あんなに信頼していたのに……。

　──ハデスは、家族を失った俺にとって、父親のような存在だ。俺に魔力を与え、魔物について教えてくれたのだからな。

　この人は今、もう一度父親を失ったんだ。

　私には、何もしてあげることができない。こうして隣に立っているしかないのが歯がゆかった。

　ふと、雨の朝、家族のことを思って泣いた私の涙なみだを拭ってくれた彼を思い出した。

　──俺がいる。俺がお前の家族だ。

　彼の言葉に、ぬくもりに、私は確かに救われた。だから……。

　こんなことで、父親と思っていた人に裏切られ、追放しなければならなかった苦しみが癒いえるとは思わないけど。

　傷ついたこの人の心を、少しでも慰なぐさめることができたら……そう思って。

「……！」

　いきなり抱きついてきた私に、魔王は少なからず驚いた様子だった。そんな彼の身体をぎゅっと抱きしめて言った。

「私がいるから」

　私はあなたを裏切らない。ずっとずっと傍にいるから……。言葉にできない気持ちと共に、両腕に力を込めた。

　すると、彼の方も、私を強く抱きしめてくる。

「そうだな」

　押し殺した声で言い、片手で私の髪を撫でる。

　優しい手……でも、この手がさっき……。

　大地を無む慈じ悲ひに割り、業火のような炎を噴き上げたことを思い出して、背筋がゾクッとした。

　悪あく魔まのような力だった。この人は、本当に魔王なんだ……そう考えると、なぜか胸がドキドキしてくる。

　あんな力を持ってたんだ。その気になれば、戦争を仕し掛かけ、家族を殺した人間たちに復ふく讐しゆうすることもできただろう。……でも、しなかった。

　これからも、きっと、しないのだろう。

　この人についていきたい。温かな腕に包まれて、私は自分の中に湧わき起おこる確かな気持ちを感じていた。
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　それから、ハデスさんから聞いたことを手て掛がかりに、近くの森へロルフさんを捜さがしに行った。

「ロルフさーん？　どこー？」

　呼びかけながら進むが、森の中は広くて、どの辺りにいるか見当もつかない。

「これでは埒らちが明かないな」

「そうね……手分けして捜しましょうか？」

　私の言葉に、魔ま王おうは顔つきを険しくする。

「しかし、お前を一人にするわけには……」

「昼間だから大だい丈じよう夫ぶよ。魔ま物ものや獣けものの気配もないし」

　私の説得で、魔王は渋しぶ々しぶながらも、分かれての捜そう索さくを承しよう諾だくした。

「何かあったら、すぐに俺おれを呼べ。声が届かないほど広大な森ではない」

「わかった！」

　そうして、一人になって進むことしばらく。

「ロルフさーん！　ロルフさーん？」

「……エルナちゃん？」

　木々の隙すき間まから、ロルフさんの声が耳に届いた。

「ロルフさん！」

　声の方に行くと、大きめの木の幹に、ロルフさんが縄なわで縛しばりつけられていた。

「まったく、訳がわからないよ。ハデス氏にいきなり縛り上げられて……」

「待ってて、今助けます！」

　後ろに回って、さっそく結び目を解きにかかる。

「……ごめんなさい。私、ロルフさんのこと、魔物じゃないかと疑ってました」

　ふと、罪悪感にかられて懺ざん悔げした。ハデスさんのことがあった今、ロルフさんは裏切りには無関係だったことになる。

「俺が魔物？　なんで？」

　ロルフさんは不思議そうな声を上げてから、思いついたように「あ」と呟つぶやく。

「もしかして、人にん間げん離ばなれしてかっこいいってこと？」

「違ちがいます」

　この人の話に付き合っていると脱だつ線せんするので、かまわないことにした。

「だって、人間のことを他ひ人と事ごとみたいに言ったりしてたでしょう？」

「……ああ、そういうこと」

　それで、ようやく思い当たった様子だ。

「俺はいつでも中立なんだよ。人間ではあるけど、マティアスの友人だしね。どちらにも肩かた入いれしない信条だから、外交がスムーズに運ぶんだ」

「で、でも……魔物じゃないなら、なんで私の部屋に入ってきたときとか、出かけたりするとき、いちいち魔王には内ない緒しよにするよう言ったんです？」

「それは当たり前だろ？　マティアスがいくら寛かん大だいな王でも、さすがに妃きさきへ夜よ這ばいを仕掛けたりしようとしたことがバレたら、怒おこるだろうからね」

「そんなつもりだったんですか？」

　思わず結び目から視線を上げて、ロルフさんを見た。

「まあね、アハハ」

　ロルフさんは気まずそうに笑った。

「窓から君の姿が見えたから、ついね。マティアスは魔物になってから夜明け前でも起きてるってこと、うっかり忘れてたんだよ」

「じゃあ、あのとき痛がってたのも、魔物になった人間の発ほつ作さじゃなくて……？」

「ロープを使って忍しのび込こむとき、身体からだを雨どいで打ったなんて、かっこ悪くて、これから口説こうとするご婦人に言うことじゃないだろ？」

　なんだ……と一気に脱だつ力りよく感に襲おそわれる。あやしいと思っていた言動すべて、ただの女好きの業ごうによるものだったなんて……深く勘かんぐっていた自分がバカバカしい。

「エルナ？」

　そのとき、少し離れた場所から魔王の声がした。

「……ロルフ！」

　葉は擦ずれの音がして、姿を現した魔王は、驚おどろいた様子でこちらを見ていた。

「見つけていたなら、なぜ俺を呼ばない。二人きりで何をしていた？」

「あ、ごめんなさい。早く解いてあげたくて……」

　けれども、結び目が見た目より固くて、なかなか解くことができないでいたのだった。

「お前の優やさしさは、ときに勘違いを招く恐おそれがある。貸せ」

　私が場所を譲ゆずると、彼は腰こしから短たん剣けんを取り出し、手て荒あらく木へ突つき立たてた。

「ヒッ……！」

　ロルフさんが、思わず声を上げた。

　縄はミシミシと音を立てて切れ、地面に落ちる。ロルフさんは解放された。

「これでいいだろう。馬が見つかったら、城へ案内を頼たのむ」

「わ、わかったよ……」




　ロルフさんの馬を捜している間、魔王の目を盗ぬすんで、ロルフさんが話しかけてきた。

「そういうわけだから、さっき言っていたようなことは、今後も内緒にしておいてよ？」

「えっ？」

　なんで今そんなことを？　と思っていると、ロルフさんは引きつった笑えみを浮うかべた。

「彼にちょん切られるのは、縄だけにしてもらいたいからね」
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　ロルフさんの馬は、森の近くで見つかった。そうして三人で帰路を辿たどるり、私たちは城へ帰ってきた。

　ロルフさんに別れを告げ、とりあえず部屋へ向かっていると。

『お妃様ーっ！』

　私たちの帰城を聞きつけたのか、数人の魔物たちが走り寄ってきた。その中には、前に手当てした鶏にわとり頭もいた。

『聞いてください。ハデス様に頼まれて、ある人間を襲うように言われたんです。ところが、そいつただの人間じゃなかったんですよ！　魔ま法ほうで返かえり討うちに遭あっちまって』

　思わず、魔王と顔を見合わせてしまった。ちなみに、魔王は城に近づいた頃ころから、いつもの仮面をつけている。ほとんどの魔物の洞どう察さつ力や読解力は人間よりだいぶ劣おとるので、あそこにいた人間が魔王だったことには気づいていないのだろう。

　ちなみに、私はハデスさんが正体を現すまで小屋の中に身を潜ひそめていたから、彼らは私のことは見ていないのだった。

『見てください、こんなに火傷やけどしちまったんですよーっ！』

『おまけに、ご褒ほう美びをくれるって言ってたハデス様も奥様と一緒に消えちまったし、まさに骨折り損のくたびれもうけってことですわ……』

　そういうことだったのか、と納なつ得とくした。

　ハデスさんが、忙いそがしそうに立ち回っていたのを思い出した。視察に張り切っているのだと思っていたけど……今になって考えてみれば、手下を城から連れ出す算段をつけるのに奔ほん走そうしていたんだろう。
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　私は、その場で魔物たちの火傷の手当てをした。その間、魔王は私の傍そばにいてくれた。魔物たちはハデスさんに騙だまされただけなので、魔王は彼らを処分する気はないようだ。

　そうして、私たちはなんとなく夫ふう婦ふの寝しん室しつへやってきた。いろいろなことがあったので、もう少し二人で話したい気分だった。

「さて……」

　二人きりになって、魔王は私を見た。

「裏切り者のことは解決した。次は、俺たちのこれからのことを考えなくてはならないな」

「えっ……？」

　その言葉に、なんとなく不安に駆かられて彼を見る。

「俺たちが結けつ婚こんした経けい緯いはこうだ。魔王の無力化を願った人間たちが、月星姫メルテイヤーを妃に選んだ。そして、魔王の座を狙ねらうハデスが、それを知りながら承しよう認にんした。ハデスは追放したが、このまま知らんぷりしてお前と結婚していれば、そのうち人間が第二のハデスになるだけだ」

　どういう意味だろう。そう考えて、ますます胸むな苦ぐるしくなる。

「この前の人間の使節団が謁えつ見けんに来た、本当の目的がわかるか？」

　それを聞いて、ロルフさんが言っていたことを思い出した。

　──人間側の筋書きとしては、今日の謁見に王おう妃ひがいないことを確かく認にんして、魔王に理由を問とい詰つめる。契ちぎったことで死んだにせよ、そうでないにせよ、和平の証あかしの姫ひめを大事に扱あつかわなかったと、戦争状態に突とつ入にゆうする口実にするつもりだったんだろう。

「……私が死んだことを確認して、戦争の口実にするため……？」

　そう答えると、魔王は感心したような目を向けてくる。

「そうだ。お前は賢かしこいな」

「へへ……」

　ロルフさんのおかげで褒ほめられたので、複雑な気分だ。

「俺が聞いていた話では、妃になるのは公こう爵しやく家の姫だった。名前も知らされていた。おそらく、お前に以前の記き憶おくがあれば、その名で俺に挨あい拶さつしたことだろう」

　そうだったのか……知らなかった。司教さんたちにも言われなかったし。

　まあ、ずっと月星姫メルテイヤーとして育てられてきた娘むすめに、一度死んで記憶が混乱していた（と思われていた）とはいえ、直前のバタバタな中で段取りの確認はしないか。

「今だから言うが、輿こし入いれの日……お前が俺の前に現れたとき、俺は人間に絶望した。和平の証と言いながら、月星姫メルテイヤーを送り込んできた人間に」

　そうだろうな、と思う。考えてみれば、この人は魔王になったときから、月星姫メルテイヤーであるエルナさんの接近については警けい戒かいしていたのだろうし。

「俺の家族が殺されたときと、人間は何も変わっていない。……本当なら、お前がここへ来た時点で、人間側に送り返すべきだった」

「え……」

「だが、俺は魔物のことも信じきれなかった。仲間である魔物を……。俺の中の裏切られた記憶が、俺に仲間を試ためさせた。その結果がこれだ」

　ショックを受ける私を置いて、魔王の話は先へ進む。

「魔物側に裏切り者がいるのではないかという懸け念ねんに、まるで確信はなかった。お前をすぐに送り返していたら、きっと俺はハデスの企たくらみを知ることもなく、今でも彼を信じていただろう」

　そうしていれば、こんな悲しい裏切りにあわなくて済んだのにな。それに、私が裏切り者のことを話さなければ、ハデスさんがあんな行動に出ることもなかったのに……と沈しずんだ気持ちになっていると。

「今思えば、そうしなくてよかった」

　その言葉で、魔王を見上げた。彼は微笑ほほえんで私を見つめる。

「俺の猜さい疑ぎ心と、お前に出会わせてくれたハデスに……感謝している。もちろん、奴やつの裏切りを暴いてくれたお前にも」

「え……」

　胸を塞ふさいだ不安が、少しずつ晴れていくのを感じた。

「お前と出会って、俺は、お前という人間を信じることができた。だから、もう一度、人間とやり直す機会を設けたいと思う。お前はどうだ？」

「えっ……？」

　どういうこと？　と戸と惑まどっていると、彼は私の手を取った。

「俺は、今後もお前と夫婦でいることを望んでいる。お前もそうではないか？」

　それを聞いて、喜びと安あん堵どで、自然と笑みが零こぼれた。

「もちろん！」

「それならば、俺たちはやるべきことをやらねばならないな」

「？」

「……その前に、少しの休息を取ろうか」

　握にぎった手に力がこもるのを感じて、はっとした。

　休息……ということは。

　奥おくのベッドが目に入って、急激な緊きん張ちよう感に襲われる。

　──『契ったら死ぬ』ってことは、契らなければいいんでしょう？　その手前までだったら……。

　あんなことを言ってしまった以上、次にそういう雰ふん囲い気きになったとき、私にはかわす術すべがない。

「そ、そうだ。お風ふ呂ろに入らなきゃ。昨日は入れなかったし……」

　思い出したように言ってみると、魔王は「ああ」と答える。

「そうだな。一緒に入るか？」

「ええっ!?」

　そりゃ、あんなことは言ったけど……！　お風呂!?　いきなりお風呂!?

　恋れん愛あい若葉マーク女にはハードルが高すぎますって！

「ダメか？」

「ダ、ダメっていうか、その……」

　どうしよう……なんて言って切きり抜ぬけよう……。

「そ、そうだ！」

　多少強ごう引いんにでも、話題を変えるしかない。

「人間のことが信じられなくなったって言ってたけど……ロルフさんは？　あの人とは、ずっと友人だったでしょう？」

　さすがに無理があるかと思ったけど、魔王は「ん？」と私の手を離した。

「あいつは規格外の変わり者だから、人間の数には入らない。こっちが鎖さ国こくしていようが、俺の意思などおかまいなしに、昔のよしみだとずかずか踏ふみ込んでくる。……あいつと少しつるんだなら、お前にもわかるだろう？」

　確かに……と魔王に同情する。

「何を考えているかわからない奴だから、こちらも自分の利益のために利用していただけだ」

　とはいえ、ロルフさんの存在も、少しは救いになっていたはずだ。誰だれもが死んだと思っていた王子としての自分に気づいてくれて、魔物になっても変わらぬ交流を求め、本当の名を呼び続けてくれていた人間なのだから。

　ハデスさんのことはショックだったけど、ロルフさんが裏切り者でなくてよかった。そう思うのは、私が人間だからだろうか。

「……せっかく二人きりでいるのに、今日は色気のない話ばかりになってしまうな。……いろいろあったから仕方ないが」

　そう言うと、魔王は私から離れて踵きびすを返かえした。

「自分の部屋で休むことにする。また食事のときに会おう」

「じゃあ、お風呂は……」

　面食らって尋たずねると、部屋を出ようとしていた魔王は振ふり返かえる。

「浴よく槽そうは使っていい。からかって悪かった」

　そう言って、彼は出ていった。

「……はぁ……」

　一人になって、大きなため息をついた。

「からかわれてたのか……」

　それすらわからなかった自分を恥はじる。

　──何を考えているかわからない奴だから、こちらも自分の利益のために利用していただけだ。

　あんなことを言っていたけど、魔王だって、私にとってはときどき謎なぞだ。

「まあ、ロルフさんほどじゃないけど……」

　そう言って、思い出した。

　ロルフさんといえば、まだ気になることが残っているじゃないか。
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「ロルフさん！」

　城の中を走り抜けて、玄げん関かんの外で、馬に餌えさをやっている彼の姿を見つけた。

「エルナちゃん。今日は帰るから安心して。さすがの俺も疲つかれたからね」

「その前に、秘密！」

　きっとすごい剣けん幕まくだろう。私はロルフさんをにらみつけて叫さけんだ。

「いいかげん教えてください！　魔王の『秘密』って、なんなんですか!?」

　そんな私の様子を見て、ロルフさんはしばらく思案気な顔をしたものの。

「……わかったよ、教える」

　諦あきらめたように嘆たん息そくして、そう言った。

「ついてきて。今、その場所に案内するから」




　ロルフさんが私を導いたのは、城の庭の中だった。

　城の庭は、長年手入れを怠おこたっているせいで、そのへんの野原よりも無法地帯になっている。だが、ロルフさんに連れていかれたその一角だけは、下草が綺き麗れいに整えられていた。

　そこに、ひときわ大きな石を発見した。磨みがかれたような綺麗な表面を見れば、作さく為い的に置かれたことは明白だ。

　近づいて見てみると、その石には、白いチョークで書いたような文字が刻まれていた。





　クラウス・ランベルト・ニコラウス・フォン・ヴァンテンブルク

　アデリナ・カルラ

　リーゼロッテ・マルゴット






「リーゼロッテ……」

　その名前は知っている。おそらくは、礼拝堂で見つけた日記帳の持ち主。そして、エルナさんの親友の……魔王の亡なき妹の名だ。

　ということは、これはもしかして……？

「マティアスが作った、彼の家族の墓標だよ。この城は戦後すぐ魔物に占せん拠きよされて、人間の墓職人は入れなかったんだ」

　それで納得した。王族のお墓にしては質素すぎる、間に合わせのような墓石。

　視線を落とした私は、その墓標の下にある色鮮あざやかなものに目を奪うばわれた。

「花……？」

　野生の花を手た折おって作ったような花束が、お墓に供えられていた。その花弁の瑞みず々みずしさから、一見したときは自生しているものに見えた。

「マティアスは、毎朝ここに花を供えに来るんだ。寝ねる前の、最後の食事のあとにね」

「あ……」

　それを聞いて、毎日、夕食のあとに席を外す魔王のことを思い出した。

　あれはそういうことだったんだ。

「……でも、どうしてこれが『秘密』なの？」

「だって、君とデートしたかったんだもん。はったりでも、何か切り札がなくちゃ」

　ロルフさんはあっけらかんと答えた。

「それに、噓うそはついてないよ。このことは、俺しか知らない。だから『マティアスの秘密』。明け方ここを散策していて、偶ぐう然ぜん見かけたんだ」

　ロルフさんの説明は、こじつけのような呆あきれたものだったけど。墓標と花を見ていたら、文句を言う気はなくなってしまった。

　魔王は、魔物になっても、家族のことをずっと想おもっていたんだ。そのことがわかって、胸が熱くなる。

「……どう？　彼のこと、もっと好きになった？」

「えっ!?」

　心を見み透すかされた気がして、恥ずかしさに頰ほおが熱くなる。

　すると、ロルフさんは私の顔をのぞき込み、ほほえましげに目を細めた。

「やっぱ君って可か愛わいいな～。これからもマティアスの目を盗んでデートしない？」

「し、しません！」

「とか言って、俺のこと、少しは気になってるでしょ？」

「いいえ、まったく！」

　そんな不毛なやりとりをひとしきり楽しんで、ロルフさんは帰っていった。

　私は自分の部屋で休み、いつものように陽ひが落ちてから活動を始め、そして。




　夕食後、いつものように席を立った魔王を追いかけた。

「待って！」

　廊ろう下かを歩く背中に呼びかけると、魔王は足を止めて振り返った。

「どうした」

　と言ってから、ああ……と納得した顔をする。

「ハデスがいないのを忘れていた。お前を一人にするところだったな、悪かった」

「そうじゃないの。……これからあなたが行くところに、私もついていっていい？」

　そう尋ねただけで、魔王には意味がわかったようだった。

「……いつから知っていた？」

　なんと答えようか迷っていると、魔王は私の返答を待たずに前を向いた。

「いいだろう。お前のことを紹しよう介かいしたら、彼らも喜ぶだろうからな」




　そうして私たちはまだ暗い庭を歩き、彼の家族が眠ねむる場所へやってきた。

　墓標の前で、魔王は仮面を外した。

　彼と二人、途と中ちゆうで手折った花を手た向むけ、祈いのりを捧ささげる。

「……何を祈っていた？」

　顔を上げると、隣となりにいた魔王が私を見ていた。

「ご家族の安らかな眠りを。そして……あなたと結婚したご報告とご挨拶を」

　それを聞いて、魔王は微笑んだ。けれども、墓標に向き直ったとき、その笑みは消えていた。

「……今の俺を見たら、彼らはどう思うだろうな」

「誇ほこりに思うはずだわ。あなたは立派な王だもの」

　私の言葉に、魔王は答えなかった。

　ややあって、口を開いた。

「父は、偉い大だいな王だった。だから俺も、父のような治世を目指した。……父が戦争に巻まき込まれたのは、我わが国くにが力のない小国だったからだ。だが、今は違う。領地こそ狭せまいが、俺は強大な魔物の力を手にしている。それは他国への脅きよう威いとしてのみ利用できるもので、決して実際に行使してはならないものだ」

　私は、ハデスさんが言ったことを思い出していた。

　──あなたは私を裏切った。人間との和平を望み、戦争ではなく話し合いで外交するようになった。とんだ期待外れだ。

「あいつに言われた通り、俺は魔物らしからぬ魔王だ。だが、そんな俺がこうして魔物の王として君臨しているからこそ、実現できる世界平和があるのではないだろうか」

　それを聞いたとき、昼間、魔王に言われたことを思い出した。

　──それならば、俺たちはやるべきことをやらねばならないな。

「そういえば、私たちがやるべきことって？」

「そのことだが」

　魔王は、改まって私を見つめた。

「俺たちがこの先も結婚を継けい続ぞくするには、これしか方法がないと思う」

「どんな方法？」

「そうだな……とりあえず部屋に入って話そう。日の出前は寒い」

　魔王は自分のマントを外し、私の肩かたにかけた。歩き出そうとすると、手を取ってエスコートされる。

「足元、気をつけろ。お前は危なっかしい」

　その口調は相変わらず厳しくて、仮面をつけ直してしまった顔の表情はわからないけど、その手はとても優しい。

「これから毎日、私もここへ来ていい？」

　それとも、やっぱり一人の方がいいのかな……と思っていると。

「かまわない」

　重ねた手にぎゅっと力が込められた。

「お前も家族の一員だ」

　こみ上げる嬉うれしさに微笑みながら、まだ太陽の昇のぼらない庭園を二人で歩いた。
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　翌日、魔王は人間たちの国に書状を送った。

　その表題は「我が妃に関する公的で重大な発表」というものだ。知らせを受け取った人間たちは何を思ったことだろう。




　一週間後、書状に書かれた日付と時間に、私は城の見張り塔とうへ上った。

　見張り塔は城の中央正面にある。輿入れのとき、跳はね橋ばしから見えた立派な塔がそれだ。

　戦争のとき見張りが敵の襲しゆう来らいをいち早く知ることができるよう、見張り塔に立てば、森や湖など遠くの景色まで見み渡わたせる。

　塔のバルコニーに立って、前方へ進み出ると、下には大勢の人間の群衆がいた。道から遠巻きに眺ながめる人々、跳ね橋の方までやってきて真上を見上げる人……そのすべての人たちが、私が現れたのを見て、一いつ斉せいにどよめいた。

「本日は……お忙しい中、お集まりいただいてありがとうございます」

　切り出してから、こんな社会人の定型句みたいな挨拶でいいのかな……と不安になった。

　でも、この世界の王妃の挨拶なんて知らないし、そもそもこの世界の王妃がこんな場所から民衆に挨拶することがあるのかどうかすら知らないから、好きなようにやるしかない。

「先日、魔王に嫁とつぎましたエルナです。今日は私から皆みなさんにお知らせしたいことがあって、このような場を設けていただきました」

　集まった人々は、こちらを見上げて、私の話にじっと耳を傾かたむけている。その様子を見ていると、じんわり掌てのひらが汗あせばむような緊張に襲われた。

　大丈夫……大丈夫。

　自分にそう言い聞かせる。

　──私たちから、人間へ報告するの？

　──ああ。だが、一つ問題がある。

　あのあと、魔王が話してくれたことを思い出した。

　──俺は大衆の前では話せない。大勢の人間たちの目に触ふれれば、仮面をつけていても人間だと気づく者が出てくるかもしれない。かつての俺を知る者に、正体がバレる恐れもある……ロルフに気づかれたときのように。

　──それなら、私一人でやるわ。

　──お前一人で……怖こわくないのか？　みんなお前を好こう奇きの目で見る。「裏切り者」と思う人間もいるかもしれない。

　──それが私のやるべきことなら、やるしかないでしょ？

　そうだ。やるしかないんだ。この人と、ずっと一緒にいたいから。

「皆さんがご存じの通り……私は月星姫メルテイヤーです。そのことを、私の夫も知っています」

　途と端たんに、民衆が騒さわぎ出した。

「どういうことだ」

「月星姫メルテイヤーが言ったのか」

「魔物が人間の預言を知るはずがない……！」

　向けられる視線が、敵意のようなもので一気にぎらつく。

　予想してたことだけど、ひるみそうになって下腹に力が入った。

　そのとき。

『お妃様ー！』

　背後からの声に、驚いて振り向く。

『俺たちも応おう援えんにきましたぜ！　……眠いけど』

『お妃様のおかげで、火傷もよくなりやした！　……ふぁ～あ』

「……あなたたち！」

　蛙かえる頭や鶏頭の魔物を始め、私が手当てをした魔物たちが、ドアから見張り塔のバルコニーへ次々に現れた。

　その中には、仮面をつけた魔王の姿もある。

「……！」

　そういうことか、と思った。大衆の注目が自分に集中しないように魔物を連れて、私のために来てくれたんだ。

　案の定、人々の関心の対象は魔物に移った。

「月星姫メルテイヤー様が、あんな大勢の魔物に囲まれている……」

「危険ではないのか!?」

「魔物は人間を喰くうのだろう？」

　魔物が現れた瞬しゆん間かん、集まっていた人たちが城から後退したように見えた。みんな恐ろしそうに城を見上げている。

　そこで、私は彼らに訴うつたえた。

「魔物にも、最低限の理性はあります。知力はまちまちですが、どの魔物とも会話はできます。人間の文字が読める者もいるし、人間の預言を知っている者もいます」

　ハデスさんのことを思い出して、少し複雑な気分になる。

「私は月星姫メルテイヤーですが、魔王である夫を愛しています。共に過ごした時間は長くはありませんが、私たちは互たがいを知って、想い合うようになりました」

　こんなことを大勢の前で言うのは気恥ずかしいけど、言わなければ伝わらない。

「なので、彼のためにも、私は彼と共に生きる道を選びたいと思います」

　人々がざわついている。無理もない。死をもって人間を救うはずの月星姫メルテイヤーが、人間への裏切りとも言えるようなとんでもないことを口にしているのだから。

「月星姫メルテイヤーと魔王の結婚を望んでいた方々は、預言書に書かれた預言の実現を願う、敬けい虔けんなアテーリエ教の信者だと思います。でも、預言の通りに魔王の魔ま力りよくがなくなったからといって、本当に争いが起きないと言えるでしょうか？　私たち人間の手で平和を実現することこそが、神様が真に望まれていることだと思うのです」

　アテーリエ教を知らない私の言葉は、信者の人にどう聞こえているかわからない。めちゃくちゃなことを言う月星姫メルテイヤーだと呆れられているかもしれない。

「あなた方が魔王を恐れるのは、魔王が魔力によって和平の誓ちかいを破ることを恐れているからだと思います。でも、魔王が望むのは真の平和で、人間を支配することではありません」

　そう言って、私は後ろを振り返った。

「そうですよね？」

　人々のどよめきが大きくなる。魔物たちの間に魔王が交じっていることに、今気づいたのだろう。

　注目を集めた魔王は、ゆっくり、大きく頷うなずいた。

「……過去のことは、申し訳なかった」

「……！」

　魔王が喋しやべった。

　そのことに驚いたのは、集まっていた人間たちだけではなかった。

　正体がバレる危険があるから、演説はできないと言っていたのに……。

　でも、そんな危険を冒おかしてでも、自分の言葉で言いたかったんだ。そう思うと、胸が熱くなった。

「これまで魔物によって奪われたすべての人間の魂たましいに、哀あい悼とうの意を表する」

　それだけ言うと、魔王は踵を返した。大衆からの注目を浴びながら、バルコニーをあとにする。

『魔王様！』

　魔物たちも、あとに続いて去っていく。

「魔物たちが帰っていくぞ」

「月星姫メルテイヤーは喰われていないんだ。毎日、あんなに近くにいても……」

「もしかして、本当に魔物には理性があるのか？」

「でも、魔王が言った通り、今まで大勢の人間が襲われたことに変わりはない」

「だが、魔王は謝罪した……」

「我々人間だって、魔物を殺してきたのは事実だ……」

　人間たちの意見は揺ゆれている。だから、この機を逃のがさぬよう叫んだ。

「今度、この国の近くに、魔物のための病院ができます。そこで働いてくれる人間を募ぼ集しゆう中ちゆうです！」

　ざわついていた人々が、それを聞いて静まり返る。

「お医者さんでなくてもかまいません。看護師……いえ、簡単な処置や、お医者さんのお手伝いをしてくれる人がたくさん必要です。仕事は私が教えます！」

　続けて言うと、再び大きなざわめきが起こった。

「月星姫メルテイヤーが……？」

「彼女は一体何を考えているんだ」

　人々は混乱したように顔を見合わせる。

「私たち人間は、魔物のことをよく知りません！　でも、魔物は人間とよく似ています。魔物の身体、生態、考え……病を通して触れ合って知ることで、無む闇やみに恐れることはなくなると思うんです。病院に来る魔物は弱っていて、人間を襲う意欲などありません」

　それは、私自身が魔物の看病の中で実感したことだった。魔物の手当てをしているとき、魔王が傍にいなかったときを含ふくめても、身の危険を感じたことは一度もなかった。

「確かに、私は月星姫メルテイヤーです。だけど、私と魔王が結婚したのは、和平の証のためだったはず……私たちは、この世界の本当の平和を望んでいるんです」

　人々は、何を言うのかという顔で私の話に聞き入っている。

「どうか、よろしくお願いします！」

　最後に大きく頭を下げて、私はバルコニーから引っ込んだ。




「名演説だったな」

　ドアのすぐ内側に、魔王が立って私を待っていた。

　仮面の顔だったけれども、彼を見たら急に緊張の糸が切れてしまう。

「どうしよう、私、全然うまくできなかった……病院のことなんか言い出しちゃって……」

　泣きべそになった私を、魔王は優しく抱だきしめた。

「お前は充じゆう分ぶんすぎるほどやってくれた。王として、お前と結婚できたことを誇りに思う」

　耳元に囁ささやかれた声は、私をこの上なく安心させてくれる響ひびきだ。

　腕うでの中の私の頭を撫なで、魔王は言った。

「あとは、俺たちが信じる『人間』に委ねよう」
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　月星姫メルテイヤーの会見から一週間後、魔ま王おう城に一通の手紙が届いた。

　差し出し人はザフツェンバールの国王……ロルフさんの父親だった。その手紙には、魔王に嫁とついだ妃きさきが月星姫メルテイヤーであったことの魔王への謝罪と、我わが国くには知らなかったという旨むねの釈しやく明めいが述べられていた。

　日を置かずして、他の国々からも同様の手紙が次々に到とう着ちやくした。中には、魔王夫妻を宮きゆう廷てい晩ばん餐さん会かいへ招待して、病院の計画について話を聞きたいという国もあった。

　セーレン大陸にある文明国の領主のうち、手紙をよこさなかったのは、唯ゆい一いつ、アテーリエ教の教皇だけだった。




　そしてさらに二週間後、私たちは改めて結けつ婚こん式しきを挙げた。

　魔ま物ものの活動時間に合わせて夕方から開かれた結婚式には、人間の参列者はいなかった。代わりに、城の外に大勢の魔物たちが押おし寄よせ、見張り塔とうのバルコニーに姿を現した私たちを一目見ようと首を伸のばした。

『おめでとうございます、魔王様！』

『なんて美しいお妃様だ』

『あんな綺き麗れいな人がいるなら、俺おれも人間と結婚したいなぁ』

　魔物たちは、人間の私を見て、遠えん慮りよなく感想を言い合った。

「その服、よく似合っているな」

　隣となりに立つ仮面の魔王に言われ、恥はずかしくなって俯うつむいた。

　私が身につけているのは、白いロングドレスだ。ベルベットの布地を基調に、襟えり元もとやベル型に広がった袖そでの部分は、肌はだが上品に透すける瀟しよう洒しやなレース仕様だ。所々に刺し繡しゆうが入り、金糸で花の形が縫ぬい取とられている。身み頃ごろを身体からだにフィットさせるための調整紐ひもが胸の下から腰こしについているのは、一人で着るための仕様だけど、素す敵てきなアクセントになっている。

　この世界では紺こんや黒のウェディングドレスが主流なようだが、私の希望で白にしてもらった。街から人間の仕立て屋さんに来てもらって、今日のために作ってもらった一着だ。

　つい最近まで、自分が花はな嫁よめ衣い裳しようを着る日が来るなんて思ってもみなかった。しかも、隣にいるのは大好きな人だなんて、今でもまだ信じられない。

　神への誓ちかいの言葉はないし、参列者は異形の魔物だらけだけど。

　ああ、私、結婚したんだ。

　ここへやってきて初めて、心からそう思うことができた。





[image: ]






　結婚式のあとは、お決まりの酒しゆ宴えん……と思いきや、魔王は早々に席を立ったので、私も従った。その足で向かった庭のお墓参りで、彼のご家族に改めて結婚の報告をした。

「今夜は、二人の寝しん室しつに行かないか？　まだ話がしたい」

　城に戻もどったとき、魔王はそう言った。

　私が預言の内容を正確に知ってから、私たちは互たがいに自分の部屋で休むようにしている。いつものように私の部屋へ送ってくれるのかと思っていたので、それを聞いて驚おどろいた。

「えっ……？」

　魔王は仮面をつけていて、表情が読めない。

「大だい丈じよう夫ぶだ、話が済んだら自分の部屋に帰る」

　にわかに緊きん張ちようした私に、仮面の内側で魔王が笑った。

「お前には、はっきり言わないとこの手のことは伝わらないらしいからな。俺も学習した」

　動どう揺ようが態度に出まくりな自分が恥ずかしくて、照れ笑いを浮うかべた。




　寝室に入ると、魔王は私をベッドに座すわらせた。自分は仮面を外して、脇わき机づくえに置く。

「最近、お前の顔が晴れないのが気になる。確かに、ハデスがいなくなって城はまだ混乱しているが、裏切り者のことも片づき、病院の話も進んでいるのになぜだ？」

　そう言われて、はっとした。

「私、そんな顔してた……？」

　自分でも、気づいていなかった。でも、それならば、思い当たるのは一つだけだ。

　以前、ハデスさんに言われたことが、心の中にいつも引っかかっている。

　──この国の希望となる王子のご誕生、心より楽しみにお待ち申しております。

　あの言葉が、魔王と契ちぎらせたいがゆえの噓うそだったのはもうわかっている。でも、一いつ般ぱん的に考えて、国王の妃に望まれることといえば……やっぱりそうなんだよね。

「……日に日に、気になってくることがあるの。私と結婚し続けるってことは、あなたは世よ継つぎを持てないんじゃないかって」

　魔王は意外そうに私を見た。そして、平へい生ぜいの顔つきに戻って前を向く。

「そのことだが、わずかに望みがある」

「えっ……？」

「預言書には書かれていないが、月星姫メルテイヤーには、月星姫メルテイヤーでなくなる方法があるらしい」

「どんな!?」

「詳しよう細さいは知らない。が、昔リーゼロッテがそう言っていた。お前から聞いたのだと」

　それを聞いて、胸が高鳴った。この人と普ふ通つうの夫ふう婦ふになるのは無理なのだと思っていたけど……まさか希望があったなんて。

「そんなことを言ってたんだ……エルナさん」

　それはどんな方法なのだろう。考えたくても、私には皆かい目もく見当がつかない。

「……エルナさんが知っていたってことは、彼かの女じよに近しい人間なら、同じように知っていてもおかしくないってことよね」

　あの司教さんたちのことを思い出して言うと、魔王は頷うなずく。

「可能性は高いと思っている」

「どうやったら教えてもらえるかな……」

「さあな。そのためにも、今は、人間との関係を良好に保つことが重要だろう」

「…………」

　そうだなと思った。教皇だけが手紙をよこさないのを見ても、アテーリエ教は魔王を認めていない。月星姫メルテイヤーでありながら、命を投げ出して魔王と契らない私を「裏切り者」と怒おこっているかもしれなかった。

「病院の運営は、その架かけ橋はしだ。なんとしても成功させよう」

　押おし黙だまる私に、魔王は微笑ほほえみかける。

「もちろん、お前の夢を実現させるためにもな」

　私も微び笑しようで答えると、魔王はふと思い出した顔をした。

「……そうだ、今朝ロルフから祝辞が届いた。そこに、病院の建設が始まったという報告が添そえられていた」

「ほんと!?　なんだか順調すぎて怖こわいわ。他の国も好意的だし」

「月星姫メルテイヤーを送り込んだ負い目があるからだろう。自国の印象が悪くなれば、魔物をけしかけられると思っているのかもしれない」

「それでも、病院が実現できたら万ばん々ばん歳ざいってものよ」

　今さらだけど、ロルフさんに頼たのんでよかったなと思った。魔王の人を見る目に感謝だ。

　案外、魔王は私に言っているより、ロルフさんを信しん頼らいしているのかもしれない。

　そうでなければ、いくら平和主義の魔王でも、正体がバレたときに彼かれを殺してもおかしくなかったと思う。この人は、その力をずっと持っていたのだから。

　……でも、やっぱり殺さなかったかな。よく考えてみて、そう思った。

　私は、この人を信じている。

　人間たちの前で語った真の平和を、私たちはこれから実現していかなければならない。

「……しかし、意外だったな」

「えっ？」

　我に返って、魔王の顔を見た。彼は微笑んでいた。

「お前が世継ぎを気にしていたことだ。お前は、わざとそういうことを避さけているのだと思っていた」

「あ……」

　やっぱり、バレてたんだ。

「避けてるっていうか……」

　まあその通りなんだけど、ちゃんと説明しないと誤解を与あたえる気がする。

「……いやなわけじゃなくてね……？　でも、何もかも初めてだから……少し、怖くて」

　おおお、年上妻として屈くつ辱じよくの告白……と、恥ずかしさと敗北感とで耳が熱くなる。彼の目を見られない。

「あなたに触ふれられるのは、ドキドキして……嬉うれしい。だから……」

　魔王はじっと聞いてくれている。それがまた恥ずかしくて。

「少しずつ……ゆっくり、進めたら……って」

　反応が気になって、魔王を見上げた。

　彼は優やさしい目で私を見ていた。

「それでも、いい……？」

「当たり前だろう」

　そう言うと、魔王は私の両手を取った。大きな手と力強いぬくもりに鼓こ動どうが速くなる。

「エルナ……いや」

　そこで、彼は言葉に詰つまった様子で私を見た。

「……お前の本当の名はなんだ？」

「えっ？」

「前世でも、名前があっただろう？　お前の本当の名前を呼びたい」

　それを聞いて、胸の中に温かな想おもいが広がった。彼の気持ちが嬉しかった。

「絵え瑠る奈なよ」

　私は微笑んで答えた。

「『私』の名前も『エルナ』なの」

　すると、魔王も微笑んだ。握にぎられた両手に、包つつみ込こむような力を感じる。

「エルナ」

　美しい瞳ひとみに真正面から見つめられて、思わず目を伏ふせてしまった。

　それでも、彼の気持ちに応えたい。そう思って、勇気を出すことにした。

「……マティアス」

　恥ずかしくて、ずっと呼べなかった名前。

　彼はフッと笑った。

「やっと呼んでくれたな」

　頰ほおに手が添えられ、端たん整せいな顔が近づいてくる。

　覚かく悟ごして目をつぶった私の唇くちびるに、温かな肌が一いつ瞬しゆん触れて、静かに離はなれた。

　触れ合った唇から、胸の方へじんわりと、甘あまく痺しびれるような幸せが広がっていくのを感じた。

　目が合った彼は、嬉しそうに微笑んだ。

「今度は、俺からできた。前は、お前に奪うばわれたからな」

「ええっ……!?」

　それって、まさか過呼吸のときのこと!?

「あ、あれはその、応急処置で……っ！」

「冗じよう談だんだ。あのときは助かった」

　慌あわてる私に目を細め、魔王は私の髪かみを撫なでる。

「あのとき奪われたのは、俺の心かもしれないな」

　ふと、その手が止まった。魔王は伏し目がちに言った。

「暗くら闇やみの中、ずっと一人で苦しんでいた。仮面をつけて、誰だれにも胸の内のすべてをさらけ出すことができずに……」

　何も言えずにいると、彼は私を見て微笑した。

「そこから、お前が救い出してくれた。仮面が剝はがれた素す顔がおに吹ふき込んでくれた呼吸が、俺の新しい息い吹ぶきになった」

　再び私の両手を取って、彼が改まった顔になる。

「今日は一滴てきも飲んでいない。だから、やっと言えるな」

　私の目を見つめて、彼は心のこもった声で言った。

「愛している、エルナ」

　私をそっと抱だきしめて、耳元で囁ささやいた。

「俺が死ぬまで、傍そばにいてくれ」

　胸がいっぱいになって、瞳から涙なみだが溢あふれてくる。

「……はい！」
















　ぎゅっと抱きついて答えると、魔王も強く抱き返してくれた。

　力強い手。人を傷つけることもできる手……この手がもう誰も傷つけずに済むよう、私がこの人を支えたい。

　私は、この人と出会うために、一度死んで生まれ変わったんだ。

　生きよう、この世界で。この人と共に。

　心の底から、そう思った。








Ｆｉｎ
















あとがき









　このたびは『異世界で魔王の花嫁（未定）になりました。』をお手に取ってくださり、ありがとうございます。

　長なが岡おかマキ子こと申します。

　ご縁えんがありまして、ビーズログ文庫では初はつとなる本作を書かせていただくことができました。

　昔から、ＲＰＧのかっこいい系魔王に魅力を感じていたので、こういったお話が書けて嬉しいです。

　自分と同年代の女性主人公を書くのは、商業作品では初めてだったのでドキドキしました。同化しすぎないよう気を遣つかったり、今までにない緊張感もあったりして。

　でも、私がもし絵え瑠る奈なだったら、昼間はそれなりに真面目に掃除して、夜は部屋に引きこもって本でも読んでいるので、魔王が訪ねてくることもなく、もし訪ねてきても私に看護の知識がないので、物語が何も進まなそうです……。

　絵瑠奈が行動的な看護師の子でよかった。

　看護師といえば、実の妹がエルナと似たような境遇の看護師なので（病棟たらい回しにはされてないけど）、大変そうだなぁと日々思っています。過労死だけはしないように見守りたいです！




　本作の刊行に当たりましては、たくさんの方のお世話になりました。

　イラストを担当してくださったカトーナオ様、ありがとうございました！　エルナ、めちゃくちゃ可か愛わいい！　魔王、超絶イケメン！　私が好き放題書いたものを素晴らしく描いてくださって大感謝です……！

　そして、いつもお世話になりっぱなしの担当様、今回もお世話になりっぱなしでしたが、優やさしく導いてくださってありがとうございました！　これからもお世話にならせてください！

　校正様、デザイン様、その他、本作の制作・販売に携たずさわってくださる方々、本当にありがとうございます。皆様がいらっしゃるので、物語の世界に集中できます。

　また、私の生きがいであり、インスピレーションの源でもある家族、友人知人の方々にも、いつも感謝しております。

　何より、この本をお読みくださった貴方あなた様に、一番の御礼を申し上げます。どうもありがとうございます。

　またどこかでお会いできましたら幸いです。








長岡マキ子　　










著

長岡マキ子

Makiko Nagaoka




４月27日生まれ、Ｏ型。

赤ちゃんの足の裏ってめちゃくちゃ気持ちいいですよね。赤ちゃんの足の裏の感触を再現したスクイーズが発売されたら、ずっと触ってそうな気がする……。










イラスト

カトーナオ

Nao Kato




イラストを担当させていただきましたカトーナオと申します。

素敵なお話にイラストを描かせていただけて嬉しいです。

どうぞよろしくお願い致します。



















イラスト／カトーナオ

デザイン／永野友紀子
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異い世せ界かいで魔ま王おうの花はな嫁よめ（未み定てい）になりました。








長なが岡おかマキ子こ
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